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　妄もう想そう少しよう女じよ。

　それは男子の妄想から生まれた女の子。

　彼女たちは男子の欲望の数だけ存在し、彼らの心に住んでいる。わたし、峰みね倉くらあすみは特別なコンタクトレンズを装そう着ちやくすることで妄想少女を「視みる」ことができる。

　妄想少女たちは皆美しく、バリエーションも豊富だ。誰だれしも恋こい焦こがれるような美少女もいれば、トップアイドルそっくりの妄想少女などもいる。それどころかブルマを穿はいた娘や下着姿の妄想少女さえおり、男子の欲深さは留まるところを知らない。

　そんな彼女たちの全てが、優しい心を胸に抱いているのは興味深い。どの妄想少女も男子が自らを慰なぐさめるために生んだ理想の恋人という「設定」だからである。

　さて、この妄想少女に様々な形態があることはご存知だろうか？

　彼女たちが美しく愛らしいのは基本的な傾向だが、彼女たちを妄想した「ご主人様」の性格や嗜し好こうによって、大きく三タイプに分けられることをわたしは摑つかんだ。

　第一のタイプ。

　現実にいる女性をモチーフにした「現実具現型リアルタイプ」。これは異性への片思いが募つのって妄想少女が生まれたパターンだ。今までの観測でもっとも数が多いタイプである。

　第二のタイプ。

　コスチューム重視の「衣コ装ス依タ存イ型プ」。ブルマなどの絶滅した衣装やメイドなどのコスチュームを偏へん愛あいするあまり、衣装からそれに似合う妄想少女が生み出されたタイプだ。

　そして、第三のタイプ。

　二次元媒ばい体たいが由来の「空想具現型フアンタイプ」。アニメ、漫まん画が、小説などに登場するキャラクターが「嫁よめ」になったのがこのタイプ。八〇年代以降、個体数を増やしているものの、作品の終了や流行の変へん遷せんによって容よう姿しが変わりやすく、最近では半年周期で容姿が切り替わる。

　今のところ、妄想少女の個体差から分けられるタイプはこの三種だが、未だ出会えていない妄想少女は数多く、わたしが触れ合った個体はまだ一〇〇体程度だ。魚にたとえれば、河原でタモを入れて掠かすった程度。川底には数知れぬ魚がいるし、流れを辿たどれば大海が待っている。少なくとも三タイプで区分けしきれるはずはないと直感している。なんと奥深く、興味深い存在だろうか、妄想少女とは。

　わたしは妄想少女をこれからも研究していきたい。

　妄想少女を研究すれば男子の心を知るのに役立つはずだ。わたしは後こう世せいの少女のために妄想少女を通して男子の心の深しん淵えんを覗のぞき、男たちの計り知れない心理を探りたい。

　それはなぜか？

　恋に悩む少女を救うためだ。

　それこそが仏がわたしに与えた使命なのである。この研究が人類進化の一助となることをわたしは確信している。

　わたしは妄想少女の研究をすることで彼女たちと共に素晴らしい明日への一歩を踏み出すのだ。




　　　　　＊＊＊




『……あすみ。あなたが「妄想研究」に目覚めたのは理解したけれど、その手に持ったハンマーは何かしら？』

「ん？　これは妄想少女を打うち砕くだくための研究道具よ？　高たか柳やなぎ君の妄想少女を物理的に破壊できるか実験をするの」

　三月三一日。

　太陽系三番惑星地球。

　今少し詳しよう細さいに現在位置を説明すればユーラシア大陸の外れにある日本という島国の本州という地域。もっと詳くわしく言えば、東京都の瀬せ田たが谷や区くってところ。だけど、それ以上の説明は個人情報保護法によって禁じられている。変質者が部屋に現れたらたまったもんじゃない。

　わたし、峰倉あすみは地球の片かた隅すみにある自室で、愛するリサと共に妄想少女の生態と後世の少女を救済するための方法について模も索さくしている。

　結論は、あの妄想少女をサツガイすることに落ち着いた。これから高柳君に取とり憑つく妄想少女をハンマーで殺しに行くところだ。

『待って！　私はそんな結論出してません！　そもそも、「妄想少女を研究する」とかスピーチしてなかった？　「素晴らしい明日への一歩」とか結んでいなかった!?　ハンマーで妄想少女を撲殺することのどこが「素晴らしい明日」なのよ!?　あなたは頭がおかしくなっている！』

「ん？　わたしにとって『素晴らしい明日』とは『高柳君がわたしだけを見ている未来』のことよ。父母はそんな明日を見て欲しいと願って『あすみ』という名前を与えてくれたの。だから、あの妄想少女を打ち砕かなくてはいけない。そうだわ。粉ふん砕さいしたあとの処理を考えないと。ホルマリンに漬つけておくべきかしら？　それとも焼しよう却きやくすべきかな？　ならば最終処分場を選ぶ必要があるかもしれない」

「もう！　あなたが何を言っているのかわからない！　妄想少女を物理的にどうにかするなんて不可能なのよ!?」

「なるほど。リサは物理的ではなく、精神的に追い詰めろというんだね。さすがわたしの愛しい女ひとだ。この地球にリボンをかけて君にプレゼントすることを約束しよう」

　大好きなリサが殺害計画の不備を指摘してくれた。

　妄想少女リサ。

　彼女は同級生の佐さ島じま君が宿した素晴らしい妄想少女だ。

　わたしが困っていると助けてくれる守護精霊様みたいな娘こで、彼女の優しい瞳ひとみはわたしを魅み了りようする。春休みだというのに律りち儀ぎに制服を着ている彼女はわたしの憧あこがれであり親友でもある。今日もリサはわたしのＳＯＳを感知し、妄想少女の理ことわりすら超越して部屋に来てくれた。

『いえ、理は守っています。佐島君が高柳君を練習に誘いに来たから、あなたの暴挙を止めに来れたの。まったく、春休みに入ってからあなたのことが心配で仕方がないわ。今日はハンマー、昨日は束にしたロケット花火。一昨日おとといは表紙に「ＤＥＡＴＨ」とか書いた黒いノートだったわね。いつかあなたがとんでもないことをしでかしそうで眼めが離せないわ……』

「わたしも君の美しさから眼が離せないよ……高柳君もリサみたいにわたしを心配してくれればいいのだけど」

　春休みに入ってから毎日のように部屋へ来てくれるリサ。佐島君は高柳君と同じ野球部員である。春休みの練習は自転車登校が許されるので高柳君を誘うべく隣家のチャイムを鳴らしに来るのだ。おかげでリサと会うことができる。特に今日はいつもより迎えに来るのが早いようだ。

『なにが「早いようだ」よ。もう一○時に近いわ。いい加減パジャマを着替えて、顔を洗って髪を梳とかしなさい。あと少しで中学三年生になるんだから相応の自意識を持って生活をしないと将来大変なことになるわ』

「はぁい。マム」

　まるでお母さんみたいなことを言う。

　リサは妄想少女なので、わたしの脳内発言を「聞いて」しまう。うっかり「若妻リサ」など想像しては大変だ。

『あすみ、お願いだから私に裸はだかエプロンを着せる妄想はやめて……もう、あなたの濁にごった性しよう根ねが心配でならない。あ、そろそろ学校へ行くわ。高柳君も家から出てきたよ』

　リサはフワリと跳はねると、宇宙遊泳するように窓の前に降り立った。「高柳君」という言葉に脊せき髄ずい反はん射しやしてわたしも窓辺へ跳ね飛んだ。

　ちょうど隣家の玄関から、ユニフォーム姿の幼なじみが出てきたところだった。少しおねむなのか、あくびをしてらっしゃるのが可か愛わいいらしくて仕方ない。

　高柳尚なお人と。一四歳。

　野球部のレギュラーにして生徒会の役員まで務めている文部両道の完かん璧ぺき超ちよう人じんだ。男女問わず皆から好かれ、大人からの信頼も厚い。最近ますます男ぶりに磨みがきがかかり、彼の二の腕の膨ふくらみはルーブル美術館に展示されるレベルにまで達している。

　そんな彼に三カ月前までは一三年越しの片思いをしていたのだが、とある事件によって彼もわたしを好いてくれてることがわかり、幸福の絶頂に登り詰めた。

　しかし、馬ば鹿かなわたしは絶頂の意味を知らなかったのだ。絶頂とは頂点と同義。山にたとえれば頂上。山頂の先は下り坂しかない。つまりわたしは幸福山の頂上でバンザイした後、その先に待ち構えていた断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきから転げ落ちたのである。というより、「あいつ」に突き落とされたのだ。

『あすみ、ご覧なさい。あの子も家から出てきたわ』

「ひぃ！　見たくない！」

『……敵を知るには見ておかないと。それにしても見る度に驚かされるわ。河内こうちさんをモデルにした私より美人だなんて……』

「噓うそを言わないでリサ！　あなたの方が美しい！　世界で一番美しい！　君以上に綺き麗れいな存在なんてあってはいけないんだ！　わぁ！」

　彼の後ろに浮かんでいるのは修了式の真っ最中、突とつ如じよとして現れた妄想少女だ。

　ドス黒い長髪に幽ゆう霊れいを思わせる青白い肌はだ。古くさい冬服のセーラー服を着て、野や暮ぼったい腰巻きスカートを穿いている。見るだけで身の毛がよだち、吐き気を催もよおす醜しゆう悪あくな女だ。

『……あすみには悪いけど表現を客観的に訂てい正せいした方がいい。しっとりした黒い髪にスベスベの白い肌。古風で品があるセーラー服を纏まとって、そのスカートが春風に揺れている……神様を恨うらみたくなるほど綺麗な子ね』

「噓だぁ！」

『いいえ。誰が見ても綺麗だし、彼女の一挙一動に気品が感じ取れるわ』

「噓だぁ！」

『少なくとも私を超える妄想少女。早くも妄想少女のインフレが起き始めたわ』

「噓だ、噓だぁ！」

『だから事実を認めなさいな。それにしても、いったい何者かしらね』

「そんなの知りたくないよ！　わぁー!!」

　それがわかれば苦労しない。春休みに入ってから全力で何者かと探っているけど、まったく手がかりが摑つかめない謎なぞの妄想少女なのだ。

　口を開かず、正体不明。しかも物理的攻撃が一切通用しない不死の女。つまり、怪物の三原則を忠実に守っている化け物だ。

　しかも、あいつがいるということは、つまり。

『あすみではなく誰かに片思いをしている』

「おえぇ」

　絶望極まって吐き気を催した。

　そうなのだ。あの妄想少女を高柳君が宿したということは愛する彼の気持ちがわたしから離れ、得え体たいの知れない女に移ってしまった可能性が高い。

　しかも、美少女のリサを唸うならせるほど綺麗なのだ。見れば見るほど美しい。それがわたしを苛いら立だたせる。

　窓から高柳君と妄想少女を監視していると、彼の自転車の後ろにあいつが乗ろうとしているのが見えて、わたしは無意識に手近にあった物を摑んで窓を開け放った。

「くたばれ！」

『あすみ、何をするの!?』

　我に返ると、佐島君が後頭部を押さえてうずくまっていた。どうやら、怒りに我を忘れて机つくえに置いてた消しゴムを投げてしまったようだ。それがあいつをすり抜けて佐島君に命中した。ええい！　高柳君だけでなく、佐島君にまで危害を及ぼすなんて最悪の妄想少女だ！　もし投げたのが消しゴムじゃなくて左手に持ったハンマーだったらどうするつもりだったんだ！

『なにが「どうするつもり」よ！　佐島君に消しゴムが命中したでしょ！　彼に謝りなさい！』

　外からも怒ど声せいが飛んできた。

「この馬鹿あすみ！　俺おれの親友に消しゴムを投げるなんてどんな了見だ！」

　ヒィ！　高柳君が怒ってる！

　とっさに机の下へ隠れると窓際に置いた携帯が鳴った。恐る恐る携けい帯たいを取ると高柳君からで、わたしは携帯の受話口と外から聞こえる生の声のダブルで怒られた。しかも、電話しながらも彼の生ボイスが近づいて来る。階段を昇ってくる足音がするのだ。

「こら、あすみ！　佐島に謝れ！」

「ヒぇ！　乙女おとめの部屋に来るなら夜の帳とばりが下りてからにして下さいマシ！」

　愛する彼が四二日ぶりにわたしの部屋に来てしまった。この散らかり放題の部屋に！

「……相変わらず汚ねぇ部屋だな。しかも寝間着のままだし、その様子だと顔も洗ってないだろ……春休みだからって気を緩ゆるませるのも大たい概がいにしろよ……あと数日で中三っていう自意識を持つんだ。このままでは将来、大変なことになるぞ」

　リサと同じようなことを言われてしまった。『だから言ったでしょ？』とリサからも追い打ちをかけられた。高柳君から言われると恥はずかしい。

　今すぐ模も範はん的てきな中学生にならなきゃ彼に嫌われてしまう。まずは負傷させてしまった佐島君に謝ろう。正しき中学生ならばそうするに違いない。

「おーい、佐島君！　消しゴムを投げてごめんよぉ。君の反射神経を鍛きたえようとしたんだ」

　さすがのリサも『ふてぶてしい言い訳ね』と眉まゆをひそめたが、佐島君はわたしの真意を汲くんでくれたようだ。

「やぁ、峰倉さんのおかげで不測の事態に備そなえるスキルを得たよ。僕は次の試合で活かつ躍やくできるだろう！」

「……あすみ。佐島が優しい奴でよかったな」

「うん！」

『あすみ、喜んでないで彼の後ろを見なさい。あの子がいるわ』

　リサに言われて高柳君の後ろを見ると、忌いまわしい妄想少女が背を向けて佇たたずんでいた。

「わたしの部屋に入るな！　シッシッシッ――！」

　泥どろ棒ぼう猫ねこにパンチを試みると、あろうことか高柳君がわたしの拳こぶしを受け止めた。みるみる彼の瞳に野生が宿る。

「殴なぐりかかるなんて傷つくじゃねぇか」

「ち、ちがいます！　高柳君を叩いたんじゃなくて……」

「問もん答どう無む用よう！」

　頭を両の拳でグリグリされた。ああん。これはマジで痛い。きっとこの後、ほっぺをつねられて首を絞しめられるはずだ。痛いけど、久しぶりの触れ合いだ。触れ愛。彼のフィンガーテクニックに期待したが、突如グリグリの力が緩んでしまった。

「……高柳君？」

　頰ほおや首へのスキンシップがない。その代わりに、

「……悪い。勝手に部屋へ入った俺がいけなかったな。許せ」

「え？」

「だから許してほしい……」

　何でいきなり謝られてるの!?　だけど、高柳君の顔からはいつもの覇は気きのある表情が消えていて、落ち込んだかのような声でまたもわたしに謝る。

「中三にもなって、女子の部屋に押しかけるなんて普通じゃないよな……それに俺たちも一四歳になった。どうやら意識改革ができていないのは俺の方みたいだ。親友に消しゴムを投げられて、短気を起こしたと思って許してくれ。じゃあな」

　そのまま力なくわたしの部屋を出て行ってしまう高柳君。階段を下りる足音が遠ざかっていった。

　まただ。

　春休みに入ってから彼の様子がおかしい。一見すると普段と変わらないのに、急によそよそしくなってしまう。一四年、彼のそばにいるけどこんなの初めてだ。

　彼が出て行ったドアの前にはまだ妄想少女が立っていた。

　全部こいつのせいだ。

　きっと彼をおかしくしたのは、この妄想少女に違いない。

　修了式に現れた謎の妄想少女。

　奴は長くて陰いん気きな黒髪を垂らし、表情を変えることがない。褪あせた写真みたいな色をして陽炎かげろうのようにゆらゆらと浮かび、時折古い映写機にでも映されているみたいにノイズが走ったりする、今まで見たことのない妄想少女だ。しかも不思議なことに現れた当初は輪りん郭かくを摑めないほど透とう明めいだった身体からだが少しずつ存在感を増しているように思える。

　わたしは虚こ無む僧そうから貰もらったコンタクトレンズを使って数多くの妄想少女たちを視てきたが、高柳君に現れた妄想少女はリサやミウ、ユイヒメ、それに他の子たちとは違って、エッチな服を着ていないし、甘い言葉も囁ささやかず、ただそこにいるだけだ。

　春休みの間、このセーラー服の妄想少女が高柳君に取り憑く背後霊の類たぐいではないかと何度疑ったことか。まるで精気を奪われているように彼の元気が失われ、様子もおかしい。しかし、コンタクトを通さないと見えないので幽霊の線はない。ならば高柳君が変なのはなぜか？

　片思いの女の子ができたからに違いない。恋こい煩わずらいだ。だから妄想少女が生まれてしまった。そして、わたしみたいな幼なじみとは距離を置くべきだと考え、普通の女子として扱おうと、よそよそしい態度を取るようになったのだ。

　ついこの前まで彼の気持ちはわたしにあったのに何でこんなことになってしまったんだ。やはり顔か？　わたしが美人じゃないのがいけないのか？　それともこの性格か？　胸に渦うず巻まく悲しみと怒りの全てが彼の妄想少女へ向かう。しかし、彼の妄想少女は澄すました顔のまま、わたしを見ているだけだ。全てを見通しているような瞳が憎い。

『あすみ、気を強く持って。いくら高柳君とは言っても男の子なのだから気が移ることもあるわ』

「リサ……彼はそんな移り気な人じゃないよ」

『いいえ。思し春しゆん期きの男子なんてそんなものよ。だけど安心して。あすみの愛情が彼に伝われば、あんな妄想少女は消し飛んでいくはず。今日も彼女のモデルになった女の子を捜して対策を練ねりましょう。野球の練習が終わったらもう一回ここに来れるはず。コンタクトを外さないでね』

「リサ」

『何？』

「ありがとう」

　リサははにかむと窓から空へと舞った。

　カーテンが春風にたなびく。彼女を見送ろうと窓から身を乗り出したら、リサの代わりに桜の花はな片びらが一枚、風に乗って舞い上がっていくのが見えた。

　春。

　早くも三カ月だ。

　妄想少女が見える不思議なコンタクトを虚無僧から授けられて、それだけの月日が流れてしまった。そして、その日々はリサに励はげまされ続けた日数と一いつ致ちする。

　可か愛わいく綺麗で卑ひ猥わいな彼女たちのおかげで、高柳君がわたしを好いてくれていることがわかったけれど、突如現れた妄想少女によってそんな幸福は破壊された。

　だけど、わたしは負けない。

　いつの間にか、セーラー服の妄想少女は部屋からいなくなっている。もちろん、あいつにも負けないし、まだ見ぬ片思いの子にも負けない。わたしは誰よりも高柳君が好きだ。だから、彼にとっての「一番」を取り戻す！

「神様、仏様！　どうか高柳君に取り憑いた穢けがらわしい妄想を払えますように!!」

　そんな神頼みをする春うららかな日。壊れかけていた運命の歯車が回り始めた。そのきっかけは、我が家への来訪者によってもたらされた。
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「あすみぃ、お友達よぉー」

　ピンポーンの後、一階から母の呼びかけが続いた。

　さっきまで仕事部屋に籠こもってパソコンを打っていたと思っていたが、いつの間にか専業主婦に戻っていたみたいだ。

「あがってもらって。うちに来るなんて鶴つるちゃんと亀かめちゃんくらいでしょ？」

　寝巻きから着替えながらそう応こたえると、母がわたしの部屋を覗き込み、「はじめて見る子よぉ。玄関に待たせているから降りて来なさい」と言う。ついでに小声で「どういうわけかパジャマ着ているから注意したほうがいい」などと付け加えられた。

　誰だろう。

　鶴ちゃん亀ちゃん以外の友人が家に来ることは滅めつ多たにない。もしや、恋のライバル河内利り沙さかと疑ったが、あの美少女がパジャマで外出するなんて天地がひっくり返ってもありえないだろう。というより「パジャマでお邪じや魔ま」しに来る女などいてたまるか。

　いったい何者だろうかと階段を駆け下りると、本当にパジャマ女がいた。

「仲なか居いちゃん？」

「おはようございます。あすみさん。どうかアポなしの訪問をお許し下さい」

　ニコリと不器用な笑みを浮かべる眼鏡めがねっ子こ。

　中学生にして早くも彼氏がいるリアルが充じゆう実じつした女子、リア充じゆうの仲居加か奈なが玄関に立っていたのである。仲居ちゃんの来訪は初めてだし、中一、中二と同じクラスだったけど家を行き来するほどの仲でもない。そんな彼女がわたしを訪ねて来たのは意外だった。

「牛乳でいいかい？」

「御ご馳ち走そうになります。あすみさん」

　とりあえず仲居ちゃんをリビングに通して椅い子すを勧すすめた。そして、グラスに牛乳を注いで出すと、彼女はペロリと唇くちびるを軽く嘗なめて口をつけた。

　けっして口には出せないが、超がつくほど地じ味みな娘で、同性のわたしから見ても重たい黒髪ロングに黒くろ縁ぶちメガネのコンボは「ない」と思う。そんな仲居ちゃんがわたしを訪ねてやって来た。しかも、パジャマである。寝間着の来訪者など峰倉家が始まって以来の珍事だろう。

「……あの、あすみさん。牛乳とバナナを一緒に食べると頭が良くなるってご存知ですか？」

「ん？　それは初耳だ。仲居ちゃんは物知りだなぁ」

「てへへ。褒ほめられてしまいました」

　ちょっと可愛い仕草。ご褒ほう美びに台所のカゴからバナナをもいで差し出すと喜んでくれた。ついでにわたしもバナナを咥くわえた。バナナ一本五〇円に牛乳一五〇ミリリットルで三〇円。計八〇円の食事は家計に優しすぎる。

「ふむ。頭が良くなる上にリーズナブルなんて、バナナ＆牛乳のカップリングは偉い大だいな組み合わせだね」

「はい。わたしも彼とそのような関係になりたいと考えます」

　彼。

　仲居ちゃんの彼氏はメイド狂いで悪名高い川かわ上かみである。そして、このパジャマちゃんに彼氏がいるのはわたしが間を取り持ったからだ。

　仲居ちゃんの彼氏が宿す妄想少女はスカート着用を許されない可か哀わい想そうなパンツメイドちゃん。

　メイドフェチの名に恥じぬ格かつ好こうだが、同時にわたしのコンタクトを通した眼では川上メイドの姿が、目の前にいる仲居ちゃんを三倍ほど美人にして、さらに三倍スタイルを良くした姿に見えるのである。つまり「現実具現型リアルタイプ」と「衣コ装ス依タ存イ型プ」が同時に現れた希少種。先日、川上の片思いと性癖を暴露したおり、運命の輪が複雑に絡からみ合あって二人は付き合い始めてしまった。

　そして、彼らの行動は奇想天外で我々にゴシップネタとトキメキを与えてくれる。

「ね？　川上と行ったホテルどうだったの？」

　母が牛乳を吹き出した。

　隣となりの部屋で聞き耳を立てていたらしい。わたしは引き戸を厳重に閉めた。

「きょ、今日はそのことでご助言を頂きたくて参りました」

　このリア充はまだ一四歳だというのに彼氏と一夜を共にしているのである。一カ月くらい前、河内利沙が「親おや父じ」経由で手に入れたユニコーンホテルのチケットを使って、彼女たちだけ一泊旅行を成し遂げたのだ。本当だったらわたしや高柳君を含めた一○人の大所帯で健全なグループ旅行をするはずだったのだが、わたしの学力がわずかばかり足りず、箱はこ根ねへの日帰り旅行になった経緯いきさつがある。しかし、仲居ちゃんと川上の二人はユニコーンホテルでの宿泊を強行した。

　ダブルベッドを求めて。そして、伝説へ。

「どんな助言が欲しいの？　外がい泊はくを果たした君にわたしが言えることはないと思える。それはともかく、アリバイ工作をさせた報ほう酬しゆうが野沢菜の瓶びん詰づめなんて随ずい分ぶん安かったとクレームをつけたい。せめてわさび漬けくらいつけて欲しかった」

「そ、そんな不満をお持ちだったのですか!?」

「いいから、悩みを話したまえ」

　話を促うながすものの躊ちゆう躇ちよする仲居ちゃん。この娘は口が重いというか、基本的にしゃべるモーションが遅い。そのくせに行動だけは早いのだから困ってしまう。

　ただ、わたしは旅行の翌日に彼女が見せた「外泊ですがなにか？」的な顔を忘れない。

　つまり、彼女は……その……なんというか女の子ではなく……たとえるならタケノコから「ノコ」が取れて「竹」になったのである。具体的に言えば、彼女は「女」なのだ。うひ。

　だけど、羨うらやましくなんてない。だって相手は粘ねん着ちやく質しつで根暗な川上なのだ。しかも、変へん態たい。きっと川上は世間知らずな仲居ちゃんに変態を普通だと教え込んだのだろう。あの妄想メイドにパンツ姿でご奉ほう仕しさせる変態男だ。仲居ちゃんになにをしたのか想像もできない。ただ保健体育の教えを真っ向から否定する可能性は高い。ふと、脳裏にあのゴム製品が浮かんだ。

「まさか、避ひ妊にんしなかったの!?」

　再び、母が牛乳を吹き出したらしく、汚らしい音が響いた。盗み聞きするなんて嫌な女だ。引き戸にガムテープで目張りをしていると、顔を真まっ赤かにした仲居ちゃんがシャツの裾すそを引っ張った。メガネの奥の瞳はわたしから視線を逸そらし、顔が紅こう潮ちようしている。なんか、この純情な娘が川上などに穢されたかと思うとムカムカする。しかし、この顔の紅潮はただごとではなさそうだ。本当にお腹に新たな生命が宿ったのかも知れない。













「ま、まずは落ち着こう。もし気分が悪くなったら、洗面所はそこのドアを開けて左に曲がった所にある」

「えっと、悪阻つわりは妊娠から五週目までありませんから……」

「詳しい!?」

「小学校の時、女子だけ視聴覚室に集められて教えられたじゃないですか」

　あの異質な空気の中で学べるかっつーの。

「じゃあ、来訪の目的はあれだな!?　わたしに名付け親を頼むためだ！　まかせたまえ、良い名を贈おくらせてもらおう。わたしの名前の二字をとって『あゆみ』。本当は高柳君との愛まな娘むすめにつける名前だったが持ってけ泥どろ棒ぼうだ」

「ちがうです」

「あ、男の子だったのか！　高柳君の名前をもじった『なおき』は使わせん。ならば『あすか』はどうかね？　女の名前っぽいが、平成ガンダムにも同じ名前の男子がいるから問題なかろう。ジェンダーフリー対応済み」

　この年で名付け親になるとは思わなかった。だが、目め出で度たい。今日は知人友人を招いてお赤飯だ！

「あすみさん、落ち着いて。どうか落ち着いて聞いて下さい」

「人生の一大事に落ち着いてられるかっつーの！」

「ですから落ち着いて。あすみさんは誤解なさってます。川上君とは……その、手も繋つないだことなくて……」

「すげぇなぁ、君たちがどういうポージングで『こと』に及んだのか気になって今夜は眠れなそうだ」

　うん。やっぱこいつらは一〇歩くらい先を行っている。というか、やばい次元に到達している。

「そうではなく……ホテルで彼と……何もなかったのです」

「は？」

　何もなかった？　これは粘着系変態の川上が仲居ちゃんに何もしなかったと言っているのか？

「つまり、君たちは五つ星のホテルでベッドを共にしたというのにイベントを起こさなかったと？」

「はい」

「君は本当にホテルへ行ったのだよね？」

「はい」

「君は女として覚悟を決めてベッドのシーツを捲ったのだよね？」

「はい」

「それなのに何もなかっただと!?　誰が信じるか！　お前は非処女だ！　あの川上に調教され女の悦よろこびを教え込まれたのだ！」

「ち、ちがいます！」

「いーや、ちがくない！　ならば君は催さい眠みん術じゆつをかけられて処女だと思い込まされているんだ。きっと、次もその次もエッチのたびに初体験だと思うよう催眠術をかけられたんだ！　騙だまされちゃいかん！」

「お、落ち着いて下さい」と元クラスメイトは首を振る。

「これが落ち着いてられるかってんだ！　じゃあ、あの『外泊ですがなにか？』なドヤ顔はなんだったんだ!?　そもそも何をしにパジャマで家に来たんだ！　朝っぱらから『できちゃった』ことが両親にばれて逃げて来たんじゃないのか!?」

「ち、違います。だから落ち着いてくださいぃぃ……！」

　なんか裏切られたような期待を踏みにじられたような気持ちになって、つい取り乱してしまうとテーブルの上で携帯が鳴った。

「メールみたいですよ」

「わかってるやい、リア充」

　宛あて名なを見ると利沙からだった。河内利沙。開いてみると「あすみは四月馬鹿。気をつけなさい」とあった。失礼な奴だ。

「いえ、あすみさんは読み違えています。正しくは『あすは四月馬鹿』。どこにもあすみさんの『み』の字は書かれていませんし、『四月馬鹿』はエイプリルフールのことです。河内さんはエイプリルフールに騙されないように注意を促しているのでは？」

「勝手に人の携帯のぞくんじゃねぇ」

「す、すみません」

　だが、利沙から四月馬鹿への注意を喚かん起きされて、仲居ちゃんの外泊で盛り上がっていた自分がバカに思えた。落ち着こう。リサがここにいてくれれば、『まず落ち着いて』と言ってくれるはずだ。牛乳を一気飲みして気を静めた。

「ならば、仲居ちゃんがここへ来た理由はなにかね？」

　よもや、リベンジのために中学生でも入れるラブホテルを教えてくれなどと言うまい。仲居ちゃんはパジャマの襟えりを整えメガネをかけ直すと、珍めずらしく眼を見て言った。

「河内利沙さんと親しいあすみさんにお願いがあります。どうか、美しくなれる秘密を教えて下さい！」

「美しくなれる秘密？」

「はい、そうです。わたしはどうしても河内さんみたく綺麗になりたいんです」

　綺麗に？　彼氏がいるというのに美を求める仲居ちゃんに興味がそそられた。

「……くわしく話を聞こうか」

　こうして、わたしは仲居加奈から切実で女なら誰でも悩むことを相談された。
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　話を聞くこと三〇分。

　仲居加奈を悩ませる問題は端たん的てきに言えば単純なことだった。

　綺麗になりたい。

　まず悩みのきっかけになったのはやはり超高級ホテルでのことらしい。仲居ちゃんは決死の思いで旅行に臨んだのだが、彼女の覚悟とは裏腹に川上から指一本触れられず朝を迎えたのだという。

　ここまで聞けば、甲か斐い性しようのない男が土ど壇たん場ばで「こと」に及ばなかったと思えるが、実際の状況は大きく異なっていることがわかった。それには川上という男の為人ひととなりを語らなくてはならない。

　川上昌まさ治はる、一四歳。

　陰気で根暗な粘着質系の変態である。しかも、羞しゆう恥ちプレイを得意としたサド伯はく爵しやくの血筋を受け継いでいる男だ。一応、長所も述べておきたいが、短所と言える性格があまりにも印象深いためアピールポイントを見出せない。敢あえて言えば、無口な性質を寡か黙もくと表現できようが、そう言い換えても陰気や根暗といったネガティブワードへと導かれるので長所にならなそうだ。そのため女子が勝手に作る「抱かれたい男子ランキング」からは見事に抜け落ちている。しかし、川上変態の告白を受け入れて彼氏にする物好きもいるので世の中わからない。

「仲居ちゃん……まずあいつのどこが好きなのか教えてくれ」

「上から下まで全部！　わたしは彼の全てをお慕いしています！」

　彼女らしくない元気な答えが返ってきた。恋する乙女というのは盲もう目もく的てき。それどころか頭がいかれてる。なぜ、あのマイナスオーラ全開の川上をそこまで愛せるのか理解不能だ。

　だけど、わたしなりに川上のアピールポイントを見出せば、やはり彼が宿す妄想少女だろう。

　川上メイド。

　スカートを穿かせてもらえないハイクラス妄想メイドだ。着ているメイド服は一目見るだけで高価な生き地じを使っていることがわかる逸品で、パンツ丸出し以外は、容姿、気品ともに間違いなく一級のメイドさんだ。

　妄想少女たちとの付き合いも三カ月になるので、わたしは彼女たちの中に「等級」とでも言える品格が存在することを知っている。花園の中にも眼を惹ひく一輪があるのと同じように、より美しい妄想少女がいるのだ。

　たとえばリサ。元々、彼女のモデルになっている河内利沙が美人というのもあるが、リサは利沙と違った美しさを放っている。言葉では言い表せないが、外見だけではなく内側の優しさが容姿をより魅力的にしているように思える。

　たぶんこれはリサを宿す佐島君が見かけよりずっと頼もしく強きよう靭じんな精神力を持っていることが理由だと思う。また、彼らの精神バランスやバイタリティが崩くずれると妄想少女が痩やせ衰おとろえたり病やんでしまうのも特性のひとつだ。つまり、彼女たちの容姿には男子の精神が如によ実じつに表れる。

　そして、川上が宿すメイドのモデルは自他共に地味だと認める仲居ちゃんだ。そんな彼女を思いっきり綺麗にして「美しい」妄想少女たらしめているということは「ある意味」仲居ちゃんを激しく愛していると言えよう。メイドフェチだが、同時に仲居フェチでもあるのだ。平凡娘のわたしが言うのもなんだが、地味娘の仲居ちゃんをあそこまで美しく妄想できることについては好意を抱く。

「それで仲居ちゃんは上から下まで大好きな川上に、ホテルで指一本触れられなかったことが悲しくて仕方ない。で、その原因が自分の容姿にあると考えたわけか」

「仰おつしゃるとおりです。ガラス張りのバスルームで死にたくなるほどの羞恥に耐えたのは今思えば見苦しいことだったのかもです」

　……でた、ガラス張りバスルーム。この地味娘はマジであれを使ったのか。度胸だけはある女だ。いや、度胸だけでなく胸も人並み以上にあるんだよな……この娘、パジャマの下はブラしてんのかな……。胸を上げて寄せないで、この高さだったら大したものだ。閑かん話わ休きゆう題だい。

「……それで、川上は君が身体を清めている間、何をしていたの？」

「えと、ルームサービスを取ってくれました。まさかシャワー浴びている時、メイドさんみたいな人が部屋に入ってくるとは思わなくて大変恥ずかしかったですけど」

　川上、恐るべし。

　彼女と同じ部屋にいて、相手が死にそうな思いでシャワーを浴びているのにルームサービスを中に入れる。これは新手の羞恥プレイではないだろうか。状況を想像すると凄すさまじい川上の変態っぷりに血の気が引いた。

「つまり、君は、自分が可愛くないから川上が手を出さなかった……そう言いたいのだね？」

「はい。しかも、あれ以来、彼と気まずいんです！」

「気まずいとは？」

「一言も口を利いてくれないんです」

「え？　一言も？　破局してるんじゃねぇ？」

　仲居ちゃんが涙目になった。いかんいかん、冗じよう談だんが過ぎた。

「ごめんよ。つい口が滑すべった。しかしそれは困ったね」

「ええ……このままでは別れ話を切り出されるかもです」

　川上にしてもホテルで彼女を「モノ」にできなかったのは気まずいのかな？　男の子の気持ちはよくわかんないけど。

「で、仲居ちゃんはあいつが興奮するような色気ムンムンの女になりたいというわけだ。具体的に言えば河内利沙のようなフェロモン女に」

「はい。その通りです。河内さんとまではいかなくても、この人目をはばかる顔をどうにか底上げしたいのです。何か妙案はないでしょうか？」

「じゃあ、利沙の携帯番号教えてあげよう。あの美少女からアドバイスを貰うといい」

　ようするに仲居ちゃんがわたしの家に来た理由は、利沙みたいな美少女を紹介して欲しいということだ。まぁ、異性と付き合ったことのないわたしでは仲居加奈のコンサルティングは手に余るし、化け粧しようの仕方や美容の方法も中学生の平均的な知識しか持っていない。利沙がどんな人生を歩んできたのかはわかりかねるが、少なくともわたしより綺麗だし、化粧とかも上う手まそうだ。それに男の扱いなんかはズバ抜けている。きっと利沙なら彼女に適切なアドバイスをしてくれるはずだ。

　というより、リア充どもの痴ち情じようや愚ぐ痴ちの相手をするほどわたしは暇ではない。

　話を聞けば、カップルがホテルに行って、本番を躊躇しただけ。

　彼と気まずくなった？

　そんなの当事者同士で解決すればいいじゃない。

　綺麗になりたい？

　整形大国に行って人造美人にでもなればいい。

　わたしは高柳君に現れた妄想少女対策で多忙だ。

　携帯のアドレス帳から利沙の電話番号を引き出し、広告の裏に書き写そうとしたら涙目で止められた。

「ま、待って下さい、あすみさん！　河内さんみたいにはなりたいですけど、あの方はおっかないので苦手なのです！　ですから、あすみさんからご指導頂きたいのです！

「はんっ！　何を甘えたことを言うか。利沙みたいになりたいなら本人に聞くのが一番だろ。わたしはわたしで忙しいんだ。美少女になる極ごく意いでも聞いて絶望すればいい。あの女から『先天的な問題ね』と言われれば諦あきらめもつくだろう。お互いこればかりはどうしようもない。恨むのなら母を恨むのだな」

　隣の部屋でお母さんが声にならない叫さけびを上げた。

　わたしは忙しい。

　美しさなんて生まれつきの資質だ。というより、この子は何を求めて我が家へ来たのだろうか。利沙を紹介して欲しくて家を訪ねて来たのではないのか？　それなのに仲居ちゃんは立ち上がってわたしに縋すがりつく。やはりバストは八〇オーバー。こいつは着痩せするタイプ。顔でダメなら胸で勝負すればいいじゃん。わたしは自分より豊かな膨らみに嫉しつ妬とした。

「いいえ、違います。わたしはあすみさんから聞きたいんです！　河内さんとお付き合いをされて綺麗になったあすみさんに！」

　電撃が全身を貫いた。

　母の爆笑が聞こえるがどうでもいい。

　今、この仲居ちゃんはわたしが綺麗になったと言わなかったか？

「……わたしが綺麗になった……だと？」

「ええ。お二人で登校するようになってから綺麗になりました。なにか秘ひ訣けつがあるんですか!?　いいえ、あるに違いない！　教えて下さい！」

　なんとわたしはいつの間にか綺麗になっていたようだ。悪くない。

「……ひとつ訂正を求めておこう。利沙はわたしの美しさに関係は、ない」

「はい！　河内さんとは関係なく、あすみさんは美しくなったんですね！」

「その通りだ。そして、もう一度言いたまえ。わたしが美しいと」

「あすみさんは美しいです！」

　ああ。人から容姿を褒められるって気持ちが良すぎる。美少女がポジティブシンキングな理由がわかった。

「ふふふ。君の観察眼は優れているようだ。よし。仲居ちゃんにわたしが知る限りの美しくなる方法を教えてしんぜよう。というより、互いに美を追い求め、男どもに地味カテゴリーの奥深さを知らしめようぞ」

「わぁ」

　よしよし。可愛い娘だ。それにしてもわたしが綺麗になったか……。たしかに利沙と登下校するようになってから彼女の引き立て役にならないよう、毎晩「コロコロローラー」を顔に当てた。「レンゲ」でのマッサージも効いたみたいだ。

　だけど、そんなの微々たるものだろうし、人の褒め言葉なんて五割減で聞くべきだ。綺麗すぎる妄想少女たちや、美少女の利沙、聖女の仁に島しまさんと接していれば、自分の容姿がどの程度かなんて知っている。

　ま、高柳君の妄想少女問題もあるけど、仲居ちゃんと共に美を追求するのは悪いことではあるまい。わたしも「あいつ」に対抗すべく少しでも見栄えを良くしたいところだ。

　それに正直、高柳君の妄想少女の件で気が滅め入いっている。有意義な気分転換になるだろう。

「うし。まずは流行のファッションをチェックしようか。顔はともかく、着ている服で美しさを演出できるとわたしは考える」

「仰しゃるとおりです！」

　そう言えば、仲居ちゃんは何でパジャマ着ているんだろう。てっきり、家出して来たのかと思っていたけど。

「まずはそのパジャマ着替えようか」

　すると、仲居ちゃんは「？」という顔をした。

「さすがにその格好で外出するのはまずいと思うよ。そもそもパジャマを着て家へ来る理由がよくわからん」

　薄ピンクのパジャマを摘むと、顔がみるみる泣き顔になってしまった。

「……これ、パジャマじゃありません」

「は？」

「買ったばかりの勝負服です……あすみさんの家をご訪問するために精一杯のオシャレをしてきたのです」

　なんと!?　これはパジャマではなく外出着だったのか!?　言われてみると、寝間着とは微妙に生地がちがう気がするけど……これはないよ！

　わたしは絶望的なファッションセンスを持つ娘を前にして立ち尽くした。
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　彼と気まずくなったから綺き麗れいになりたい。

　わたしたちは部屋へと移動し、とりあえず仲なか居いちゃんに服を貸した。このパジャマにしか見えない服を「オシャレ」だと認識してしまうファッション感覚は女子中学生として絶望的だと思う。まずはその感性を矯きよう正せいする必要があるだろう。

「サイズは合うかね？」

「ちょっと胸元がきついですね……ぎゃ」

　手刀で制裁した。せっかく気に入っているシャツと黒いスカートの一式を貸してやったというのにクレームをつけるなんて酷ひどい女だ。仲居ちゃんへＴシャツとパーカーを投げ、胸がキツイと言われたシャツを回収した。仲居ちゃんはユニクル製の衣類に袖そでを通すと姿見の前で一回転し、スカートを翻ひるがえす。そして、両手でスカートの端はしを軽く上げると満足げに微笑ほほえんだ。

「さすが、あすみさんの服ですね。普段着なのに溢あふれるセンスの良さを感じます」

「褒ほめられて気分は良いけど、川かわ上かみを服装でアッと言わせたいなら、わたし程度のセンスで満足してはいかん。普段から街行く美女を見て学ぶのだ。さすれば自然とセンスアップするであろう」

　一応、アドバイスらしいことを言うと仲居ちゃんは律りち儀ぎにメモ帳を取り出して、わたしの言葉を書き留めた。熱心な娘だ。

「でもでも、あすみさんのセンスはわたしの理想です。このお借りした服のおかげで顔以外完かん璧ぺきに見えます」

「……自分の顔をそんなに卑ひ下げしちゃいかんよ。利り沙さとか仁に島しまさんは別格でも君の顔は不ぶ細さい工くではないのだから」

「いいえ。不細工ですよ。この一ひと重えまぶたとか……低い鼻とか……うぁ……見るのもウンザリです」

　仲居ちゃんは姿見を裏返しにしてしまった。それほど思い詰めるような酷ひどい顔ではないと思うのだけど、本人は鏡を裏返しにするほど自分の顔が気に入らないようだ。まぁ、わたしたちの年頃だと自分の顔が気になる。わたしだってこのえらの張った輪りん郭かくがどうにかならないものかと日々悩んでいる。顎あご周まわりをどれだけコロコロローラーで撫なで回まわしたことか。しかし、我々はそろそろ中学三年生。現実を受け入れることも必要だろう。

「わたしたちはこの顔で一四年生きてきたんだ。そろそろ諦めて受け入れようよ」

「わたし一人なら諦めもしますけど、こんな顔じゃ川上君に恥はずかしい思いをさせてしまいます。だから少しでも綺麗になりたいんです……」

　あのメイド狂いの川上にそこまで尽くそうとするなんて恐れ入る。彼氏ができるとそうなるのだろうか。しかし、その心意気は評価せねばならない。

「君の気持ちはわかったけど、綺麗になりたいっていうのに顔から眼めをそむけていたら発展はないよ。ほれ、鏡を見よ」

「あひゃあ！」

　鏡をかざすと顔を隠して蹲うずくまってしまった。まったく鏡を向けられてダメージを負うなんて……少しは白雪姫の魔女のポジティブさを見習って欲しい。

「……顔も服でカバーできないものですかねぇ」

「着ぐるみでも着る？」

「名案です！」

「冗じよう談だんだよ。仮装なんかして彼氏と会えるはずないでしょう」

「そうでした……」

　仲居ちゃんは残念そうに言いつつ、わたしの部屋を物もの珍めずらしそうに眺め始めた。

「なんだい？　わたしの部屋が気になるのかい？」

　なぜか顔を輝かせる仲居ちゃん。

「そりゃあもう。噂うわさのあすみさんルームに入れて嬉うれしいですよ。だって、興味深いものが盛りだくさんで夢と希望に満ち溢れています！」

「わたしの部屋が噂になってたの？」

「ええ！　鶴つる川かわさんや亀かめ山やまさんから聞いて憧あこがれていました。だって勉べん強きよう机づくえからはドラちゃんが出てきそうですし、押し入れにはスペアポケットが隠されてそうです。あ、ゴミ箱に『Ｒ２‐Ｄ２』なんて書いているのがあすみさんらしいですねぇ。あわわ、こんな所にコピーロボのお人形まで。感激です。本当に麻マー雀ジヤンのテーブルがあるとは思いませんでした」

「うん？　麻雀卓なんて一家に一卓あるものでしょう？　部屋に置いてるのはめずらしいかもしれないけど」

「では、このハンマーは？」

　それは高たか柳やなぎ君の妄もう想そう少しよう女じよを打うち砕くだくためのハンマー。さすがにありのままを答えるわけにはいくまい。

「ハンマーブロスから奪ってきた」

　仲居ちゃんの眼が輝いた。うん。けっこう話が通じる子だ。

「あ、窓から見えるのは高柳君のお部屋ですね！　へぇ、はぁ。本当にお隣となりさんなんですねぇ。屋根を伝って行き来できそうです。ひゃあ、高柳君ってベッドで寝ているんだ。てっきり、布団ふとん派かと思っていましたよ。あ、本棚には『野球の極意』と……あ、『男の磨みがき方かた』なんて本が……これはエッチな本より恥ずかしいですねぇ」

　窓から身を乗り出して高柳君の部屋を覗のぞき見みる仲居ちゃん。彼の蔵書に関心を持つとは良い眼をしている。しかし、わたしもしている行動が第三者の視点ではメンヘラ系に見えることに気がついて衝撃を受けた。今後は自じ粛しゆくすべきだろう。

「こらこら。男の部屋を覗くものではないよ。気持ちはわかるが本能を抑えるべきだ。美しさとは内面から滲にじみ出でてくるものである。つまり欲求を抑圧できる精神力こそ美しさに繋つながるとわたしは考える」

「わぁ。さすがはあすみさんです！　大好きな彼の部屋が見えるのに一四年も見ないように心がける強きよう靭じんな精神力。その精神力が今、美しさとして開花しているんですね！　わたしでしたら毎日彼の行動を観察してノートに取りそうです」

　なんだか耳が痛い。わたしは机の上の「高柳観察ノート」を気づかれないように隠し、話を戻した。

「それにしても美しくなりたいか。一応、君たちが付き合いだしたきっかけを作ったのはわたしだし、できるかぎりの協力をしたいと思っている。あえて尋たずねるけど、具体的にはどうなりたいと考えているの？」

　仲居ちゃんは座布団の上に腰を下ろすと言った。

「初はつ音ねミクさんとか、ランカちゃんとか……とにかく人目を惹ひく美人になりたいです」

「いや、そりゃ無理だ」

　仲居加か奈ながっかり。歌姫やアイドルを我々が目指せるはずはない。というより、ちょっと彼女は視点がずれているのではないだろうか？　綺麗になりたいという方面ではなく、根本的なことで。

「ねぇ。仲居ちゃん。そもそも君は中学生という身の上ながらもホテルで男子と一夜を共にした。その旅行以来、気まずくなったとしても、それ以前に君は告白されて付き合い出したんだ。つまり、川上は容姿にはさほど関心はないのではないかな？」

　核心を突いてみた。

　川上は仲居ちゃんを三倍可愛くした妄想メイドを宿しているくらいだ。奴の心のフィルターは仲居ちゃんを極限まで可愛く見える補整をかけている。わたしには仲居ちゃんが川上と気まずくなったのは顔に原因があるのではなく、別の理由があると思えるのだ。

「……すると、川上君はわたしの不ぶ細さい工くな顔にウンザリしたんじゃなくて、別に原因があるってことですか？　では、川上君はわたしのどこに不満があるのでしょう？」

　実はわたしの瞳にはその不満がおぼろげながらも見える。

「もしかしたら、君はあいつの気持ちを捉とらえきれていないのではないかな？」

「川上君の気持ち……」

「あいつの好きなものって知ってる？」

「……わたし」

　これがリア充じゆうの答え。ちょっと殺意が湧いた。

「そういうのはいい。気がついていると思うけど、あの男には特とく殊しゆな性癖がある」

「へ？」

「川上はメイドに興奮する」

「そうなんですか!?」

　仲居ちゃんは本気で驚いたようだ。そろそろ付き合い出して三カ月だというのにそんなことも知らなかったのか？　というより、同じクラスにいればそれくらい知ってて当然のことだろ。

「な、何でメイドさんなんかにうつつを抜かしているんですか!?　川上君は秋あき葉は原ばらの住人だったんですか!?」

「……いや、アキバ系の住人を敵に回す発言は慎つつしみたまえ。そういえば川上は何でメイドが好きなんだっけ？　ゴリにでも聞いてみようか？　ついでに彼から川上に対しての一般認識を尋ねるといい。ちょっと待ってて」

　居間に行ってお母さんから携けい帯たいの使用許可を得る。たしか無料通話が五分くらい残っているはずだ。月末だし使い切ってもかまわない。

　携帯を開いてゴリこと郷ごう原はら剛つよ士しの携帯番号を押した。ゴリは見かけこそ類るい人じん猿えんだが、全校生徒の身長体重から恋愛関係まであらゆる情報をカバーしている男だ。ついでにそれらの情報を有効活用できるシンクタンクとしての側面を持っている。この手の相談にはうってつけだろう。呼び出し音が鳴ったところで仲居ちゃんに携帯を手渡す。仲居ちゃんは慌てながらも、電話に出たゴリにストレートな質問をした。

「もしもし鄕原君。川上君がメイドさんに興奮するって本当ですか!?」

　挨あい拶さつもなしにそう尋ねた仲居ちゃんだが、ゴリから「そのとおりだ」と答えられ、震ふるえ始はじめた。その震える手から携帯を抜き取って、わたしもゴリと話す。

「こんにちはゴリ。ちょっと聞きたいのだけど、川上って何でメイドさんが好きなの？」

「今度は峰みね倉くらか。川上がメイド好きな理由か？　あいつがメイドフェチに目覚めたきっかけは知らんが、男は潜せん在ざい的てきにメイドみたいな従順な女を好む側面がある。川上はそんな欲求が人より強いのだろう」

「潜在的な欲求？　なんかわかるような、わからないような……ゴリもそうなの？」

「そうだな……俺は従順な女より自立心や自じ尊そん心しんの高い女の方がいいな。ついでに髪は金髪でちょっときつめの顔立ち。ピンク色のドレスにヒールとか履はいているのがベストだ」

　妙に具体的なことを言うゴリ。電話口の後ろから『やぁね。まんま私じゃない』と、ゴリの妄想少女であるユイヒメの嬉しそうな声が聞こえた。あのツンデレ姫も元気そうだ。

「では質問したい。君の従妹いとこがメイド服を着たらどう思う？」

　長い沈ちん黙もくという名の苦悩がなされた。どうやら、メイドというのは男子にとって相当の破壊力がある存在らしい。いつかメイド服を着て高柳君にせまってみよう。

「……その質問は保留にさせてくれ。しかし川上のメイド好きには気をつけた方が良い。峰倉は中一の始めに書かされた『将来の夢』って作文を覚えているか？」

　作文？　いきなり何の話だ？　たしかに国語の授業でそんな青あお臭くさいテーマの作文を書いた。わたしは「専業主婦、時々パート」なんて書いたけど、高柳君は「幸せな家庭を作る」と非の打ち所のない夢を書いて学校長から表彰された。安定した人生設計を描く彼を尊敬したことを覚えている。

「その作文がどうしたの？」

「川上は将来の夢に『メイドを雇やとう』と書いた」

「そりゃ重症だ」

　普通の中学生だったらメイドを雇うなんて「将来の夢」を抱かない。よっぽどメイドが好きなんだ。わたしは川上の将来に不安を感じた。

「ところで峰倉はなぜ仲居加奈と一緒にいるんだ？」

　ゴリが話を変えた。メイドだけでなくついでに恋れん愛あい相談もしてみよう。

「それがね、仲居ちゃんと川上の関係がギクシャクしているって言うんだ。その相談を受けている」

「ギクシャク？　詳くわしい話が聞きたいな」

　仲居ちゃんの同意を得て、ゴリにこれまでの経けい緯いを説明した。

「ふむ……例のホテルで何もなかったか。それで仲居は顔に原因があったんじゃないかと悩んでいる……か。女にそういう悩みを持たせるなんて許せん奴だ。なぜ彼女を慈いつくしめない」

　フェミニストゴリラ。わたしの中で郷原剛士の株が上昇した。

「ねぇ、ゴリ。なんとか二人の関係を改善できないものかな？　仲居ちゃんを悲しませたくないんだ」

　仲居ちゃんも彼氏の性癖から立ち直って携帯に耳を付けている。そして、一分ほどの思考が続いた後、ゴリからひとつの解決策が提示された。

「そうだな……奴がメイド好きなら仲居にメイドのコスプレをさせればいいんじゃないか？」

　そんな安直な……ゴリらしからぬ助言にクレームを入れようとしたが、携帯がひょいと抜き取られ、「ありがとうございます！　郷原君！」と歓喜した仲居ちゃんが通話を切ってしまった。

「あんな適当な答えにお礼……だと!?」

　彼女を見やると、真っ黒い髪の合間から眼鏡めがねのレンズが不気味に光っていた。そして、底知れぬ不安を感じて言葉を続けられなくなった。

「……あすみさん……やっとわかりましたよ」

「な、なにがだね？」

「……きっと、わたしがホテルでメイドにならなかったから気まずくなったんです……」

「ちょ、なに言ってんの？」

「恋人は互いのニーズを摺すり合あわせることで愛を深めると聞きます。つまり、わたしは彼にメイドになることを望まれていたにもかかわらず、愚おろかにもその気持ちに気がつかなかった……」

　ちょっと待て！　何を言っている!?

　彼氏との旅行でメイドのコスをする方が変態だ。わたしが男だったら引く。しかし、仲居ちゃんの両の手がわたしの手を包んだ。

「やはり、あすみさんはわたしにとって救いの女神でした。すでにわたしがメイドコスをするのを見越して、この黒いスカートを貸してくれたんですね！」

　黒スカートが仲居ちゃんの白い脚を隠している。

「た、たしかに貸したけど、それが何だっていうの？」

「おとぼけになってはいけません！　黒いシャツと白いエプロンドレスもお持ちなのでしょう！　もったいぶらないでお貸し下さい！」

「は？　何をするつもり!?」

　仲居ちゃんの眼は輝いていた。

「彼のためにメイドさんになるのです！　顔がダメならコスチュームで勝負すればよかったんです。あすみさん！　どうか、わたしをメイドとして鍛きたえて下さい！」

　……恋する乙女の思考は想像を超える。綺麗になりたいなんて言ってたのに、今度はメイドになりたいときた。

「き、綺麗な容姿を手に入れるってのはどうすんの!?」

「綺麗なメイドになれば済むことです！」

　ここまで彼のために尽くそうとするとは。しかし、仲居ちゃんの熱意に押されて、わたしはタンスから彼女が望む服を探していた。




　　　　　＊＊＊




　そして一〇分後。わたしの前では簡易型のメイドさんが雑ぞう巾きんを絞しぼっていた。

　なぜ、わたしが仲居ちゃんにメイド教育を施すことになったのか、いまいちわからないが、正直、仲居加奈がこういうキャラだとは思わなかった。地味であまりしゃべらず、いるかいないかわからないステルスな子……そんなイメージを持っていたが、大きな勘かん違ちがいをしていたようである。

　気まずくなった彼氏と仲直りするためにメイドを志す。その発想の是非はともかく、彼女には地味どころか派手な熱意を感じる。

　その燃える想いに触れて、黒いシャツを貸した。けれど、エプロンドレスなんて持っていない。とりあえず白いエプロンを渡すと仲居ちゃんは簡易版メイドに変身した。案外、似合う。

　そして、この仲居加奈。完璧主義なようだ。格好だけでなく、本物を目指すつもりらしい。着替えるとわたしの部屋の片付けを始めたのである。

「あすみさん！　この高柳尚なお人と写真集はどこに片付けましょう？」

「うむ。それはベッドの下を掃除機で清めた後、隙すき間ま収納の奥深くに隠してくれたまえ」

「かしこまりました。では、この赤点だった学期末テストの束はいかがしましょう」

「ふむ……そのテストは忌いまわしき記憶と共に葬ほうむって欲しい。この意味がわかるかね？」

「かしこまりました！　多た奈な川がわの河か川せん敷じきで炎ほのおに投じて浄化して参ります」

「よろしい。わたしは休んでいるから部屋の片付けを頼むよ。そのあとはマッサージをお願いしようか」

「かしこまりました、あすみさん！」

　この娘……できる。てっきりドジッ子ちゃんかと思っていたがなかなかどうして、有能ではないか。掃除のイロハを知っているようである。

　これは川上が慧けい眼がんの持ち主だったと称えねばならぬ。仲居ちゃんのメイドとしての素質は大したものだ。一を命じれば一○を理解する。つまり、部屋の汚い箇か所しよをウンザリした眼で見るだけで片づけてくれるのだ。

　ひひ。これは良い娘を手に入れた。川上のためだと言えば、なんでもしてくれそうだ。部屋の掃除だけでなく、お母さんにやれやれと言われている物置の整理もさせてしまおう。思わぬ掘り出し物だ。うしし。

　だけど、いくらか教育が必要なようだ。可燃物と不燃物の仕分けがなっていない。

「こら、そのコーラの缶はゆすいだ後、潰つぶして資源ゴミに出さなくてはいかん。部屋の掃除から循じゆん環かん型がた社会への歩みは始まっているのだ。再使用可能な資源を燃えないゴミにしては地球がゴミ溜ためになってしまうよ」

「はい。申し訳ありません。エコをこころがけます」

「こらこら。そのパズルは気をつけて持ちたまえ。そんな乱雑に扱えば、作りかけのジグソーパズルのピースがどこかへいってしまう。その一ピースが君の命の欠片ピースと同じ価値だと思って動かすのだ」

「はい。申し訳ありません。慎しん重ちように扱います。次は床ゆかの掃除をさせていただきます」

「こらこらこら。そんな乱暴に雑巾掛けすれば埃ほこりが舞ってしまう。自分の顔にファンデーションをかけるかのように優しく丁てい寧ねいに磨くのだ。床を舐なめられるほど綺麗にしなくてはいけない」

「……申し訳ありません」

　む。少し声に非難が混じったな。仲居ちゃんはメイドになりたいと言った。真まことのメイドは反抗しないものではなかったか？　少なくとも昨日見た深夜アニメではご主人様が反抗したメイドのお尻しりをムチで叩いていた……ならばそうせねばなるまい。

　ムチはないか？

　そばにあったタオルをムチ代わりに仲居ちゃんのお尻を叩くと「お許し下さい！」とテンプレートな声があがった。やるな、仲居加奈。アニメの通りだ。もう一度叩くと今度は「ご容よう赦しや下さいまし！」と返ってきた。

　ふむ。なんかおもしろい。

　それにこの胸の奥から湧わきあがってくる暗い昂こう揚よう感かんはなんだろう。無意味にまたタオルのムチで叩くと「ヒィ」と嗜し虐ぎやく性せいを覚えさせる仲居メイドの声が部屋に響いた。同級生をタオルで叩いて奉仕活動に身を入れさせる。良心の呵か責しやくに悩むが、これも彼女のためだ。きちんと指導しなくてはいけない。

「いいかね？　君が反抗すればムチが飛ぶ。さあ、美しく、優雅に、品よく、這はい蹲つくばって丁寧に床を掃除しなさい。お前の磨き方では日が暮れちまうよ！」

「て、て、て、丁寧に磨くと時間がかかりますです！」

「ええい！　口答えするか！」

　もっかいムチ。「はうんっ」と悲鳴のような吐と息いきがあがった。背徳感の虜とりこになりそう。

　しかし叩けば叩くほど、仲居ちゃんの雑巾を持つ手が洗練された動きに変わり、汚れを拭ふき取とる速さが増す。

　この子は叩たたかれて伸びる子なんだ。

　そうか、川上はこんな関係を望んでいるんだな。愛のムチによって正しい奉ほう仕しの仕方を教える。主従関係がありつつの愛。互いの信頼関係がなければできないことだ。もしかしたら、これは新たな愛の形かもしれない。街で手を繋いでピーチクパーチク歩くだけがカップルの姿ではないのだ。

　わたしはカーテンを開けて窓敷居に腰を下ろした。叩いて伸びるなんて鍛きたえ甲が斐いのある娘だ。わたしも全力を尽くさなくてはいけない。今日中に仲居ちゃんから反抗的な感情を奪うべきだろう……それとマッサージの仕方も教え込まねば。女子中学生を一人前のメイドに仕立てるとは大変なことだ……。

「あの、あすみさん？」

「また口答えするか！」

　反抗的なメイドにタオルムチをくれるべく立ち上がると、なぜか仲居ちゃんは窓の外を見ていた。

　振り返ると。

　まぁ、高柳君！　もう練習から帰ってらしたのね!!

「おかえりなさいまし、おつかれになったでしょう！」

「……あすみよ。仲居に何をさせているんだ？」

　いつの間にか高柳君が野球の練習を終えて帰って来たようだ。ジャージ姿の彼がわたしに質問をなさる。いやだなぁ、見ればわかるでしょうに。

「何って、お部屋の掃除を」

「友達をタオルで叩いて掃除させるなんて見損なったぞ、あすみ」

　へ？　何を言っているの？

「勘違いですよ！　仲居ちゃんをタオルで叩いて掃除させていただけですわ！」

　あれ？　冷静に考えると酷いことをしているような……手にはタオルのムチが握られている。いやいや！　ちがう！　虐ぎやく待たいにしか見えないけど、そうじゃないんだ！

「お前がイジメをする女だとは思っていなかったぞ……」

　高柳君が悲しい眼でわたしを見ている。

『……彼の言うとおり、誰がどう見てもイジメをしているようにしか見えなかったわ』

　ふわりとリサが隣に現れ、心底失望したかのような眼でわたしを見ていた。リサまで何を言っているの!?　わたしは友達のために愛のムチを打っていただけ……しかし、高柳君の隣で佐さ島じま君も呆ぼう然ぜんとしてわたしを見ていた。

「仲居ちゃん！　なぜ、カーテンを閉めておかなかった！」

「ご、ご自分で開けたのでは……」

「口答え禁止！」

　ビクリと震える仲居ちゃんを見た高柳君がわたしを怒ど鳴なった。

「馬鹿あすみ！　お前は最低だ！」

　ピシャリと窓が閉じられた。

　誤解だよ、高柳君……。

　わたしは仲居ちゃんの、仲居ちゃんのためを思って……うぅ。

『いいえ。誤解じゃないわ！　ムチを打っていたあなたの顔は笑っていた。それにヒップラインの中央を狙ってタオルで叩いていた。そもそも何で友達をムチで打っているの！　見なさい！　高柳君の後ろを』

　リサが指をさした先には、わたしを軽けい蔑べつしきった高柳君の横顔が見え、その後ろには忌いま々いましいセーラー服の妄想少女がいた。

　しかも、さっき見た時より明らかに輪りん郭かくが濃こくなっている。

　な、な、な、なぜ！

　いったい、なんなんだ、あの妄想少女は！

「あすみさん？」

「ええい、うるさい！」

　仲居メイドを叱しつ責せきすると、それを見ていた高柳君の眉が吊つり上あがり、妄想少女がさらに色を濃くした。な、なんだこれは!?

『ようやくわかったわ。どうやら、あの妄想少女はあなたが彼に嫌われると存在感を増すみたいね』

「ど、どういうこと!?」

　リサはそう言い切った。嫌われると存在感を増す？

『あすみは仲居ちゃんを教育と称して、この散らかし放題の部屋を掃除させた上、彼女をいたぶった。このままではあの妄想少女が影を濃くする一方よ……』

　妄想少女に影なんてない。この場合の影は存在感って意味だろう。たしかに朝と比べるとあいつの輪郭がはっきりしたように思える。それに修了式で現れた当初に比べると、彼女の存在感が色濃くなっているのは間違いない。

『実のところ、気がついているんでしょ？　高柳君から怒られるたびに、あの子の影が濃くなっているのを』

「……うん」

『妄想少女の仕組みはわかっているわね？　妄想少女は男子の満たされない気持ちによって作られるの。私みたいな「手が届かない高たか嶺ねの花」として生みだされたり、沢さわ田だ君のサチコのような「全てを許す聖女」なんかもそう。そして、男子がリアルの女子を知って欲求を補完する必要がなくなれば、私たちは消える。理解してる？』

「うん」

『きっと、高柳君は逆なのよ。今まではあすみで気持ちが満たされていたけど、何かあって満足できなくなった。そのため妄想少女が完成されつつある』

　……完成？

『そう。たぶん進行形。これはわたしの仮説だけど、今の高柳君は好きな女の子ができて、あすみと天てん秤びんにかけている状態じゃないかしら？　だから、彼が望まないことをして怒られるたびに天秤が傾いて妄想少女が影を濃くしていく。そうは思えない？』

　……それって彼に嫌われつつあるということ……じゃないか？

『いえ、まだ完全には嫌われていない。だけど、彼女が完成形の妄想少女になった時は……』

　つまり、つまり、つまり、その時は。

　彼の気持ちが完全にわたしから離れて、あいつを愛してしまうということ!?　そんなの嫌だ！

　そうだ、誤解を解かねば！

　わたしが仲居ちゃんを苛めていたというのは完全に彼の勘違いだ。高柳君の部屋へ向かって「誤解だ！」と叫さけんだが、無視されてしまった。どうすればいい。

「あすみさん、どうしたんですか？　お部屋の掃除はあらかた終わりましたが……」

「じゃあ、次はお腹が空すいたからお昼ご飯を……いや、違う。ちょっと来い！」

　仲居ちゃんを窓際に引っ張った。

「あ、あすみさん!?」

「仲居ちゃん、身体からだをわたしに預けるのだ」

　腰に手を回し、肩を引き寄せて抱きしめる。

　愛を確かめ合う恋人のように、ぎゅぎゅっと！　こうして仲良しをアピールすれば誤解が解けるはずだ。

「見て！　高柳君！　わたしと仲居ちゃんはこういう関係なの！」

「な!?」

　高柳君にわたしたちの親密さを窓越しに見せつけると、彼は抱き合うわたしたちからハッと眼を逸そらして部屋から走って出て行ってしまった。それどころか佐島君まで「君たちはいつの間にそんな関係になってしまったんだ！」と、慌てふためき彼を追って廊ろう下かへ走っていった。




　な　ぜ　？




『あ、あなたは一体何がしたいの、あすみ……』

「何がなんだか、わからないよ！」

『わからないのはこっちだわ！　私の佐島君に百ゆ合り的てきな衝撃を与えないで！　彼は純じゆん粋すいなんだから！』

「これのどこが百合関係なの!?　ただ抱き合っただけじゃない！」

『女の子同士で抱き合うことが背ゆ徳り的てきな関係を連想させるのよ！』

　なぜか顔を赤くしている仲居ちゃんをベッドに突き飛ばして、とにかくリサの誤解だけは解こうと、必死に頭の中で今までの経緯を説明した。

　しかし、リサはわかってくれなかった。

『わ、私はともかく高柳君は納得しないわ。まったく、こんな時に自分から嫌われるようなことをして！』

　もう、大変だ。何をしていいかわからない。

　そもそも、何で自分が追い詰められている大変な時期に他人の恋路に首を突っ込んでいるんだ、わたしは。

「あの、あすみさん。さっきからブツブツ独り言を言っていますが、誰としゃべっているのです？」

「守護霊様だよ、守護霊様！　頼りになる友人と話しているの。ったく、困ってしまったよ。高柳君に虐待を疑われた今、この場では君にメイド教育を施すことができない……」

『いいえ。あすみには人に物を教える資格なんてないわ！　なぜなら教育とは教え育てること。相手より優れた知識、技能、規範を持ち、しかも、わかりやすく教えられる技術も必要なの。つまり、あなたには仲居さんが求める「美」や「メイド」を教える資格は、ない！』

　なんか親友から優れたところがないと断言されてしまった。リサにそう言われると傷ついてしまう……。

「……リサ……ありのままに言うなんて酷いよ……」

　しかしリサの苦言は終わらなかった。

『もっと言ってあげるわ。起きてもずっとパジャマでいるズボラな女の子。友達をタオルでムチ打って部屋の掃除をさせる悪い女。自分一人で片付けも満足にできないお子様……いくらでも言えるわね』

　リサの言うとおりだ。

「わたしは顔も性格も悪い最悪な女だ。わたしはダメな女だ。生きている価値もない人間なんだ……」

『そうね。そんな女の子を誰も好きになってくれるはずはない。つまり「ネガティブな女に惚ほれる男なし」よ！』

「え？」

　リサは言った。

『あすみ。私はあなたのためなら鬼になれる。今、あなたのために厳しいことを言った。だけど、それはあすみが大切だからなの。今言ったことを改めれば、私はもっとあなたを好きになれるわ。思いつきの行動をやめ、ネガティブな思考に陥おちいらず、日々規則正しく正義に邁まい進しんすれば高柳君の気持ちも再びあなたに戻るはず。私はあなたが好き。みんなに私が好きなあすみを知って貰いたい。だから、努力をしましょう』

　リサ。リサ。リサ。

「わたしは悔くい改あらためるよ！　そして、君に友達の意味を見出した。わたしはお天てん道とう様さまに胸を張れる女になるんだ。だから今だけは教えて。教育ができないのなら、仲居ちゃんの役には立てない。どうすればいい!?」

　優しい親友はわたしの肩に手を置いてくれた。

『相談されたことが自分の手に余ることなら相談内容に応じた人物を紹介するの。あなたの交友関係を生かしてコンサルティングすれば、それだけで仲居さんの助けになるわ』

「……たしかにそのとおりだと思う。でも……」

　今は彼の誤解を解いたり、あいつの正体を探る方が先決じゃないかな？　仲居ちゃんには悪いけど高柳君の妄想少女の秘密に気がついた今、そう思ってしまう。たとえ彼に片思いの女の子ができたとしても、今から彼の家に行って「好きだ！」って叫べば、彼の関心を取り戻して、あいつを消せるかもしれない……。

　リサがわたしの肩に手を置いた。

『それができていれば、ずっと昔に付き合っていたでしょ？　それにあすみは「いい女」になると決意して成功率一〇〇％の告白をしなかった。わたしはその向上心を大切にして欲しいの。あなたが心配している妄想少女は不安定な状態。もしかしたら、あすみが彼に認められたら簡単に消えるかもしれないよ』

　彼に認められる……。

「どうすればいい……のかな？」

『きっと、高柳君は友達を大事にする女子が好きなはず。あすみは仲居ちゃんのことを心配している。さっきは誤解されたけれど、彼女の悩みに常識的な手段で応えて、問題を解決するの。そうすれば……』

「そうすれば？」

『高柳君の気持ちが戻ってくる』

　恋の女神が希望への指針をわたしに授けた。

　得え体たいの知れない妄想少女にビクビクしているより、健全で建設的だ。しかも友達のための行動が、あの忌々しい妄想少女から彼を取り戻す手段になるなんて素敵なことじゃないか。

　完璧だよリサ。

　さすがリサだ。解決法がみつかって気力がフルチャージされた。

『さぁ、あすみ。高柳君をあいつから取り戻そう！』

「うん！」

『友達の手助けをしよう！』

「うん！」

『では、仲居さんのコンサルをするのは誰が適任かしら？』

「うーむ……仲居ちゃんにメイドのイロハを教えられて、美の秘ひ訣けつを知っている人は」

　リサは可愛らしい唇くちびるから一人の女子の名前を出した。

『河内こうちさん。あの方なら、いろいろなことを教えてくれるはず。さぁ、私も行ってあげるから佐島君も誘って』

　……あ、やっぱ、利沙が出てくるんだね……。

　というより、一連の言動はわたしを利用して佐島君を利沙と会わせるための謀ぼう略りやくのような……たまにリサは黒くなるので要注意だ。けれど、たしかに手近で浮かぶのはあの美少女なのはたしかである。

「仲居ちゃん。やはりこういう問題はわたしの手には余りそうだ。わたしも一緒に行ってあげるから、利沙に相談しないか？」

「……」

　しかし、仲居ちゃんは乗り気ではないようで、手に持った雑巾を折ったり開いたりして返事をしてくれない。美少女への憧あこがれはあるけど、その化身と相対して絶望を味わいたくないのだろう。その気持ちはわかる。

　ならば、誰か他にいないだろうか……鶴つるちゃん……あいつは胸がでかいだけだしなぁ……亀かめちゃんはお尻が可愛いだけだ……それに二人ともわたしと同じくらいの知力体力だしな……。それともわたしと鶴亀コンビの三人が集えば、文もん殊じゆの知恵とやらで革新的なことを思いついたりできないだろうか。少女革命をもたらすような知恵を……。

『あなたたち三人だと姦かしましくなるだけよ。それどころか悪のりして仲居さんに無用な知識を教えることさえ考えられる』

　ありうる。

「……あすみさん……わたしはどうすれば……」

　小動物みたいな眼で見上げられるとなんとかしてあげたくなる。美に関する知識やメイドについて知っていて、綺麗な人……ついでに川上の為人ひととなりに詳しければ言うことはないのだが……

『……適任なのは一人しかいないわね。というより、彼女しかいない』

　誰？

『川上メイド。彼の妄想少女であり、本物のメイドな彼女に直接尋ねるのが一番早いんじゃない？　きっと、気まずくなった理由も教えてくれるわ』

　なるほど！　そりゃ名案だ！

　あれこれ考えるより川上本人が理想にしている妄想少女に尋ねるのが一番早い。それだけでなく川上にも会って「気まずくなった理由」を聞くことだってできる。仮に口を割らなくても、わたしであれば妄想少女から聞き出すこともできるのだ。何でこんな簡単なことに気がつかなかったんだ。

「仲居ちゃん！　君の彼氏んトコに行く。あいつはどこに住んでいるんだ!?」

「へ？　は？　まさか川上君のお家に行くんですか!?　無理です！　気まずいのに会えるはずありません！　せめてもう少しメイドっぽくなってからにしたいです！」

「君が会う必要はない。わたしがあいつと会えば話はすむんだ。さぁ行こう。連れて行ってくれ。悪いようにはしない」

　しかし、仲居ちゃんは「無理です、無理です」を繰り返す。

「なぜ、無理か！」

　タオルで尻を叩くと跳びはねて口を割った。

「彼のお家がどこにあるか知りませんから！」

　お前、本当に付き合ってるのか!?

　つい口に出かけたが、追い込むと泣きそうなので黙っておく。ここは隣家にいる二人の男子に尋ねるのがいいだろう。

　カーテンを開くと二人は部屋に戻っていて、テーブルを挟はさんで向き合っていた。どうやら先程の百合ショックから立ち直ってくれたようだ。今日二つ目の消しゴムを投げて彼の部屋の窓ガラスにぶつけると、高柳君は眉間にシワを寄せて窓を開いてくれた。

「――だから、消しゴムを投げるのはやめろと朝も注意したはずだ」

「お叱しかりは後で！　川上の住所はご存知ありませんか？」

「川上？」

「彼に聞きたいことがあるのです。むろん、仲居ちゃんのために！」

　わたしの必死さが伝わったのか、高柳君は「あいつの家は四丁目だったはずだ」と教えてくれた。だけど、あの辺りはあまり足を踏み入れたことがないのでよくわからない。

『案内するわ』

「リサがしてくれるの？」

　首を振るリサ。高柳君の部屋では帰かえり支じ度たくを始める佐島君の姿があった。

「峰倉さん。帰るついでに川上の家に案内するよ。高柳もどうだい？」

「俺おれか？」

　さすが、できるメガネ！　高柳君を誘うなんていかしてるじゃないか！




　来い。来い。来い。来い。来い。来い。来て下さい、高柳君。




　彼を目がけて洗脳電波を送ってみた。

　けれど、高柳君はわたしと佐島君を交互に見ると「俺はパス。用事もあるしな」と言って、ベッドに寝転がってしまった。

　やっぱり様子がおかしいよ。

　野球の練習も終わったみたいだし、今日は塾もない日だ。いつもの彼なら一緒について来てくれそうなところなのに、やっぱり距離を置かれている気がする。これは「あいつ」のモデルを気にして、幼なじみと外を歩けないってことなんだろうか？

　彼の枕まくら元もとには例の妄想少女がいて、ここからでは膝ひざ枕まくらをしているように見える。彼女あいつは高柳君を慈しむように彼の頭を撫でていた。片思いの彼女と会えないのを妄想少女が慰なぐさめているように見える。相手が妄想でも嫉妬に似た気持ちが渦うず巻まいた。

『あすみ』

　再びリサの手がわたしの肩に優しく載せられた。

『相手は妄想少女よ。気にしすぎてはいけない。それに妄想少女が消えたり現れたりを繰り返す存在だってことを忘れないで。私たちはあくまでも男子たちの妄想。あなたさえ頑張れば、きっと彼の気持ちは生身のあなたに向かうし、片思いの彼女がいたとしても必ず気持ちを取り戻せる。私が大好きな峰倉あすみを高柳君にも知ってもらいましょう』













「できるかな、わたしに……」

『ネガティブ厳禁！　でしょ？』

　リサがわたしの頰を人差し指で軽くつついた。

　そのとおりだ。どんなことがあっても高柳君を取り戻さなくてはいけない。そう、わたしは「できるかな」の思考ではなく「やらなくてはいけない」の決意であいつに挑まなくてはいけないのだ。今できることは仲居ちゃんへの協力。あれこれ考える前に行動あるのみだ。

「よし行こう、仲居ちゃん。川上ん家ちへ行くんだ。君だって彼氏がどんな家に住んでいるか知っておきたいだろ？」

「は、はい。実は興きよう味み津しん々しんです」

　仲居ちゃんはエプロン姿のまま玄関へ走って行った。
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「――へぇ、仲なか居いさんがメイドにねぇ。異性と付き合うって大変なことなんだなぁ」

「でも川かわ上かみ君のためですから、この苦労も幸せなのです」

　佐さ島じま君の道案内でわたしたちは川上ん家ちを目指す。

　川上の家があるのは四丁目らしく、うちから大体一キロくらいの距離だ。いったん都道へ出て、大学の方からアーケード商店街を抜けていくのが一番早い。自転車という不安定な乗り物を使えば五分で着くというが、あいにくわたしはタイヤが二つしかない欠けつ陥かん品ひんに命を預けるほど愚かではない。そのため両隣を歩く二人はわたしに合わせて自転車を引いてくれている。

　晴れた空に街がい路ろ樹じゆの桜が綺き麗れいに咲いていた。冬将軍がシベリアへの完全撤てつ退たいを果たしたので、我が国の国土は春の女神が降こう臨りんしたかのような陽気である。そして、うららかな春の日差しを浴びて、町内を歩く妄もう想そう少しよう女じよたちも活発に活動していた。どうやら男たちの欲望は獣けものの如ごとく、春の雪解けと共に活性化するようだ。

　前を歩く男子高校生には若おかみのような妄想小学生が宿り、旅館特製の温泉プリンを「口移し」で食べさせている。また大学生っぽい男の人には、どこかの戦場から来たらしいミリタリールックの妄想少女が憑ついており、背中に自動小銃を担いで警護中。黒いタンクトップにサスペンダーつきのズボン。銃じゆうのスリングが胸の谷間に食い込んでいて、この男子学生が大学で何を学んでいるのか心配になる。

　そう思いつつ、男の人たちの妄想少女を見るのは面白い。特に真ま面じ目めっぽい人の妄想ほど可か愛わいい傾向がある。

　今、すれ違ったインテリサラリーマンの後ろに浮かんでいる妄想少女はなかなかの上玉だ。最近オリコンで上位にランキングしているボカロちゃん。「科学の限界を超えてここにいる」あのボーカロイドを二次創作した妄想少女らしく、ネギの代わりにゴボウを振り回している。桃色の髪をツインテールにしたポップでキュートな彼女は存在する場所の全てがステージ。くるくると歌い回り、その中心にいる宿主の男子高生も同じ歌詞を口ずさんでいる。わたしの眼からは二人がデュエットしているように見え、つられて鼻歌を歌った。

「その鼻歌、沢さわ田だも歌っていたよ。てっきり、ロック系な奴かと思っていたけど、その手の曲を作っているみたいだ」

「へぇ、沢田がねぇ」

　沢田和かず久ひさ。

　先日の箱はこ根ね日帰り旅行でわたしたちを生死の境に落とし入れた張本人。そう言うと残ざん虐ぎやく非ひ道どうな男に思えるが、実際のところ愛する女のためなら何でもするチャラ男である。《図書室の聖せい女じよ》こと、仁に島しま祥さち子こに恋をし、歌で想いを表すヘタレ男。自称ミュージシャン。

　まだ彼の歌を聴いたことはないが、あいつは仁島さんに歌を褒ほめられたのがきっかけで音楽活動を始めたのでラブソングを歌っていても意外ではない。そう言えば、だいぶ前に沢田から「仁島さんをライブに誘い出すにはどうすればいいか？」などと元ナンパ師らしからぬメールが送られて来たが、「男らしく誘え」と答えてあげた。春休み中にそのライブを開くと話していたが今頃どうしていることやら。

　ボカロちゃんが見えなくなってしばらくするとアーケード商店街の通りに入った。都道には車が溢あふれている。

「……そういえば佐島君よ。今日はずいぶん野球の練習が早く終わったんだね」

　野球部の練習は一○時からお昼を挟はさんで四時までだったはずだ。まだ正午を過ぎたばかり。終わるには大分早い。佐島君は一軒家の庭からはみ出ている桜から眼をこちらに移すと疑問に答えてくれた。

「いよいよ部室の再建工事が始まったんだよ。基礎工事でコンクリートを流すというから、今日は練習を早く切り上げたんだ」

　やっとか。

　例の爆破事件で吹き飛んだ部室は、取り壊された後、三カ月近くも更さら地ちのまま放置されていた。部員たちは練習のたびに野球用具を持ち帰らないといけなかったので不便そうだったし、なにより思い出が染み込んだ部室の跡地が更地のままというのは彼らにとって辛かっただろう。

「楽しみだね。いつ完成するの？」

「新学期が始まるまでにはできるらしい。新しい部室はプレハブじゃなくて、鉄筋コンクリートの予定」

「ほう……国も大きく出たな」

「生徒会長が『傷心した部員が心的外傷後ストレス障害に陥おちいらないよう、野球部の部室は対爆構造を要求する』って訴えたのが通ったんだ。もっとも、校長先生の前で野球部一同『心のケア』が必要っぽいふりまでしたけど」

　ごつい野球部員が揃ってヘタレた顔をして並んでいる姿を想像して吹き出してしまった。

「君のことだから、ヘタレ顔の練習をしたんだろ？　鏡を見ながら」

「なんのことだい？　峰みね倉くらさん」

　ヒョウヒョウと恍とぼける佐島君。彼のことだからヘタレ顔の練習だけじゃなく、生徒会を裏から動かして部室再建を進めたにちがいない。なんとなくそう思うと、『ホントに苦労したわ』とリサが虚うつろな目で微笑ほほえんだ。どうやら本当に大変な裏工作を強しいられたようだ。

「大変だったんだね」

「一番苦労してたのは高たか柳やなぎだよ。再建計画を発案したのはあいつなんだ」

「そうなの？」

「高柳は中三に向けて準備しているんだ」

「準備？」

「来年は中学最後の学年でしょ？　あいつはこれまでの活動に結果を出そうとしている。生徒会は五月で代替わりするけど、野球部は夏の大会があるからね。拠きよ点てんになる部室は絶対に必要だから再建計画には人一倍熱心だった。それに部室の損壊で減った練習時間をこの春休みでカバーしようとしている。全ては中三を実りある一年にするために、ね」

「さすがは高柳君だ！　この溢れんばかりの行動力！　惚ほれ惚ぼれするよ！」

「ついでに君にとっての朗報を教えようか？」

「なに？　朗報って何？」

「高柳が君のことを意識しているようなんだ。あいつ、僕と峰倉さんが生いき埋うめになった時のことをやけに聞いてくるんだ。もしかして、充実した中三のために僕が邪じや魔まなのかもしれないね」

　これって彼が嫉妬してるってこと？

「あ、そのことで噂うわさを聞きましたよ」

「噂？」

　仲居ちゃんがわたしと佐島君を見て赤くなって言う。

「お二人は裸はだかになって身体からだを温め合ったとか……本当なんですか？」

　ぶふっ。仲居ちゃんがとんでもないことを言い放った。

「な、な、なんだ？　そのデタラメな噂は!?」

「やっぱりデタラメなんですよね？　みんな本気で言ってますけど……」

「そんなことあるわけないでしょ！　ねぇ、佐島君！」

　佐島君は頷うなずくと溜ため息いきをついて言った。

「根拠のない噂が飛び交って困るよ。聞かれるたび否定しているけど、実はこの噂が高柳を惑わしているなんようだ。峰倉さんにとってはあいつが君を気にしている『朗報』になるだろうけど、あまり長く噂が続くのも考えものだ」

　初耳だ。

　箱根山中の洞どう窟くつで佐島君と共に生き埋めになった。幸いにして助かったけれど、危うく凍とう死ししたり圧死する危険さえあった事故だった。事故後、高柳君から怒られたが、彼が佐島君と閉じ込められたことを気にしていたなんて。もしや、妄想少女が生まれた要因のひとつにそれがあるのではないだろうか？

　佐島君が言う「朗報」を素直に喜べなかった。

　それにしても島しま村むら中学の生徒はゴシップが好物である。たしかに生き埋めになった翌日から佐島君に想いを寄せる女子から問い詰められたりはしたけど、まさか裸で温め合ったなんて噂されていたとは。

「仲居ちゃんよ。噂話に耳を貸しては身を滅ぼすぞ。佐島君は自分のコートをわたしにかけてくれたり、危険を顧かえりみず土砂を掘ったりして、すごく勇ゆう敢かんで頼もしかったんだ。そんな彼を貶おとしめるような下げ卑びた噂を信じてはいけない」

　つい声がきつくなり、仲居ちゃんがしゅんとしてしまうと、佐島君が取りなすように言った。

「いやいや。頼もしかったなんてとんでもない。あの時は内心ガタガタ震えていたんだ。今だから言うけど君の前では虚勢を張っていただけだったんだよ」

「わかっている。でもそれを隠して理性的に行動したのが立派だったんだ。だけど、残念なのはこうして内心を明かしてしまうことだね。黙っていれば高柳君を超えかねないのに、君はもったいないことをした」

　すると佐島君は自転車のベルを意味なくチリンチリンと鳴らして苦笑いした。

「はは。それは残念なことをしたなぁ。今度からは心の内を明かさないことにしよう。それで高柳を超えられるなら簡単なことだ」

「うん！　頑張るんだ！　君なら超えられる」

「本当？」

「うん！」

「あの、あすみさん？」

　いつの間にか、少し遅れて自転車を押していた仲居ちゃんが首を傾げていた。

「なに？　お腹でも減ったの？」

「男女の距離は計りづらいですね。特に男の人の気持ちはよくわかりません」

　仲居ちゃんがわたしと佐島君を交互に見比べながら言った。

　……なんのことだろ？

　問い返そうとしたら、急に佐島君が立ち止まった。途端に仲居ちゃんもビクリとして足を停めた。

「仲居さん」

「は、はい!?」

「川上とは気まずいんだよね？」

「い、いえす」

「今、あいつと顔を合わせたい？」

「の、のー」

　すると佐島君はわたしたちを道の端に引っ張り込み、電柱の陰かげから通りを窺うかがいながら言った。

「川上がいる」

　覗のぞき見みると薬局から陰いん気きな男子が出てきた。その隣には彼に日ひ傘がさを差すメイドの姿。このちぐはぐなカップリングは間違いなく川上だ。

　それにしても洒落しやれっ気けの欠片かけらもない服を着た川上が、妄想とはいえメイドに日傘を差させているのは滑こつ稽けいである。しかも相変わらずメイドちゃんはスカートを穿いていない。

　それどころか、なんと黒ストッキングを装備中。

　黒ストッキングにペールグリーンの下着がうっすら透けている。

　商店街でこんな格かつ好こうをさせるなんて恐ろしい男だ。そう思いつつも内うち股またを閉じてモジモジと歩く妄想メイドの姿を見てわたしの中に隠かくれ潜ひそむ黒い欲望が湧き上がってきた。歩くたびにペールグリーンが濃こくなったり薄うすくなったりしている。白い素す肌はだが黒ストッキングでぴっちりしているのもなかなかに見事な光景だ。

『……あすみ、あんまりガン見しては可か哀わい想そうよ。彼女は恥はずかしがり屋の設定なんだし、あなたが興奮している姿を見ていると切なくなる……』

「あれを見るなって方が無理だよ！　あの透すけ具合とか神でしょ！」

　ついジロジロ見ていると川上メイドと眼が合ってしまった。つまり、首を伸ばしていたら川上に見つかったのだ。

「……仲居ちゃん、君の変へん態たい彼氏に見つかったのだが、どうする？」

　しかし、川上メイドのモデルさんは佐島君の背中に隠れて「無理無理」と顔を真まっ赤かにして首をブンブン振った。

　気まずいのはわかるけど、なんと言っていいのか……ここで挨あい拶さつくらいできないと、いずれ自然消滅するんじゃないかな……。わたしはジロジロとこちらを見る川上の所へ偶ぐう然ぜんを装よそおって行くしかなかった。ま、ポジティブに考えれば川上ん家まで行く手間がはぶけた。

「はわいゆー。奇き遇ぐうだね、川上よ。何してんの？」

「やはり峰倉か……。このところ、眼が悪くなってよく見えん」

　川上はこちらの「何してんの？」という問いには答えず「眼が悪くなった」なんて聞きもしないことを言う。しかも、おもむろに鼻先をこちらに近づけてきた。そして、なんと川上はクンカクンカとわたしの臭においを頭から爪つま先さきまで嗅かぎ始はじめたのである。

　き、キモい。

　級友じゃなければ通報するレベルだ。

「な、なにしてんの！　この不審者！」

「……加か奈なの臭いがしたのだが……」

　こえぇ。こいつ怖ぇ。犬並みの嗅きゆう覚かくだぁ～。

　後ろで自転車が倒れる音がした。仲居ちゃんが動どう揺ようしてひっくり返ったのだろう。というより、佐島ぁ！　何でお前はこっちへ来ない!?　わたし一人ではこの粘ねん着ちやく系けい変態中学生に対応しきれん！　それなのに佐島君だけでなくリサも来てくれない。なんとか一人で話をしなくては。

「あ、あんたは仲居ちゃんのことを名前で呼んでるんだね。意外だわ」

「彼女を名前で呼んで何が悪い」

　どっきん、と後ろの方で鼓こ動どうが聞こえた。

　仲居ちゃんは気まずいとか言ってたけど、この男は仲居ちゃんを彼女として認識しているようだ。気を揉もむほど危機的状況じゃないのかも。

「それより川上を捜さがしていたんだ。聞きたいことがあってね」

「俺おれに聞きたいこと？　手短にして欲しいな。俺は急いでいるんだ」

　舐め回すように長い前髪の間からわたしを見る川上。

　といいつつ、この陰気で怪しげな嗅覚を持つ男に用があるのではなく、使用人の方と話をしたい。頭の中で川上メイドに語りかけた。

「川上メイドよ。君のご主人様と仲居ちゃんが気まずいと聞いた。君なら理由を知っているだろう。教えてくれ」

『……』

　問いかけたが、黒ストッキングのメイドは答えない。

　しまった……この子が無口な設定だったのを忘れていた。これでは気まずくなった理由も、メイドについても聞けない。

　だけど、どうにかして川上メイドをしゃべらせたい。会話には呼び水が必要だ。卑ひ猥わいな言葉で責めれば口を開いてくれるかも。それがきっかけでお話をしてくれるかも。

「答えねば君のパンツを脱がすぞよ」

『……』

　あれ？　動揺なし？　この程度では驚かないみたいだ。さすが変態主人の使用人。みくびっていたようだ。

「君のパンツを脱がした後、黒タイツを穿はかせてやる」

『……』

　猥わい褻せつさが足りないのか？　それともマニアックすぎるのか？

「君のパンツを脱がして、ニーソを穿かせてやる」

『……』

　公然猥褻には興味ないのか？　もしかしたらパンツが重要なのかもしれない。

「パンツにブラウスの裾すそを食い込ませたい」

『……』

　もっと気を高めねぇと。アブノーマルさを押し立てて責めなければ。

「君のパンツを裏返しで穿かせたい」

『……』

　もうだめぽ。わたしでは彼女の心を開くことができない。

「峰倉？　何を聞きたい？　さっきから目つきがやばいぞ。それは変質者の眼だ」

　仕方ない。本人に直接聞いてみよう。

「メイドさんを言葉責めで屈服させる方法を教えて」

「……お前は何を言っているんだ？　前々から思っていたのだが、峰倉はムッツリだな」

「ムッツリスケベにそう思われてた！」

　だがしかし、本題を見失っていたことはたしかだ。こうなったら川上本人から気まずい理由を問いただそう。

「川上。お前に聞きたいことがあるんだ。仲居ちゃんと気まずいそうだね。しかもずっと口も利いていないという。なぜ彼女を避けるの？」

　ギロリとこちらを見る川上。

「俺が加奈を避けている？」

「彼女はそう思っているんだよ。旅行以来、気まずいと悩んでいる」

　そう言うと川上は眉間の辺りを指でグリグリと揉み、一言口にした。

「……そりゃあ、加奈にはガッカリさせられたからな」

　ガッカリ!?

「ど、どういうこと？　もしや、その、性交渉がなかったことをガッカリしているの!?」

　川上がわたしを見下すような眼で見た。

「これだからムッツリスケベは下品でいかん。俺がそんなことのために高級ホテルへ行ったと思うのか？」

「じゃあ、何の目的で行ったのよ！」

　隣で日傘を差す妄想メイドが主人を見る。川上はやけに大きな声で言い放った。

「教育だ」

「教育？　何を言っているの」

「五つ星ホテルのサービスを見せるためだ！　フロントではドアマンの動きを学び、クローク係からは衣服の取扱いを、レセプションスタッフからは完璧なマナーを盗む。客室ではルームサービスを取って、ルームボーイもしくはルームメイドの身ごなしを観察。食事中も同じだ！　ウエイトレスの給きゆう仕じを見て学ぶことは多かったはずだ！」

「はあ？　どういうこと？　よくわかんないんだけど」

「だから高級ホテルのサービスを加奈に学ばせるために連れて行った。それなのに加奈はずっと上の空で考え事ばかりしていた。メイドになる貴重な機会が失われたんだ！」

「まさか仲居ちゃんとホテルに行った理由は！」

「そうだ！　あいつを俺専用のメイドにするためだ！　それなのに加奈は終始顔を赤くして、勝手にシャワーを浴びて、挙げ句の果てには熱もないくせにすぐ寝てしまった！　加奈は俺のことをさっぱりわかってくれない！」

　こ、これが気まずい理由だと!?　ここまでメイドを盲もう目もく的てきに愛しているとは知らなかった。

　わたしが呆あきれていると、背後からトタトタと足音が近づいて来た。

「川上君！」

　仲居ちゃん。今の会話が聞こえていたのか？　ちょ、ちょっとこれはまずい。彼氏がホテルに連れて行った理由がメイド教育ってショックだろ。

　川上も突然現れた仲居ちゃんに表情こそ変えないが驚いているようだった。

「……加奈か。久しぶりだな」

「お久しぶりです！　聞きましたよ。川上君！　ホテルではあなたのことをわかってあげられなくてごめんなさい！　でも安心して下さい！　今、わたし、メイドになろうとしているんです。見て！　借り物ですけど、メイドさんの服を着ています！」













　仲居ちゃんはわたしが貸した簡易型メイド服を川上の前で広げるように見せつけた。さっきまで気まずいから会えないと首を振っていた彼女だが、関係の改善を図るべく飛び出したようだ。

　向き合った二人の間に長い時間が流れた。メイドモドキと言える半はん端ぱな格好だが、それなりに似合っているし、何より相手はメイドを愛する男だ。彼女が好みの服装をしていれば嬉しいはず。これで「気まずい関係」っていうのも解きほぐされるかもしれない。

　けれど、川上は背を向けると、歩き出してしまった。

「――か、川上君!?」

　取り残される仲居ちゃん。彼氏は彼女に言った。

「そんなのメイドじゃない」

　ただそれだけ言うとそのまま商店街へ消えてしまったのである。ペコリと頭を下げた妄想メイドちゃんが川上を追っていく。

　そして、仲居ちゃんは川上が行ってしまった先を見て立ち尽くしていた。これは酷ひどい。

「な、仲居ちゃん！　今のは気にしちゃいけないからね！　それにホテルで川上が望んでいたこともだ！　というか、なんなんだ。あの川上って男は！」

　何の反応もせず行ってしまった川上に怒りが湧き上がった。仲居ちゃんは大丈夫だろうか？　彼への愛が認められずに泣いてはいないだろうか。

　しかし意外にも彼女は照れ笑いみたいな顔をしていた。

「えへへ……やっぱり付け焼き刃ではダメみたいですね」

　安心していいのだろうか？　仲居ちゃんは「本格メイドを目指さなくては……」なんてブツブツと思案している。

　それにしても川上め。仲居ちゃんをホテルに連れ出した理由がメイド教育を施すためだったとは……呆れて何も言えん。

『どうするの、あすみ？　このままじゃ仲居さんが可哀想だわ』

　佐島君の隣からリサがこちらへ来た。たしかにこれでは仲居ちゃんが可哀想だ。メイド好きな彼氏のためにメイドの格好をしてダメ出しをされるなんて、どんな罰ゲームより酷ひどい。だけど、仲居ちゃんは川上のために本格派メイドを目指すなんて言っている。

　あんな仕打ちをされて川上の関心を取り戻そうとする仲居ちゃんにわたしは何をすべきだろうか。

「仲居さんに手を貸すしかない。そうでしょ？」

　佐島君が言った。

　それしかないのだ。

「仲居ちゃん。川上はあんな男だけど、それでも好きなのかい？」

　一応、確認をする。

「当たり前じゃないですか。わたしが世界で一番好きな人なんですから。あすみさん。川上君が振り向いてくれるようにするにはどうすればいいでしょうか？」

　……わからない。やはり本格派メイドを目指すべきなのか？　というより、それは中学生として……いや、人としてありなのか？

　わたしでは判断できないし、どうすべきなのかもさっぱりわからない。

　やはり誰かに頼るしかない。メイドについての知識を持ちつつ、恋愛に詳くわしい人はいないだろうか。冷静に考えると難しい条件である。そんな人、いるのか？

『私のお姉さんはどう？』

「え？　リサのお姉さん？　妄想少女に家族関係なんてあるの？」

『ちがうちがう。彼のお姉さんよ』

　リサは自分の彼氏を見ていた。

「あ、佐島君のお姉さんか！　たしかに適任だ！」

「僕の姉さんがどうしたんだい？」

「君のお姉さんに助言を仰あおぐのだよ！」

　二つ年上の今度高二になる女子高生、佐島裕ゆう香か。

　類たぐい希まれな知識と希け有うな美び貌ぼうを兼ね備えた彼氏がいない最強の女子高生である。ひょんなきっかけで知り合い、先月のバレンタインでは高柳君へのチョコ作りを教えてもらうなど、脳内では「お姉様」とお呼びしている。

　佐島お姉様なら的確なアドバイスをくれるはず。

「裕香さんはご在宅かね!?　佐島君よ？」

「多分、家にひきこもって本でも読んでると思うけど」

「いーや！　そこはお部屋で春の日差しを浴びながら読書中と言うべきところだ！　どうか、君のお姉さんに会わせてくれぇ。仲居ちゃんを救えるのは彼女しかいないんだ！」

「わかった。家にいるか電話をしてみよう」

　佐島君はひび割れた携帯電話をボストンバッグから取り出して電話をかけてくれた。彼の耳に当てられているのはわたしたちの命を救った携帯だ。あちこち傷がついているが命に別状はなかったみたい。佐島君はその携帯でお姉さんにアポを取ってくれた。

「あの、あすみさん？」

「ん？　不服かね？　彼のお姉さんは美人で物知りなんだぞ」

「いえ、そうじゃなく、あそこで高柳君が意味深な顔をしてこちらを見てますけど」

　高柳君!?

　仲居ちゃんが指差す方を振り向くと交差点の先に高柳君がいた。しかし、声をかける間もなく自転車に乗って行ってしまった。さっき、用事があるとか言っていたので、もしかしたら商店街に来ていたのかもしれない……だけど、声くらいかけてくれてもいいのに。

「……様子が気になるんですかねぇ」

　ポツリと呟つぶやいた仲居ちゃん。

「誰の様子が？」

「佐島君です」

「は!?　高柳君が佐島君を気にしているだって!?　仲居ちゃん、君はＢＬ好きなの!?」

「あ、あすみさんほどＢＬ好きではないですよ！　わたしは二次オンリーです！」

　まったく、仲居ちゃんは何を考えているのか。

　遠ざかっていく高柳君の自転車の後ろには、やはりあの妄想少女がくっついていた。まるで彼女みたいにして彼の腰に腕を回している。それだけでも許せないのに、あいつの形がよりはっきりしているように見えた。

　……彼に嫌われるとあいつの影が濃くなる。

「……リサ。もしかして仲居ちゃんが言っていた噂でわたしと佐島君の関係を誤解しているのかな？」

　心の中でリサに問いかける。女め々めしいことをなにより嫌う彼が親友に嫉しつ妬とするはずないし、それが理由でわたしに不快を感じるわけない……と思う。だけど、リサの意見を聞きたかった。

『うーん。高柳君って案外、そういうのを気にする人だから……あら。ここで佐島君がやる気になったわ』

　リサ？　突如リサが話を打ち切るとジャンプして佐島君の自転車に飛び乗ってしまった。そして、佐島君の独ひとり言ごとが聞こえた。

「まったく、高柳は……僕のことも考えろっていうんだ……」

「佐島君？」

　彼の視線は高柳君の後ろ姿に向けられていて、佐島君らしくない厳しい色をしていた。そして、携帯をカバンに入れると自転車のペダルに足をかけた。

「先に家へ行ってて！　姉さんには君たちが家に行くことを伝えてあるから！」

『あすみ、また後で。ちょっと彼に活かつを入れてくるわ！　あの強がり男には私も怒りが湧いてきた』

　自転車を走らせ始めた佐島君と後ろに乗るリサは振り返ってそう言うとそのまま全力疾走して交差点を曲がっていった。『彼に活』？

　どういうことだろ？　そんな二人の後ろ姿を見ながら仲居ちゃんがポツリと「強い人ですね、佐島君は」と呟いた。

「何で？」

　そう問い返したが、仲居ちゃんは「彼のお姉さんならいいアドバイスをくれるかもしれませんね」と、ホンワカと微笑むだけで答えてくれなかった。なんだか、仲居ちゃんも佐島君もよくわからない。

「それより早く佐島君のお姉さんに会わせて下さい、あすみさん」

「う、うん。そこを曲がった方が近いよ」

　高柳君を追っていった佐島君も気になる。あの生き埋め事故はわたしの迂う闊かつさが原因だし、こんなことで親友の間柄である二人が変なことになって欲しくない。

　仲居ちゃんのトークに生返事しながら、到着した佐島邸てい。

　軽い坂道を上ったところにある彼の家は、芝生しばふの庭がある羨ましい住まいだ。

「呼び鈴。押します」

「頼む」

　その前にドアが開かれた。

　中から出てきた女性を見て眼を丸くする仲居ちゃん。

「――ま、まさかこの美しい方が佐島君のお姉さんですか!?」

　驚くのも無理はない。佐島君家ちから現れたのは優美な大人の薫かおり漂う女性だったのだ。

「美しいは言いすぎよ、仲居さん。そして、はじめまして。私が洋よう平へいの姉、佐島裕香です。弟から話は聞いているわ、どうぞあがって」

　佐島家の長女にして書物に愛された美女、佐島裕香。彼女は常に本と共にあり、今もその御手に洋書を携えている。裕香さんは大人びた微笑みを見せながらわたしたちを家の中へと招いた。
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「なるほど。仲居さんは美しさの真理とメイドの概がい要よう、それに彼との付き合い方を知りたいというわけね」

「は、はい。是ぜ非ひ、ご教授頂きたいのです」

　リビングの丸いテーブルにはティーカップが三客置かれていた。裕香さんはわたしたちに椅い子すを勧すすめると脇に置かれた砂時計の上下を入れ替え、それからポットに湯を注ぎ茶葉を蒸らした。そして、砂が全部落ちる少し前にポットから紅茶をカップに注ぐと、心地よい芳香を含んだ湯気が鼻をくすぐった。

　来月高校二年生になる佐島君のお姉さん。優しさと気品が香り立つ乙女である。女のわたしが見ても見み惚とれてしまうくらい綺麗な人で、欠点があるとしたら、彼女の弟と同じように眼鏡が絶望的に似合わないことくらいか。その似合わない眼鏡は伊だ達て眼鏡へと姿を変えて、胸ポケットに封印されている。そして、今はコンタクトレンズを装用中。わたしが彼女にコンタクトを勧めて仲良くなった経緯がある。つまり、似合わない眼鏡を外した彼女は絶対無敵の知的オーラが溢れる女性だ。

　そんな裕香さんだが、仲居ちゃんの相談には綺麗な眉まゆをハの字にした。

「綺麗になりたいという気持ちはわかるけれど、川上君との関係を改善するためにメイドさんを目指すというのが理解できないわね……」

　裕香さんはカップをわたしたちの前に置くとまずそう言った。うん。普通、男女交際の相談にメイドなんて単語は出てこない。

「さっき川上君に『そんなのメイドじゃない』って言われたんです。だからわたしは本物のメイドさんを目指さないといけない。これは彼が与えた試練なんです」

　顔に「？」を浮かべる裕香さん。仲居ちゃんの発言を補足することがわたしの役目みたいだ。

「怪け訝げんに思われるかもしれませんけど、仲居ちゃんの彼氏はメイドに狂っているんです。そんな彼と気まずい関係に陥っているなら、メイドになっちゃえってことになったのですが、さっき川上本人から彼女のメイド姿にダメ出しされました……そこでまずはメイドについて理解を深めたい。裕香さんならメイドが何たるかを知っているのではないかとお邪魔しました」

「つまり、仲居さんは綺麗な本物のメイドになって彼に尽くしたいというわけね。彼との関係を改善するために」

「は、はい。そのとおりです」

　さすが、佐島君のお姉さんだ。メイドになりたい理由を知っても呆れるそぶりがない。

「理由はわかったわ。まずはメイドについて読んだことがあるかぎり思い出してみましよう」

「え？　思い出すんですか？」

　驚く仲居ちゃんに裕香さんは控え目に頷いた。そうなのである。にわかには信じられないが、裕香さんは読んだ本を一字一句違たがわず覚える超暗記能力の持ち主なのである。

　どんな頭の構造をしているのかわからないけれど、碁ごや将しよう棋ぎの世界では今まで打った手の全てを再現できるプロ棋き士しもいるというし、円周率を一〇万桁けた覚えている人もいるというから、読んだ本の内容を「覚えちゃう」人がいてもおかしくはない。もっとも今は「特技」として受け入れられるけど、初めて裕香さんの超暗記能力を目の当たりにした時は、新人類ニュータイプだと錯さつ覚かくした。

　そんな彼女の圧倒的な知識を借りてメイドの基礎知識を教えてもらえば川上の嗜し好こうも同時に理解できるだろう。ただし、問題は裕香さんが好んで読む本には片寄りがあるということか。

　仲居ちゃんがメモをすべく手帳を開くと、裕香さんは右手に持ったティーカップを置いた。いよいよだ。

「公こう辞じ苑えん、第七版、一一二一ページ。メイドについての概要は――」

　うお！　辞書が読まれてしまった！

　裕香さんは辞書のマ行、メイドについての記載を口述し始めたのだ。それも代表的な辞書である国語事典から始まり、各社が発行している辞書の全てを読み上げた。仲居ちゃんが度ど肝ぎもを抜かれている間にも、今度は英英辞典の記述まで流りゆう暢ちような英語で朗読された。

「た、たんま！」

「たんまとは俗ぞく語ご辞典に載っている新単語。語源は『待った』の倒語説が有力で……」

「おおう！　朗読ストップです、裕香さん！　ぶっちゃけメイド概要というより『もっとわかりやすいメイド』について教えて欲しいのです」

　そう言うと、今度は……。

「それでは、バンブー出版発行の『もっとわかりやすい萌もえメイド』を読み上げましょう」

　なんと、そんな本が！　自動再生したように『もっとわかりやすい萌えメイド』を口述し始めてしまった。

　けれど、こちらは辞書のような堅かた苦くるしい内容ではない上、話し口調で書かれている本みたいで、わたしたちが知りたいことがわかりやすく説明されている。

　裕香さんの記憶によると、わたしたちが「メイド」と認識する黒いワンピースにエプロンドレス、レースつきのカチューシャは一九世紀後半のイギリスから広まったスタイルらしい。

　そもそもメイドを和訳すれば「女性使用人」で、語源からその資格を問えば「maid＝少女」から未婚の若い女性が有資格者になるという。けれど実際には未婚、既婚問わず、個人宅で女性が住み込みで働けばメイドと呼ばれたそうだ。そして、当時のメイド人口はわたしたちが思っている以上に多かったという。

「昔はメイドになる人がたくさんいたってことですか」

「そうね。掃除機や洗せん濯たく機き、ガス台が普及する以前の家事は今とは比べものにならないほど手間がかかったから、人手が必要だったの」

「なるほど」

　裕香さんの話は続く。メイドは時代を経へるごとに住み込みから通いになり、文明の利器が開発されていくと職業としてのメイドは次第に消えていったという。「家事代行サービス」は別として、現代でいわゆるメイド服を着てのサービスは、いまや王室やＶＩＰのお屋敷など格式高いところに限定されているという。

「ようするにメイドは絶滅危き惧ぐ職ってことですか。裕香さん」

「たしかに絶滅の危機を迎えた職業ね。峰倉さんは面白い言い回しをするわ。お茶のお代わりはどう？」

「いただきます」

　裕香さんがティーカップにお茶を注ぎ足してくれた。

　そして、裕香さんの話は続く。メイドが職業から文化となり、メイドカフェやアイドル風メイドなど、今では新しい姿として生まれ変わっていることを教えてくれた。

「……お姉さんのおかげでメイドについてわかりましけど、本物のメイドさんになるのは不可能みたいですね」

　仲居ちゃんがそう言葉を漏もらした。そうなのだ。川上が妄想するメイドちゃんみたいな本物は時代の変へん遷せんと共に消えたっぽい。平成の世にメイドが存在し得ないことを悟さとり、わたしもしょんぼりだ。

「……仲居ちゃん。どうやら君が本物のメイドになるのは世界の理ことわりを変える程、難しいことらしい。川上は諦めたまえ」

「そんな！」

「気持ちはわかるけれど、メイドになって彼の関心を買うのは、正直、おすすめできないわね」

「佐島君のお姉さんまで！」

　裕香さんは言った。

「彼が無類のメイド好きだからメイドになりたいと考えるのはわかるけど……仲居さんは外でメイド服が着られる？」

「へ？　は？　はい。彼が望むなら着ます」

「本当？　デートの時にフリルがたくさんついたメイド服を着て駅前を歩けるかしら？　彼を『ご主人様』と呼んだり、彼女としてではなくメイド扱いされることに耐えられるの？」

　仲居ちゃんは沈ちん黙もくした。そりゃ無理だ。成せい条じよう駅や瀬せ田たが谷や駅をメイドの格好で歩けるはずはないし、そもそもカップルの姿ではない。

「無理よね？　気持ちはわかるけど、それより彼と気まずくなった原因をはっきりさせるのが先だと思うの。ホテルで何か彼を怒らせるようなことをしなかった？」

「え？　原因ですか？　さっき彼は高級ホテルの従業員さんの動きを学ばせて、わたしにメイド教育を施すつもりだったと言っていました。きっと彼の望むことをしなかったことが原因じゃないでしょうか？」

　たしかそんなことを言っていた。それが気まずくなった理由だろう。

「……それがおかしいと思うのよね。いくらメイドが好きでも女の子とそんな理由でお泊まりをするかしら」

　言われてみるとおかしい気がする。そんな目的で高級ホテルに行く中学生がいてはいけない。

「すると、そのこととは別に気まずくなった理由があるっていうんですか？　裕香さん」

「ええ。あなたたちの話を聞いて連想する川上君のイメージだとその可能性はあると思うの。私が抱く彼の印象は無口で真面目かしら。それにメイドさんを偏へん愛あいしているというより、そういうメイドさんがいる時代や雰囲気を愛しているような感じね。一応、旅行の流れとその状況を教えてもらえるかしら」

「は、はい」

　裕香さんに促されて仲居ちゃんは思い出しながら話し始めた。

「えっと……当日は八時に瀬田谷駅で待ち合わせしました。途中で急行に乗り換えて新宿で特急スーパーあずさに乗車。川上君が車内販売の冷凍ミカンを物珍しそうに見ていたので一緒に食べて……チョコレートも買いました。ミカンとチョコレートの組み合わせは大変けっこうだと思います。それから白はく馬ば駅でとろろ蕎そ麦ばを食べて、送迎バスを待つあいだ甘かん味み処どころでお汁しる粉こを頂いたのは幸せな体験でした」

　食ってばっか。

「たしか、『三月の時刻表』によると、特急スーパーあずさの白馬駅の到着は一三時ちょうどで、ホテルからの送迎バスの出発時刻は一四時だったと記憶しているわ。あなたたちはお昼を食べてからそのバスに乗った。それからどうしたの？」

「仰おつしゃるとおり、一四時の送迎バスでホテルに向かいました。その時も彼はいつもと変わりませんでしたし、ホテルについてチェックインをすませてからも普通でした。あ、そう言えば……」

「そう言えば!?」

「お部屋の窓から見える雪景色が凄すごく綺き麗れいでした。日が沈しずんでいくごとに雪が朱しゆ色いろに染まっていくのです。彼の横顔も赤く染まっていて、ああ……この人について来てよかったな……って」

　なんだ。カップルっぽいじゃん。というより、感想が熟年のおばさんっぽい。仲居ちゃんの旅行記は続く。

「それで六時頃に館内のレストランに行って、見たこともない御ご馳ち走そうを一緒に食べて……あ、ジビエと言いましたか、すっごい美お味いしかったので心に残ってます」

「――裕香さん、ジビエってなぁに？」

「食材として捕ほ獲かくされた野生の鳥獣。主にフランス料理において使われる用語でジビエと言えば『鳩はと』『雷らい鳥ちよう』『鹿しか』『鴨かも』『猪いのしし』『兎うさぎ』。秋から冬にかけてが旬しゆん。以前は狩しゆ猟りよう地ちや専門店でしか食べられなかったものの、高タンパク、低カロリーが昨今の健康ブームで大きく取り上げられて、一般家庭にも食材として浸しん透とうしつつある。そして……」

「美味しいんですか？」

　裕香さんには悪いけど、説明が長くなりそうだったので結論だけ求めた。

「ミシャランガイドブックの紹介によるとユニコーンホテルのジビエ料理は五つ星ね。世界の美食家を唸うならせる美味だと紹介されているわ」

「仲居！　てめぇらばかり旨うまそうなもん食いやがって！　そん時、わたしは追試勉強で死にそうな目にあってたんだぞ！」

「きゃ！　あすみさんが怒った！」

　ちきしょー。一生の不覚だ。仁島さんのことでそれどころじゃなかったけど、やっぱ五つ星ホテル行きたかった！　全部込みで五○○○円って奇跡だよ！

「……峰倉さん。落ち着いた方がいいわ。これ以上首を絞しめたら彼女が死んでしまう。三〇秒の窒ちつ息そくで仮死状態に陥ると『救急マニュアル』一〇五ページに書いてあるわ。あと五秒でアウトよ」

　あぶねぇ、あぶねぇ。

　わたしは仲居ちゃんをジビエにする前に手を離した。

「食事の後、ホテルでは何をしたんだね？　エッチなことはしなかったと聞いた。それ以外のことを話したまえ」

「それがその……」

　首を撫なでつつ言いい淀よどむ仲居ちゃん。気になる。

　裕香さんが二杯目の紅茶を注ぐ。それをコクリと口に含むと仲居ちゃんは言った。

「ずっと写真撮ってました」

「うふふふ……ツーショットの写真ってわけかぁ。なんだ、恋人らしいことをしているではないか」

「いえ……それがそのぅ……部屋から出てホテルの写真を撮りに行ったのです」

「は？　二人でラウンジとかバーカウンターとかを見学したって意味？　まぁ、高級ホテルだからわかるけど……」

　すると突然、わぁと泣き出してしまった。

「どうした!?　仲居ちゃん!?」

「実は実は、彼は一人で行ってしまったのです。本気で初夜を覚悟していたわたしを置いてそのまま帰らなかったのです！　つまり、わたしはホテルの備品以下」

　うわぁ、こりゃないわ。わたしなら川上を切り刻んで南アルプスに埋めるレベルだ。こんな仕打ちを受けても彼のためにメイドになりたいとか、美しくなりたいと言う仲居ちゃんに涙が出てきた。

「悪いことは言わない。奴とは縁を切りなさい。たぶん君なら引く手あまただよ。なんならわたしが引き取ってもいい」

　そう言うと仲居ちゃんは泣き出した。

「いやだぁ、わたしみたいな地じ味み女おんなに告白してくれる男の子なんて彼しかいないぃ！　彼を逃したら一生結婚できないぃ！」

　まるで三〇歳過ぎの独身女子みたいなことを言う。お前はまだ一四だろ！　その若さだけで振り向く男はいくらでもいるはずだ！　ホテルでの屈辱を思い出しているのか子供のように泣く仲居ちゃん。だけど裕香さんは動じずに問いかけた。

「仲居さん。旅行は一泊二日だったわね。翌日の彼の様子は？」

「……翌日？」

「そう。彼に変わりはなかったの？」

　落胆と絶望の中で迎えただろう夜明けを思い出させようとする裕香さん。そんな彼女に思いやりのなさを僅わずかに感じたが、二人の関係に亀き裂れつが入った理由を探るためには必要なことだ。仲居ちゃんは鼻を啜すすりながら答えた。

「そういえば、次の日も普通だった気がします。帰りの電車でも変わりなかったですし……でもその翌日から口を利いてくれなくなった気が……」

「あれ？　家に帰った後から川上の様子がおかしくなったってこと？」

「……たぶん、お家に着いてからわたしのいたらなさにがっかりしたのでしょう」

「それで、あなたは理由を尋ねたの？」

「え？」

「仲居さんの話には『たぶん』や『おそらく』が多いわ。彼に不機嫌な理由を尋ねたの？　聞けばわかるんじゃない？」

　眼を逸らす仲居ちゃん。それを見て裕香さんは何か合点がいったのか、椅子から腰を上げた。

「……裕香さん？」

　我が憧れの女子高生はブックマーク型の髪留めを抜き取り、手に持っていた本に挟んだ。そして、シャツの胸元からメガネを抜くとテンプルを開く。佐島裕香の瞳ひとみに眼鏡が装着された。そして、颯さつ爽そうと立ち上がる。

　まさか……これは。




「貴女あなたの心が読み解けたわ」




　決めぜりふが出たッ……！

　この独特な緊きん張ちよう感かんに満ちた眼差しと、「読み解けた」の言葉の中に潜む救済の予感。裕香さんは超暗記能力を駆使して、推理小説を読むが如ごとく人の心に潜ひそむ悩みを読み解くのだ。そして、彼女は悩める子羊に救いの手がかりを授けてくれる。裕香さんは立ち上がると背後の本棚から一冊の本を取り出した。

「話を聞いていてわかったのは、仲居さんが彼と満足に話ができていないってこと。きっと、美味しい食事をしている間も二人で俯いて食べていたのではないかしら？」

　ん？　ジビエ料理とやらを食べている時、二人して無言だったってのか？

　なんと頷く仲居ちゃん。

「その様子だと、旅行の時だけじゃなく、普段もあまり彼と話をしていないんじゃない？」

　またも頷く仲居ちゃん。

「ちょっと、待った！　話してないってなんなのさ！　あいつと気まずくなったから話せなくなったんじゃないの!?　あいつと付き合ってるんだろ？」

「付き合ってるのは噓じゃありません……ただ上う手まく会話ができなくて……」

　言われてわたしは二年Ｄ組の教室を思い出した。二人でベタベタしているところなんか見たことなかったし、それどころか話をしている姿さえ見ていない。付き合っているという事実が一人歩きしていた感がある。そもそも川上がメイド好きなんてちょっと話せばわかることだ。

　裕香さんは質問を続ける。

「告白はどちらからだったの？」

「彼がしてくれました」

「それから彼に好きって言ってもらえた？」

「……いいえ。告白してくれてからそういう話はしていません。というより、彼はわたしをまだ好きでいてくれているのでしょうか……」

　ティーカップを置くと裕香さんは診しん断だんを下す女医のように言った。

「つまり、あれね。付き合いだしたけれど、何を話していいかわからない病気。特に川上君って子はちょっと口が重いタイプみたいだから会話が続かないんでしょ？」

「……はい」

「それで世間話も満足にできない」

「……そうです」

「そして彼が何を考えているかわからないから、あれこれ考えてしまう」

　あ、それはわかる。

　高柳君もそれほど口数が多い人じゃないから、つい言葉の裏まで考えて不安になってしまうんだ。それにあの妄想少女が現れてから、さらにわからなくなってしまった。仲居ちゃんとは少し違うけど、彼と満足に話せていないのはわたしも同じだ。

「佐島君のお姉さん！　彼の考えていることがわからないときはどうすればいいんですか!?」

「その前にひとつ。『チェス盤をひっくり返す』って言葉は知っているかしら？」

「チェスで遊んだことがないのでわかりません」

「思考法の一種なの。チェス盤を一八〇度回転させて、相手が進めている駒から戦術や思考を読み取る。簡単に説明すれば相手の立場に立って考えてみるってことね。この場合、仲居さんが川上君の立場だったら現状をどう考えているかしら？」

　川上の立場で考える……。世間話もままならない二人。彼らの心境をひっくり返して川上になったつもりで考えてみると……。

「あ。会話が少なくて、仲居ちゃんが何を考えているかわからないで不安に思っているのでは……」

「きっとそうだと思うわ。それとこれが重要。あなたは彼に『好き』だと言われなくて不安なのよね。逆に仲居さんは彼に『好き』って言ってあげた？」

　裕香さんは仲居ちゃんを正面に見据えている。わたしも彼女に視線を移すと仲居ちゃんは、忘れ物を指摘されたような顔をしていた。

「仲居ちゃん！　まさか、言ってないの!?」

「あ、あの。告白してもらって交際すれば同じ意味になるんじゃないんですか？　旅行に誘われてもお受けしましたし」

　弁明でもするかのように慌ててそんなことを言う仲居加奈。

「だから『チェス盤をひっくり返す』の。彼はあなたから『好き』と言って貰もらえていない。それなら川上君は仲居さんより不安に思っているかもしれないわ」

「そうだよ。あ、今からでも好きだと一〇回くらい叫んで来なよ。それで解決だ」

「そ、そんな。す、す、す、好きなんて恥ずかしくて言えませんよ！」

　裕香さんでなくても読み解けた。この子、男の子と付き合うのが早すぎたんだ！　そして、裕香さんは仲居加奈の性格をわたしより深く読み取り、解決方法を提示した。

　美しい女子高生は迷える中学生に持っていた本を差し出したのである。それはピンク色のポップな表紙。

　この本は……

「ラブレターの書き方？」

「そうよ。直接言えないのであれば文字にすればいいわ。人類が発声の次に生み出した伝達手段は文字で気持ちを伝えること。相手に直接言えないことも文章に綴つづれば想いが届けられる。お互いに口が重いあなたたちのケースでは有効ではないかしら？」

　こ、古典的な方法だ。しかし……

「たんまです。仲居ちゃんの場合、告白されているし、付き合っているのだからラブレターはちょっと違うんじゃないですか？」

「いいえ、ラブレターは愛を綴る手紙。告白のきっかけを作る役割もあれば、愛を深めるツールにもなる。恋愛が継続しているカップルが送り合うことは少なくないし、媒体を携帯電話のメールに置き換えれば恋人なら自然にしていることよ。仲居さんは彼から告白されて嬉しく思っている。それなのにその気持ちを伝えきれず、そのことが彼と気まずくなっている原因にも思えるの。どうかしら？　メイドを目指すより、現実的で有効だと思うけど」

　裕香さんはメガネを胸ポケットに戻した。そして、彼女の琥こ珀はく色いろの瞳が仲居ちゃんに向く。その視線を追うと自他共に地味と認める仲居ちゃんの瞳には逬る熱い魂があった。裕香さんからの助言を得たことで仲居ちゃんは無力な少女から兵つわものへと変わったのだ。

「どうか佐島君のお姉さん。わたしにラブレターを書く手ほどきを」

「ならば例文を読み上げましょう」

　裕香さんは長い髪を軽くかき上げると、左手に『ラブレターの書き方』を持ち、信徒に聖書の教えを伝える修道女の如くページを開いた。書物に愛された女子高生の唇が甘い口づけを交わすように空気を震ふるわせ、恋文を読み上げた。





　　『愛するあなたへ』

　　あなたとはいつも会っているけど、こんな風に手紙を書くのは初めてだよね。

　　なんだか照れてしまうけど読んで欲しいな。私の気持ちを。




　　初めはあなたの顔を見たくて、無理に用事を作ってあなたのそばに押しかけました。

　　あなたは知っていましたか？

　　眼が合うたび、私は一日を幸せに過ごせたことを。

　　放課後、部活しているあなたを見るために校庭へ覗きに行ったのを。






　ああ！　わかる！　わかるよぉ。まんまわたしじゃないか。高柳君と眼が合うだけで幸せになったし、野球部を何度覗き見したことか。

　わたしは裕香さんが読み上げるラブレターに引き込まれた。

















　　そして、あなたも覚えているあの日、私は気がついたの。






　何に!?　何に気がついたの？





　　私にはあなたが必要なんだと。






　やっと、気がついたか！　そうなんだよ。わたしたちには彼が必要なんだよ！





　　あなたの笑顔が見たい。

　　あなたの笑い声が聞きたい。






　うん。見たいし、聞きたい！





　　もっとあなたのそばにいたい。






　そばにいたい！





　　どうかこの気持ちに返事を下さい。

　　待っています。






　ラブレターの差出人に幸あれ！




　わたしは裕香さんが読み上げた「恋文」の虜とりこになった。まるで恋の天使に矢で射い貫ぬかれたように全身が愛で満たされ、口からはラブレターへの返事が無意識に出た。

「……裕香お姉様。一生をあなたに捧ささげます。どうか、わたしと所帯を持って下さい」

　裕香さんはニッコリ天使のような微笑みを、わたしではなく仲居ちゃんに向けて言った。

「どう？　気持ちを文にするだけ。メイドになるより簡単よ？」

「はい！　彼への想いや不安を感じているこの気持ちを手紙に綴ります。これなら恥ずかしくないし、自分の気持ちを整理して伝えられるはずです！」

「そうね。手紙としての形式は無視して話し言葉で書くことをおすすめするわ。その方がストレートに気持ちが伝わるはず」

「わかりました！」

　早速、便びん箋せんとペンを借りて川上へのラブレターを書き始める仲居ちゃん。

　さすが、裕香さんだ。

　不器用な仲居ちゃんに手紙というツールは的確なチョイスである。ラブレターを書いている仲居ちゃんを大人の眼差しで見守る裕香さんに尋ねた。

「裕香さん。貴女様には恐れ入りました。出口の見えない迷宮に彷徨さまよう娘へラブレターという道みち標しるべを与えたその手腕や見事の一語。さきほどの悩みを聞き出す巧たくみな言葉回しといい、さぞ恋愛経験豊富なのでしょうね」

　すると、書物を愛する年上の女性は言った。

「これまでわたしが語ったことは、『完全恋愛マニュアル』の第二章三節から第三章冒ぼう頭とうまでの引用よ。恥ずかしながら、男性とお付き合いしたことはないの。高二になるというのに片思いのままね」

　うぉい。さすが現実とファンタジーの間に生きる書物に愛された女だ。それなのに恋愛ハウトゥー本をしっかり読んでいるあたりに乙女心がくすぐられてしまう。こんな美人が夜中に『ラブレターの書き方』とか『完全恋愛マニュアル』を読みながら、片思いの相手を想って悶もだえているのだ。それにしてもこの女性、いったいどれほど難易度の高い男を攻略しようとしているのか？

「裕香さん！　貴女様の恋のお相手はどなたなのです？」

「聞きたい？」

「はい！　お聞かせ頂ければ日頃お世話になっているお礼として、微力を尽くす所存であります！」

　けれど、裕香さんは苦笑いのような不思議な表情を浮かべ「あなたの助けが借りられればどんなにいいことか」と独り言のように言った。そして、物もの憂うげに溜め息をつく姿を見て、大人の恋愛の一端に触れた。きっと裕香さんの恋愛は片思いだとか、好き嫌いで思い悩むレベルの恋愛ではない。わたしは大人な彼女を見て、自分がまだ中学生であることに少しホッとしてしまった。
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　それにしてもラブレター。

　いつかは贈られてみたい手紙である。

　わたしの隣では今まさにそのラブレターが仲居ちゃんの手によって書かれている。今時ラブレターなんて古典的だと思っていたが、さっきの朗読を聞いて認識が変わった。たぶん古こ今こん東とう西ざい、好意を伝えられて嬉しくない人はいないだろう。

　ああ。わたしも欲しい。ラブレター。高柳君からのラブレターを貰いたいと切に思う。たぶん、彼は書きそうにないけど。

「書けました！」

　ラブレターに思いを馳せていると、無意味に元気のいい声が佐島君家ちに響いた。仲居ちゃんが『ラブレターの書き方』を手本にして書き終えたようだ。

「どれどれ。この峰倉あすみが添てん削さくしてあげよう」

「お、おねがいします！」

　頰ほおを赤らめる仲居ちゃんから書いたばかりのラブレターを受け取って開いた。きっと仲居ちゃんのことだから乙女心全開な内容だろう。

　しかし、一行読んだだけでわたしの脳細胞は破壊された。

「なんだこりゃ!?」

　書かれていたのはまるで官能小説みたいなことばかり。この一行なんかは特に酷い。

「貴男あなた様のご尊そん顔がんを眼にしただけで愛の蕾つぼみに蜜みつが滴したたります」

　これは文字にモザイクを書けるべきである。

　愛の蕾＝アレだし、ご尊顔＝アレだ。この一行だけじゃない。全文通して読むとさらにハイクオリティになってしまう官能的なラブレターである。何でこんな文になってしまうのか。

「……仲居ちゃん。はっきり言うが君はエロい。それにこれではラブレターではなく、デートクラブの営業レターだ。というより君は官能小説を書く才能があるのでは……」

「なんてことを。佐島君のお姉さん！　あすみさんは文字が読めないようです！　どうか文面のチェックをお願いします」

　裕香さんがティーカップにブランデーを数滴垂らして、書き立ての恥ずかしい手紙を読み始めた。

「……そうね……単刀直入に言うと自分の気持ちが文章から溢れすぎているわね。これでは殿との方がたが混乱してしまうでしょう。それにちょっと背伸びをし過ぎというか、欲求に素直すぎるというか……もう少し、奥手な自分を意識しないと彼に気持ちが伝わらないと思うわ」

　わたしと同じような内容のダメ出しだというのに、仲居ちゃんは真しん摯しに受け止め、便箋を丸めた。そんな繰り返しが一○回も続くと、わたしは飽あき始はじめて、裕香さんは累るい積せきブランデー量がティータイムの限度量を超えて眼を潤うるませた。

「……ねぇ仲居ちゃん。なにも今ここで書かないでもいいだろう。その本をお借りして家でゆっくり書けばいいのではないかね？」

「た、たぶん、ここで書けなければ川上君との関係は改善しないはずです！　どうか今少し時間を！　家で書いたら何もかも失敗して一生独身でいることになるでしょう！」

　何で自分を追い込んでるんだ。この娘こは。

　グデグデな時間が流れ、日が傾かたむきかけた頃、玄関の方が騒そう々ぞうしくなった。佐島君が帰って来たみたいだ。高柳君を追いかけた時、すぐ戻ると言っていたけど、ずいぶん遅い帰宅だ。

『どう？　あすみ。仲居ちゃんの悩み事の解決に進展はあった？』

　リサがひょっこりとドアから顔を出した。高柳君に『活』を入れるとリサは言ってたが、佐島君は彼とどんなことを話してきたのか……なんとなく一仕事終えたような顔をしている。

「おかえり、リサ。仲居ちゃんの方はいろいろあってメイドへの変身からラブレターを書くことに落ち着いたよ。詳しくはわたしの頭の中を勝手に覗いてくれていい。そっちはどうだった？」

『実りある会話をしてきたわ。彼が嫉妬全開男で驚いたわ……』

「高柳君が!?　詳しく聞かせて！」

「だめ。これ以上は男同士の秘密なの。それより、あすみに会わせたい人がいるわ』

「わたしに？」

　佐島君が来客を通す声が聞こえ、ほどなくスリッパの足音が近づいて来た。佐島君と共に現れたのは。

「ちわっす。峰倉ちゃん」

「沢田!?」

「おひさしぶりです、峰倉さん」

「わお、仁島さん!?」

　なんと来客は《殺人未遂犯》沢田和久と《図書室の救メ世シ主ア》仁島祥子のお二人様だった。
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「ちょ、ちょっと待って!?　二人が一緒ってことは沢さわ田だの痛い告白は成功してたの!?」

　仁に島しまさんと沢田が二人並んで佐さ島じま君家ちに来たものだから驚いて椅い子すから転げ落ちた。ぶっちゃけ修了式での「人生を捧ささげます」的な発言が仁島さんに受け入れられるなんて思ってなかった。仁島さんの好みと沢田の軽い性格は対極に位置している。

「峰みね倉くらちゃんが言うとおり告白大成功ッス。これも君のおかげかも！」

「ご、誤解です、峰倉さん！　この人が勝手に付きまとうだけです！　今日だって朝からずっと自宅の前にいて、私どうしていいのか。どうか助けて下さい」

　ああ。そういえば、沢田ってストーカー体質だった。まったく犯はん罪ざい臭しゆうが常に漂う男だ。

「沢田よ。仁島さんにつきまとうのはやめなさい！」

「いやいや。命懸かけて守ることにしたんで、祥さち子こさんのそばを離れられないんだ。ストーカー男に狙われたら大変だしね。祥子さんって美人だから心配でしかたないんだ」

　お前こそストーカー男であろう。

「わ、私は一人でも平気ですから。自分の身は自分で守れますし、守って貰もらう理由もありませんし。それに名前で呼ばないで……」

「なら、サッチーだ。一気に関係が進展した感じだぜ」

　呆あきれて肩を落とす仁島さん。そんな彼女の肩をさりげなく引き寄せる沢田。

「ですから、一メートル以内に近づかないでってお願いしましたよね」

「ほら、直径一メートルまでオッケーが出てる。サッチーの寛かん容ようさがオレを力づける」

「半径です！　この人をどうにかして下さい、峰倉さん！」

　……なんだよ、たった一○日程度で急接近かよ。沢田め。ついこの前まで「イメージを壊したくない！」とか言って話すこともできなかったくせに、今度はベッタリだ。すっげぇムカつくので沢田を蹴け飛とばして、仁島さんを引き寄せてあげた。

「沢田！　仁島さんに迷惑をかけるのはわたしが許さん！」

「……ああ、峰倉さん」

　なんか、うっとりわたしを見る仁島さんが愛おしい。春色カーディガンと薄うす地じの白いロングスカート。明らかに修了式で見た時よりも頰ほおに瑞みず々みずしさが戻ったように見える。いい傾向だ。

　あの箱はこ根ね山中での生いき埋うめの後、わたしは彼女に助けてもらったお礼に行き、それから彼女に乞こわれて高たか柳やなぎ君のところへ手を怪け我がさせたお詫わびに行くのに付き添った。それで一連の騒ぎは「おしまい」になった。すでに彼の怪我も癒いえたし、三人も人命を救った仁島さんのことを誰だれも悪く思っていないのだ。

「洋よう平へい。クラスのお友達？」

「えっと、この軽そうな男が沢田って奴。こちらは仁島さん。姉さんと同じで本が大好きな図書委員だよ」

　裕ゆう香かさんがニッコリして二人の訪問者に挨あい拶さつする。沢田が「今度、ブックカフェ行きませんか？」とナンパし、仁島さんは「図書室のシステムを考案した《神様》にお会いできるなんて感激です」と握手を求める。島中のやたら調べ物をしやすい仕組みを作ったのが島中ＯＧである裕香さんだとわかって妙に納得した。

「ところで沢田よ。その頰の腫はれは何？　ケンカでもしたの？」

　さっきから沢田の頰が赤く腫れているのが気になっていた。すると沢田は頰をさすりながら「道でこけた」と笑い、仁島さんが「注意力が散さん漫まんな人です」と呆れた。中三になろうというのに路上で顔面ダイブするのはさすがに不注意だと思う。

「それで何しに来たの？　二人揃そろって」

　まさか、佐島君と仲良く遊びに来たのではあるまい、そう尋たずねると沢田が答えた。

「ああ、こないだ迷惑をかけたんで、ちょっと詫びを入れようかと……」

「……沢田君、峰倉さんに乱れた言葉を使ってはいけません。敬語を使ってください」

　仁島さんが睨にらむ。

「はい、すいません。先日、峰倉さんと佐島君には大変な迷惑をかけたのでお詫びしようと訪問させていただきました。今度、ライブを開くんで……」

「ライブを開催しますので」

「……ライブを開催しますので、ご都合がよろしければご招待させていただきたいと参上しました」

「よくできました。言葉づかいには気をつけるようにして下さい。特に峰倉さんには敬意を払うのです」

「わかりました」

《図書室の聖女》こと、仁島祥子の新たな一面を垣かい間ま見た気がした。

『すっかり調教されてるわね、沢田君。この光景を見たらサチコも喜んだでしょう』

　リサの「調教」という表現はどうかと思うが、ＤＱＮな沢田が人並みに幸福そうなのは間違いなく彼女を喜ばせるだろう。

　願いが叶かなって消えた妄もう想そう少しよう女じよサチコ。あの沢田＆サチコのユニットには迷惑をかけられたけど、幸せならばわたしは嬉しい。それに、二人の様子を見て安心した。一時、転校の話まで出た仁島さんだけど、沢田の軽くて軟なん派ぱな体質が妙な具合に役立っているようである。この様子なら中三になっても心配することはないだろう。

「ねぇねぇ峰倉ちゃん。もちろんライブに来てくれますよな？　無タ料ダで招待いたしますですぜ」

　変な言葉づかいになった沢田は、メッセンジャーバッグからチケットを取り出してわたしに見せた。簡単に偽ぎ造ぞうできそうな緑色のチケットだ。

「へぇ、ライブか。中学生で演奏活動をするなんて大したもんだ」

「ただのライブじゃない。今度のは全身全霊を込めたビッグライブだ。来てくれれば必ず満足させる」

「いつやんの？」

「三日後」

　受け取った緑色のチケットには「ワンドリンク５００」と印字されていた。意味不明。リサがわたしの脳内が空白なのを見抜いて教えてくれた。

『あすみ。ワンドリンク５００というのは５００円のドリンクが一杯無料ってことよ。ライブハウスの形態にもよるけど、基本的にはステージを備えた飲食店という仕組みになっているから、ドリンクの引換券を買ってお店に入るの。沢田君がくれたのはそのドリンク券だから、実質的には招待券ね』

　ライブハウスってそういうとこなんだ。

「リサは詳しそうだけど行ったことあるの？」

『いいえ、初めてよ。裕香姉さん風に言えば、新宿ウォーカーの五五ページに書いてあったから知っている……かしら？』

　背伸びしているのがばれたかのように照れた笑いをするリサ。この笑い方、裕香さんと似ている。どうやら、佐島君はお姉さんのこういう笑い方が好きらしい。

「来てくれるか？　峰倉ちゃん」

　興味はあるけどライブハウスって怖そうだ。不良の巣そう窟くつっぽいし、足を踏み入れたら薬漬けにされるとか聞いたこともある。それに、額に「殺」とか書いたデスメタル界の帝王にスカートを捲られそうで行くのが怖い。

「すでに高柳は誘い出した」

「行く！」

　沢田が満足そうに笑った。彼が行くならどこへでも行かなくてはならない。それに沢田の意図もわかる。高柳君と一緒に招待することでこの間の非道を「チャラ」にして欲しいってことだろう。けれど、この沢田という男、わたしに何か期待しているようだ。これ見よがしに仁島さんへ視線を送っている。

「もちろん仁島さんも行くんだよね？」

「え？　は？　私がライブに？」

「仁島さんと一緒に歌を聞きたいな」

「わかりました。峰倉さんが行かれるなら、ご一緒します。きっと家族も許してくれるでしょう」

　彼女の後ろで深々とわたしに頭を下げる沢田。速攻で貸しを作ることに成功した。ドリンクチケットを無くさないよう財さい布ふの中へ厳重にしまい、ちょっと大人を感じさせるライブハウスについて思いを馳はせると、皆の視線がテーブルの一角に集まっているのに気がついた。

　仲なか居いちゃんがまだラブレターを書いている。しかも、知恵熱でも出しているのかメガネが曇くもって暑っくるしい。

『だいぶ苦戦しているみたいね……頭がオーバーヒート寸前よ？　なぜか彼女の頭の中に「独身」や「孤独死」なんてネガティブな単語が渦うず巻まいているし、可か哀わい想そう。よっぽど将来独身ですごすことを恐れているようね……まだ中学生なんだから心配する必要ないのに』

「仲居ちゃんや。そろそろ七時近い。早く書き上げないと一生独身で過ごすことになるぞよ」

「ひぃ」

『あすみ。あなた最低ね』

「ね、ね？　峰倉ちゃん。このリア充の片割れはなにしてんの？」

　興きよう味み津しん々しんの沢田や他の面々に事情をかいつまんで説明した。すると、思いがけず沢田がいいことを言った。

「書くネタに困ってるなら、オレのライブに誘えばいいじゃん。仲を取り戻すきっかけが欲しいなら最適っしょ。今回はラブソングばっかり歌うよ。雰ふん囲い気きバッチリ」

「……なるほど。沢田君はいいことを言いますね。仲居さん、そのラブレターを招待状にしてはどうでしょうか？」

　これは名案かもしれない。未だに「あなたに大事な物を差し上げます」とか書いていてはいつまで経たっても書き上げられないだろうし。

「どう思います？　裕香さん」

「素敵な考えだと思うわ。仲居さん、今まで書いた内容をまとめ直して招待状にしたらどうかしら？　それも立派なラブレターになると思うわ」

「はい！」

　ずっと「う～ん、う～ん」と文章の迷宮を彷徨さまよっていた仲居ちゃんだったが、頭の中で縺もつれていた糸が解ほぐれたかのように便びん箋せんを埋めていく。書き終えた「ラブレター」を裕香さんに差し出すと、

「非の打ち所のない名文ね」

　そう神様は仰おつしゃった。

　ちょっと盗み見ると「――わたしの気持ちをラブソングにできればいいのに」といった乙女おとめ心ごころにガツンと響くフレーズが書かれていた。さらに歌の歌詞みたいな美しい言葉が書き連ねられ、まさしく彼女の気持ちが刻まれた名文と言えるものだった。

　物事、何が幸いするかわからない。沢田がここへ来たおかげで、裕香さんが唸うなるほどの恋文が書き上げられたのだ。

「ふむ。助言や見事。やるじゃないか、沢田。見直したよ」

「やる時はやる男みたいですね」

　仁島さんが何気なくそう褒めると、沢田は乙女的な表情を浮かべて身み悶もだえた。

　――彼はやる時はやる男です。

　いつか妄想少女サチコが口にした言葉を思い出した。妄想した通りの祥子サチコがそこにいる沢田。すごく羨うらやましい。

　仲居ちゃんが手紙を書き終えたのを潮に、佐島君家をお暇いとますることにした。すでに七時を過ぎて外は暗くなり、街がい灯とうが道路を照らしている。

「それでは、さっそく手紙を出してきます！」

「これから!?　仲居ちゃんよ。あんた、彼氏の家を知らないんでしょ？」

「川上ん家ちなら、オレ知ってるけど」

　沢田がもうひとついいことをしようとするが、ここでまたこいつに借りを作りたくない。

「あんたは仁島さんを責任もって家まで送って帰りなさい」

「まさかのナイスアシスト!?」

「わ、私は一人で帰れます。峰倉さん……！」

「仁島さんよ……友達として女子の一人歩きは心配なんだ。この男、君にだけは危害を加えない。それどころか暴漢が襲ってきたら身を挺ていして守るだろう。ならば、こいつを盾にして自分だけ助かればいい。そうすれば、また君と会える」

「峰倉さんがそういうなら……」

　こうして沢田はやたら張り切り、それとは対照的に仁島さんは「直径一メートル以内に入らないで下さい！」と悲鳴を上げながら行ってしまった。直径と半径を間違えている仁島さんが可愛くてならない。

　仁島さんとは中三でも同じクラスになりたい。きっといい友達になれる予感がする。

「峰倉さんのアフターケアには恐れ入るよ」

『佐島君の言うとおりね。あの様子なら仁島さんは三年生になっても安心。よかったわ』

　リサと佐島君も褒めてくれるし、上出来だ。

「よし、仲居ちゃん。本日最後のイベントに出発だ。たしか奴の家は四丁目。その手紙を出しに行くぞ。川上ん家の郵便受けに直接投とう函かんだ」

「わぁ」

「ちょっと待って二人とも。今夜は止よした方がいいわ」

　思いがけず、裕香さんに止められた。

「善は急げ、急がば走れ。暗い夜道も二人で渡れば怖くない。せっかく裕香さんのお墨すみつきが出た手紙です。すぐ出しに行きたいんですけど。ねぇ、仲居ちゃん」

　頷く仲居ちゃん。

　しかし、裕香さんは自らの実体験を交えて、手紙を出しに行こうとするわたしたちを止めた。彼女曰く、「日の光を浴びたラブレターは翌日見ると恥ずかしさが増す」らしい。

　ラブレターを書いたことがないのでわからないけど、なんとなくわかる。

　それに書いた本人でさえ恥ずかしく思う手紙なら、受け取った人は恥ずかしさを通り越して痛さを感じるだろう。たしかに気持ちを静めてから、あらためて文面をチェックした方がよさそうだ。

「それとね、その手紙は彼に直接会って渡すべきだと思うの」

「直接ですか!?」

「そう。会話をするのを怖がっていては何も進展しないわ。上う手まく話せなくても、その手紙を渡せば気持ちは伝わる。ラブレターが保険の代わりになるわ」

　そっか。裕香さんはこのためにラブレターを勧めたんだ。たしかにポストへ入れて反応を待つより、ずっといい。そして、裕香さんはもう一つ、仲居ちゃんの意欲を高めることを言ってくれた。

「それとね、仲居さんは自分の顔に満足していないみたいだけど、わたしが読み解くところ綺麗な顔をしているわ」

「わたしが綺麗？　そんなことはありません……一ひと重えまぶたは重いし、そばかすが酷いし、鼻だって低いし……」

「いいえ。綺麗よ。恋をしている女性は美しい。あなたみたいな子はちょっとしたきっかけでイメージが変わると思うの。精一杯のオシャレをして彼の家に行くといいわ。彼の中にあるメイドさんへの幻げん想そうを打うち砕くだくくらい素敵な服を着て行くの。そして、手紙で言葉を補えば安心して彼とおしゃべりを楽しめるはずよ。さ、今日はしっかり休んで明日に備えなさい」

　恋をしている女性は美しい……か。

　たしかに川上のことを一生懸命考えている仲居ちゃんは可愛い。たしかにあいつと付き合う前とは表情がまるで違うし、すごくポジティブだ。こうして応援しているのも仲居ちゃんが恋をしている姿が綺麗だからかも。

「二人とも。川上の家の地図を書いておいたよ。郵便ポストが目印になるから迷うことはないと思う」

「お、さすが佐島君。気が利きくねぇ」

　佐島君はいつ書いたのか手書きの地図をわたしにくれた。相変わらずよく気がつく男子だ。

「何から何までありがとうございます。佐島君のお姉さん」

　わたしと仲居ちゃんは裕香さんにお礼を言って、佐島邸を後にした。

　数歩進んだところで「がんばってね、仲居さん」と心を震わすエールが送られ、振り向くと裕香さんが胸の辺りで手を振っていた。




　――わたしもこの人みたいに綺麗だったらいいのに。




　もし、わたしが裕香さんみたいに年下の悩みに手を貸せる余裕のある人間であれば、高柳君の気持ちは離れず、妄想少女なんて生まれる隙すきはなかったはずだ。

　大人で綺麗な彼女を見てそう思うと、夜風になびいた裕香さんの姿がふと高柳君の妄想少女とかぶった。

　どことなく裕香さんの大人っぽい雰囲気があいつと似ている。顔がそっくりというわけではないけど、優しげで知的な眼差まなざしやほっそりした身体のラインはあいつと通じるところがあるように思える。

　いったい、あいつは何者なのだろう……。

　せっかく、いい気持ちだったのに、あの綺麗すぎる妄想少女を思い出して気持ちが沈んでしまった。

　リサにはネガティブ厳禁だとは言われたけど、やはり自分の持っているポテンシャル……特に顔を「あいつ」と比べてしまうと越えられない壁を感じて気落ちする。

「――素敵な方でしたね、佐島君のお姉さん」

　坂道を下りながら、ポジティブさを取り戻した仲居ちゃんが明るい声でわたしに言った。

「お、おう。そうだね。さすが佐島君の人格形成に影響を与えたお姉さんだと思うよ。あの女ひとみたいに綺麗だったら困ることはないのになぁ」

「そうですね。わたしもあの方みたいになりたいです。顔はともかく性格だけでも近づければ川上君も見直してくれるかもしれないですし」

　仲居ちゃんはほんの少しの間に変わった。

　わたしが「裕香さんみたいだったらいいのに」と悔やんでいるのに対して、仲居ちゃんは「彼のためにそうなりたい」と考えているのだ。

　過去形と未来形。

　仲居ちゃんの眼は希望に満ちている。仲居ちゃんの手伝いをしているけど、わたしは瞳の輝きを取り戻す方法を教えて欲しい。

「ねぇ、川上から何て告白されて付き合いだしたの？」

　ふと仲居ちゃんを見ていたら川上に何と言われて告白されたのか聞きたくなった。突然の質問で躊ちゆう躇ちよされるかと思っていたが、仲居ちゃんは意外にも夜空を見上げて教えてくれた。空には乙女座のスピカが見え始めていた。

「屋上に呼び出されて言われました。あれは書かき初ぞめ事件が解決した日でした。最初、何で呼び出されたのかもわかりませんでしたし、屋上に上がってからもしばらく何も言われなかったので実は怖かったんですけど、突然、『好きだ。ずっと俺と一緒にいて欲しい』って言ってくれたんです。多分、川上君はその時、凄く緊張していたと思います。汗をたくさんかいていて、足が震えていました。だけどそれが凄く誠実に感じられて、その……『わたしでよければ』と答えました」

　川上らしい告白だ。

「嬉しかった？」

　仲居ちゃんは手にしていたラブレターを抱きしめると、頰を染めて言った。

「そりゃもう。地味で影が薄いって言われていたこんなわたしが『ずっと好きだった』って言われたんですから。笑われるかもしれませんけど、彼にそう言われる以前の記憶がモノクロになったくらいです。これから新しい人生が始まるんだなぁ、って思いました」

　多分、大人が聞いたらこの会話を笑うかもしれない。だけど、わたしはただ羨ましかった。もし、高柳君から「ずっと好きだった」なんて言われたら、今以上に彼を好きになれると思う。けど、今のわたしにはそう言われる可能性が消えつつある……。

「あすみさん……彼はわたしをまだ好きでいてくれているでしょうか？」

　彼の告白を嬉しそうに話していた仲居ちゃんの口調が急に変わった。驚いて彼女を見ると泣くのを堪こらえているような顔で、手に持っているラブレターが震えていた。

「い、いきなりどうしたのさ？　大丈夫だよ。川上から告白してきたんだし、たった三カ月で愛が消えるなんてないよ」

「でも、川上君が『好き』って言ってくれたのは、ただの成り行きだったかもしれないです。わたしはこんな顔だし、鼻も低いし歯並びだって悪い。何の取とり柄えもないことを付き合ってみてわかったのかも……」

「考えすぎだって」

「でも」

「裕香さんも言ってたでしょ？　会話ができていないから不安になるってさ。最近、気まずいってのもホテル行ったのが原因じゃなくて、仲居ちゃんみたく川上も君と上手く会話ができていなくて不安なのかもよ」

　仲居ちゃんはわたしが思っている以上に今後への不安を感じている。

　わたしも彼女も根っこは同じだ。好きな人のちょっとした仕草や態度に不安を覚えて、悪い結末ばかり考えてしまう。そして自己否定ばかりしている。わたしは今朝リサとした会話を思い出した。

「ネガティブな女に惚れる男なし」

「え？」

「仲居ちゃんは自分が言っているほど変な顔じゃないよ。鼻は可愛い形をしているし、君が気にしている一重まぶたも誰も気になんてしていない。それどころか一重まぶたのモデルさんは大勢いる。なにも二重が絶対に良いってわけじゃない。ぜんぜん問題なしだよ」

「でも、こんなわたしじゃ……」

「仲居ちゃん？　『こんなわたし』は禁止にしよう。そんなこと言ってるんじゃ、ネガティブになる一方だよ。わたしは仲居加奈が好き。『こんなわたし』って言う仲居ちゃんは嫌い。わたしなんかに嫌われるんじゃ、川上にだって本当に嫌われてしまうよ」

「……あすみさん」

　仲居ちゃんの張り詰めた表情が少し緩んだ。

「きっと大丈夫。好きでいてくれているよ。だって、君がそう願っているんだし努力だってしているんだから大丈夫じゃなきゃいけない。だから笑っていてよ。その方が可愛いんだから」

　そう言ってあげると、仲居ちゃんは「ありがとうございます」と、ぎこちない笑い顔を見せてくれた。全部リサの受け売りだけど、仲居ちゃんが元気を取り戻してくれるなら彼女も喜んでくれる。

　こんなに川上のことを想っている仲居ちゃん。この悩んでいる姿を川上に見せてやりたい。そして、二人でまた並んで歩いて欲しい。

「明日、このラブレターを渡して、お話ししてきます」

「そうさ。その意気だ！」

「あの、そのことであすみさんにひとつ相談が……」

「何でも言ってよ」

　仲居ちゃんはわたしが貸した服の胸元を撫でた。

「川上君のお家に行くにあたって、服を買いに行きたいんです。できれば、あすみさんに洋服を選んで欲しいなって……」

「もちろん引き受けるよ！　わたしで良ければコーディネートしてあげる。川上をあっと言わせるような服を一緒に選ぼう！　さっきみたいな暴言は吐かせないような絶対に可愛い服を買うんだ。そうだな、あいつがメイドフェチを返上して仲居フェチになるような服を着て川上を見返してやろうよ！」

　ぱぁっと、仲居ちゃんの顔が輝いた。

「ありがとうございます！　そうと決まったらお年玉を下ろさないと。総資産を放出してイメチェンします！」

「よし！　全力で手伝うよ！　それじゃ一○時くらいに瀬せ田たが谷や駅で待ち合わせしようか」

「はい！」

「その後、川上ん家に手紙を出しに行こう」

「はい！」

「あいつのメイド妄想に打ち勝とう！」

「はい！」

　仲居ちゃんの笑顔が凄く可愛く見えた。これが恋する乙女の底力なのか。わたしも同じように高柳君からそう見えれば……。

「がんばろう、一緒に」

「はい！」

　わたしたちは春の夜空に輝く乙女座、スピカ、真しん珠じゆ星ぼしに誓ちかった。




　　　　　＊＊＊




　仲居ちゃんとは駅前で別れて、わたしは帰路につかず進路変更。白しろ川かわ通りを東へ進み、明日の準備をするために四丁目を目指すことにした。

　やるからには万全を期したい。

　今夜のうちに四丁目にあるという川上の家の位置を確認して明日に備えたかった。

　谷たに野の川がわこと通称ドブ川の橋を渡る。

　佐島君の地図を見たところ、川上の家は沢さわ野の小の交差点を曲がって水道道路を少し行った先、ヒダマリアパートの近辺のようだ。鶴つるちゃんや亀かめちゃんのマンションとさほど離れていないことが意外だったが、疎そ遠えんな男子の住んでいるところなんて話題には上らないので、そんなものだ。橋を渡った先の十字路を左折……地図をグルリと回して川を目印にして合わせる。ここからは未知の道路。見知った通りから一歩はみ出すと、そこは学区域ではあっても不思議の世界と化す。

　郵便ポストを目印にすればいいと教えられたがまだ見えない。少し心細くなったので鼻歌を歌うと民家の玄関先に繋がれた犬に吠えられた。

　驚きのあまり跳びはねると、街灯の下に赤い郵便ポストを発見。きっと、あれが目印のポストだ。一応、表札を確認しておこうと足を進めた。

　すると、ポスト脇からゆらりと怪しげな人影が現れた。

　わたしはその人物を知っている。

　編あみ笠がさですっぽり頭を覆おおい、黒い着物に紫むらさきの袈け裟さを左肩からかけている。手には鋼こう鉄てつ製の錫しやく杖じようを持ち、高たか下げ駄たを履いた不審人物。こいつの錫杖が軽犯罪法に抵触することを知っているし、医師でもない者がコンタクトレンズを処方してはいけないこともわたしは知っている。

「お、お坊さん！　通学路、女子トイレ、本屋、湖と続いて、今回はポストから登場っすか!?　それとも芦あしノ湖こからドブ川まで下って来たんっすか!?」

「久しいな、峰倉あすみ。まずはよく生きておったと褒めておこう」

　虚こ無む僧そうである。

　わたしに妄想少女が見えるコンタクトを授けた不思議なお坊さんが、ポストの前で待ち構えていた。あの箱根の湖に現れて以来、半月ぶりの再会だ。あの時は星の巡りがどうとか不安を煽あおられたが、「予言」のおかげで窮きゆう地ちを脱することができたとも言える。お礼を言えてなかったことが気にかかっていた。

「お坊さん。まずお礼を言います。あの洞窟に閉じ込められた時はお坊さんが助言をしてくれていなかったら死んでいました。それに洞窟を作ったっていうのも鎌倉時代のお仲間だって聞いた。あの土ど砂しや崩くずれに耐えるとは見事な土木技術だったと次元を超えてあなたに感謝します」

「人並みに感謝ができるようになったか。仏の救いは無む駄だではなかったとみゆる。さて、こうして会えば察しもつくであろうが、またお主の身に災いが起きようとしている。三度目の災いじゃ」

「……まじっすか……仏様にお恨うらみ申し上げますとお伝え下さい」

「仏の顔も三度まで。お主も無礼はこれまでにせい」

　上手いこと言いやがって。

「それより今回は何くれるんすか？　できればラブチェキ五月号がいい。明日、服を買いに行くしさ」

　なんか、編み笠の中のオーラが変わった気がした。仏に四度目はないらしい。これ以上、軽口を叩くと虚無僧が正体を現しそうなので黙ることにした。

「――峰倉あすみよ。想い人、高柳尚なお人とについて注意を払え」

「高柳君!?　彼の身に災いが起きるっていうんですか!?　もし、この身を生いけ贄にえにして回避できるのでしたら煮にるなり焼くなり好きにして下さい」

「残念ながら、すでに不吉は起きていよう。そして、お主の眼であればそれが視えているのではないか？」

　強烈な不安と恐れが同時に胸に広がった。虚無僧の言う災いは彼に現れた妄想少女のことだ。虚無僧は編み笠の奥底からわたしのコンタクトが入った瞳を見み据すえている。

「想い人に『妄想存在』が現れていることはすでに見知っておるな？」

「……ええ」

「そして、その妄想存在は陽炎かげろうの如く浮き出ているのみ。加えて心霊のように透けつつも、身体を濃くし徐々に存在感を強めている。そうじゃな？」

「はい」

「お主はそやつをどう見る？」

　どうってそりゃ……。

　高柳君の気持ちがわたしから離れて別の誰かに移りつつあるってことだ。リサが分析するには現在進行形で「あいつ」に気持ちが傾いているという。

「彼に好きな人ができたと考えています」

「ならば口を開かぬ理由はどう読み解く。愛を語り合うことが恋愛であれば、黙して愛を囁ささやかぬこと不可解に思えぬか？」

　しゃべらない理由？　そう言われてみると、リサたち妄想少女は普通にしゃべる。それどころか、おしゃべりなくらいだ。川上の妄想メイドちゃんはしゃべらないけど、彼女にしても無口で恥ずかしがり屋な「設定」があるから口を開かないだけだ。しかし、高柳君が「あいつ」にそんな設定をするとは思えないし、わたしが心の中でどんなに罵ののしっても反応しないのもおかしい。虚無僧に問われると不思議に思えてきた。

「……高柳君はクールな女の子が好き……なのかな？」

「言うてお主自身が違うと思っていよう。かく言う儂わしも、きゃつが何者かは捉えきれぬ。だが、少なくとも欲求の発散とは考えづらい。口から誘ゆう惑わくを囁かず、表情すら浮かべぬ存在など未だ見たことがない」

　好きな女の子や理想の女性を形にしたのが妄想少女であれば、虚無僧が言うとおり生み出した本人を愛するような行動をとるはず。それにもかかわらず、ただそこにいるだけというのはやはりおかしい。

　虚無僧ですら正体が摑つかめない謎なぞの妄想少女……背筋に冷や汗が伝った。

「つまり、そんな怪しげな『妄想少女』を宿した彼が危険ということ……ですか？」

　わたしは虚無僧の警告をそう理解した。しかし。

「否。異質な妄想を抱いたことが問題なのではない。憂ゆう慮りよすべきは一四年の間、妄想存在を必要としなかった者が求めたことじゃ。自身に置き換えれば理解できよう」

　虚無僧の言葉にハッとした。

　高柳君が妄想少女をずっと宿してなかったということは、彼がわたしをずっと理想の存在として好いてくれていたと考えられる。自惚れではないが、それを前提で彼の心情を思い描けば虚無僧の言わんとすることが見えてくる。わたしより高い次元で好きだった「峰倉あすみ」を妄想少女で塗ぬり潰つぶす。それが意味していることは。

「失恋なんかより酷い状態……」

「左様。妄想存在を恐れる必要はないが、生み出されたことについては注意を払うべきじゃ。その理由がわかればいずれ対処の仕方も見えてこよう」

　やはり理由は先日の一件……だろうか。

　洞窟に佐島君と一晩、閉じ込められた。彼には土砂崩れに遭あった経緯を佐島君や沢田と悪ふざけしたからだと説明している。本当は沢田が仕組んだ仁島さんを救う計画だったのだが、常じよう軌きを逸いつした内容であるし、それに全部説明するためには妄想少女のことも説明しないとならない。そんな隠し事が彼に誤解をさせ、苦しめてしまったのではないだろうか。そのため別の人を好きになりかけている……。

　どうすればいい？

　二文字の言葉が浮かんだ。

　彼に「好き」だと言えば解決できる……。

　わたしがずっと言いたいと望み、彼も求めていたはずの魔法の一言。けれど、同時にあの魔的に美しい妄想少女の姿が頭の中を襲った。

　すでに彼はリサが自分より上だと認めてしまう妄想少女を思い描いている。高柳君から告白されるべく自分を磨くなんてことをしている間に、「好き」という言葉は意味を失っているのではないだろうか。

「どうすればいいでしょう？　お坊さん」

「ひとつ言えることは、対処するならば早い方がいいということじゃ」

　その通りだ。早いうちにどうにかしないといけない。三カ月前、高柳君に「彼女」がいると勘違いして悩んだわたしがそう思うのだから間違いない。なんて迂う闊かつだったんだ。妄想少女とそのオリジナルに気を取られて本質を見逃していた。わたしは「チェス盤をひっくり返す」をしていなかったのだ。彼があの苦しみを負っていたことに気づかなかった自分が情けなかった。

「さて」

　苦々しい気持ちに苛さいなまれているわたしの耳に、虚無僧の声と錫杖の金属音が聞こえた。

「御仏はお主に加護を授けよと望んでおられる。法具を授ける時が再び来た」

「もしやお助けアイテム？」

「左様」

　虚無僧はそう言うと、懐ふところから紫色の包みを取り出した。そして、結び目を解くと見慣れた白い厚紙が出てきた。

「なんすか……これ？」

「うむ。これは仏力宿りし筆ひつ紙しじゃ」

　筆紙というか、年賀ハガキと筆ペンだ。

　虚無僧は筆紙とやらをわたしに恭うやうやしく差し出した。日が昇れば四月だいうのに今頃、年始の挨拶でもしろというのか？

「なんのつもりです？　これが、コンタクト、お守り、ラブチェキに続く新たなお助けアイテムだというつもりですか？　世俗化にもほどがありますよ。それどころか賞味期限切れ」

「要らぬのか？　書けば文面通りに願いが叶う仏宝ぞ」

　虚無僧から年賀状を奪い取った。

　文面通りに願いが叶うハガキ？　噓か真まことかわからないけど、この虚無僧がくれるアイテムは御ご利り益やく満点のミラクルアイテム。しかも、何でも願いが叶うときた。虚無僧め、くどくどとわたしに長話などせず初めからこれをくれればいいものを。

「……本当に願いが叶うんですか？　何を書いてもいいんですか？」













　虚無僧は頷いた。

　ファンタスティック！

　さすがのわたしも常識を超えた年賀ハガキの効力に震えた。だって、これに「わたしの思い通りの世界になりますように」や「願い事を無制限に叶えてくれ」と書けば、たちどころに今抱えている妄想少女の問題が解決する。それどころか世界の王様になったり、宇宙の全てを支配したり、時間さえも操れるだろう。この年賀ハガキと筆ペンがあれば、冗談抜きで高柳君と千年王国を生きられるのだ。

「ただし、条件がある」

「ちっ」

「願いは受取人も望んでいなければならない。さらに願いは一つのみ」

　どうやら「高柳君と永遠の幸福王国で暮らしたい」とは書けないみたいだ。そんなことを書いて彼にハガキを渡したら頭がおかしいと思われる。

　それなら、「好きです。付き合って下さい」……はどうだろう？　いや、叶わないかもしれない。高柳君も同じように思っていなければ意味はないんだ。せめて修了式前にくれればいいものを。

　待てよ？

　そもそも虚無僧が言う条件を突き詰めて考えれば、彼が望んでいる願いを先読みして書かねば効力がないことになるんじゃないか？

　つまりこれは――

「サギだ！　相手も願っていることなら叶う可能性は一〇〇％に決まっているじゃないか！」

「賢さかしくなったものじゃな。追試勉強は無駄ではなかったとみゆる」

「赤点取ったのも知ってるのか、この詐さ欺ぎ師し！」

　奇き跡せきの年賀状は只の年賀状だったみたいだ。しかし虚無僧はわたしの失望に構わず、「この葉書は現世唯一の御仏が下された慈悲。心して使うのじゃぞ」と有り難さをアピールした。

「……こんな年賀状よりコンタクトレンズみたいな『使える』アイテムが欲しかったな」

　わたしは期待を裏切られた気がして年賀ハガキをカバンに突っ込んだ。

「相も変わらず物の価値を計れぬ娘じゃ。年若き者にはわからなかろうが、筆でしか伝わらぬ気持ちもある。大事に使えよ」

「ふんだ。裕香さんから手紙についていろいろ教わったから、お坊さんより詳しいよ。少なくとも季節外れの年賀状にメッセージを書くのは非礼にあたる。ようするに叶う願いも叶わない」

　虚無僧はわたしを無視してアスファルトに錫杖を打ちつけると歩き始めた。どうやら、わたしの物言いに機嫌をそこねたらしい。しかし、わたしの脇をすり抜ける時、




　――繰り返すが、高柳尚人のこと、慎しん重ちように対処せい。




　そう心の中に言葉が伝でん播ぱした。

　テレパシーなんか使われなくてもわかってる。高柳君ときちんと向き合って会話をしなくてはいけない。彼が苦しんでいるならなんとかしないと。




　――焦あせらず急げよ。




　わかってるって。

　それでも一言、お礼を言いたくて振り返ったが、すでに虚無僧の姿はなく、街灯が点いたり消えたりチカチカと点滅しているだけだった。そして、犬の鳴き声が聞こえると、フッと時間が動き出したかのように十字路からサラリーマンが乗った自転車が横切った。どこかの家からは夕食の匂いが漂い出した。

　少し慣れてきたけど、やはり不思議なお坊さんだ。自称「史上最強」だが、その看かん板ばんに偽いつわりはなさそうである。

　ただ、虚無僧がなぜわたしを助けてくれるのかと疑問が浮かぶ。

　中学生の「悪あく霊りよう」なんか相手にしてもお金にはならないだろうし、わたしに救いの手を伸ばしても徳が上がるとも思えない。

　ただのボランティアなのか、それとも……。

　まったく、わたしの周りには不思議が溢れている。だけど、高柳君に対して危機意識を持てるのは有り難い。「あいつ」が見えなかったら、この危機的状況に気づくこともできなかったのだから。

　虚無僧が立ち去ったポストの脇で立ち尽くしていると、不意に道路沿いのアパートからドアがガチャリと開かれる音がした。

　つい驚いてポストの陰に隠れると、二階の角部屋から背の低い男が出てきて、アパートに備えつけられた洗濯機に洗剤を入れると戻っていった。

　虚無僧に気を取られていたが、川上の家を確認しておかなくてはいけない。

　ポストの陰から出ると、今度は二階から人が下りてくる気配がした。そして、その気配はアパートの門を通り抜けると、わたしの前で止まった。

　アパートから下りてきたのは見知った顔。仲居加か奈な……ではなく、彼女を三倍綺麗にしたメイド、川上の妄想少女だった。

「何で君がここに？　……って、聞いても答えてはくれないか。無口なメイド設定だしね」

『いえ、お答えします。私は川上様のためだけに働くオールワークスメイド。したがって、彼のお世話をすべくここにおります。いらっしゃいませ峰倉様。ご来訪嬉しく思います』





[image: ]







「か、川かわ上かみメイドがしゃべった!!」

　突然、妄もう想そうメイドが現れたことより、わたしはそちらの方に驚かされた。しかも仲なか居いちゃんと同じ声だがはるかに凜りんとした麗うるわしい美声。どう麗しいのかと問われれば、アニメの新人声優とベテラン声優くらいの差がある。

　そして、格かつ好こうにも驚かされた。パンツ丸出しではなくスカートを穿はいているのだ。彼女を見るたび、パンツの色と柄がらに期待していた身としては残念極まりないが、非の打ち所ないメイドスタイルである。

「ついに川上に理性が目覚めたのかァ!?」

『いえ。八時になりましたので川上様から休きゆう憩けいを頂いております。スカートを穿いているのは休憩中のためとお察し下さい』

　どうやら勤務時間外ならばスカートを穿けるようである。過か酷こくな労働だ。

「ということは、無口ってのも川上にそう命じられているから？」

『仰おつしゃるとおり勤務中の不必要な会話は禁じられています。どうか、これまで無視していたような態度、お許し下さい。そして、あらためて自己紹介をさせていただきます。私の名前はカナ。恐れ多くも若奥様と同じ名前の使用人でございます』

　脚を交差させて軽くスカートを持ち上げる川上メイド。

　ようやく本名を知ることができた。しゃべることがなかったのでわからなかったがやはり仲居加か奈なと同じ「カナ」という名前だ。

　それにしても、休憩中だというカナは僅かながら表情にも年相応な中学生らしさが見られる。学校では本職のメイドさんにしか見えないが、休憩中の彼女は中学生がコスプレしてメイド姿をさせられているようで、背徳感が増している。

「ところで、何でアパートから出てきたの？」

『それは２０１号室が川上様ご一家によって賃貸契約を結ばれているお屋敷だからです』

　このオンボロアパートをお屋敷と言う川上メイド。虚こ無む僧そうの出現で気を取られていたが、郵便ポストのそばが川上の家だと聞いた。すると、あの洗濯機が回っている辺りが川上の住まいということだ。

『はい。２０１号室は二階のお部屋です。現在、川上様はランドリーをお使いになりながら、食事の支度もされています。この後は春休みの宿題と真剣ゼミのテキストで来学期へ向けての予習をなさいます。そして二二時を目安に入浴されて、水分補給をなさった後、ご就寝になります』

　すげぇ過密スケジュール。

　ついメイドなんて妄想少女を宿しているから、家事のすべてを親任せにしていると思っていたけど自分でやっているみたいで驚いた。というより、並の中学生より家事を担っている。

『本来は私の仕事なのですが、妄想ゆえにこればかりはどうしようもありません。私はスケジュールを読み上げ、川上様に眼めの保養をして頂くことしかできない愚おろかな使用人です』

「いや、自分を卑下してはいけない。それどころか君は仕事ができる娘だ。眼の保養は立派な仕事。なんせ、パンツ丸出し」

『峰みね倉くら様にはご理解頂けて幸いです。他の方が見ればただの変へん態たい』

　彼女の性格づけが「恥ずかしがり屋」なのは間違いなかった。それに一応、川上もパンツメイドを妄想する自分が変態だと認識しているようだ。そうでなければカナが自分の姿を恥ずかしがりはしない。わたしのことをクンカクンカしてきたから、奴のことを自分が変態だと気づいていない真まことの変態紳しん士しだと思ってた。

『川上様への認識を改めて頂けて幸いです。あのクンカクンカは挨あい拶さつの一種。ご主人様は時代を先取りなさっている紳しん士しですので理解して下さる方は少ない』

「あれが挨拶……未来の挨拶は女の匂いを嗅かぐのが時代の潮ちよう流りゆうなんだ……そのまま流れてしまえばいいのに」

『欲求による妄想ですのでご容よう赦しや下さい。それにあれが未来の挨拶になるとは本気で思っていません。若奥様の匂いが峰倉様の衣服に付いていたため、ご主人様なりにユーモアを発揮なさっただけです』

　うーむ。あれがユーモア。身み震ぶるいするセンスの持ち主だ。というより犬並みの嗅覚に驚かされる。

　だけど、川上は一風変わっているだけで根はまともみたいだ。カナと話すことでそれがわかった。

　認識を改めたわたしにカナは軽く微笑ほほえむと、『失礼』とスカートを翻ひるがえし、エプロンドレスの胸元から白い封筒を出した。

　カナが取り出した封筒は封を蠟で止めた西洋風のもので、アパート前のポストに投とう函かんすると、その封筒は音もなくポストに吸い込まれていった。

「妄想少女が手紙？　誰だれに出したの？」

『守秘義務がありますのでお答えできません。秘密です』

　そう言うカナの声は弾んでいる。まるで恋人に手紙を送った直後みたいに思える。妄想少女でありながらご主人様以外に彼氏がいたりして……。あの川上なら恋人がいるメイドを手込めにする妄想くらいしそうだ。

　ただ、あの「妄想手紙」がポストに入った後、どこへ向かうのか想像がつかない。宛先も気になるけど、勤務管理にうるさそうな川上がメイドに口を割らせるはずもないし、好奇心を抑えるしかなかった。

『ところで川上様にご用事でしょうか？』

「いいや、ちょっと仲居ちゃんのために川上ん家ちの場所を確認しに来ただけ。すぐ帰るよ」

　この機会を利用してカナから二人が気まずくなった理由を聞き出すべきだが、虚無僧と話をしたことで、すぐにでも高柳君と会って話をしたかった。虚無僧も言うように彼の妄想少女は形が不安定なので、真しん摯しに向き合って彼と話ができれば簡単に消える可能性もある。

　休憩中のカナに別れを告げて川上のアパートに背を向けようとしたら『お待ち下さい！』とカナが発したとは思えない強い口調で引き留められた。

『ご主人様とお会いいただけないでしょうか……！』

「川上と？」

『はい。ご主人様は加奈様との交際について悩んでおられます。妄想少女ゆえ峰倉様にしかお頼みできない私にどうかお力をお貸し下さい』

　そういえば、「チェス盤をひっくり返す」方式で考えると、川上も仲居ちゃんのことで悩んでいるんだった。

　ふいにアパートから聞こえていた洗濯機の回る音が止まった。排水が始まり、パイプを伝って流れ落ちる水の音が道路にまで響いた。その直後、カンカンと二階の廊ろう下かで足音がしたので見上げると、柵越しにカナのご主人様がわたしを見下ろしていた。

「……峰倉か？」

「川上」

　学校指定のジャージを着た川上。わたしを見る彼もカナと同じような助けを求める眼をしているのに気がついた。

　わたしはカナに頷いて、川上に声をかけた。

「川上よ。ちょっと仲居ちゃんについて話をしたいんだけど時間はないかね？」

「……上がれよ。俺も加奈について聞きたいことがある」

　どうやら、わたしは仲居ちゃんと川上の問題にとことん首を突っ込まないといけない運命にあるようだ。友達のためなら高柳君も許してくれるはずだ。

　鉄骨の階段を昇る。塗られた黒ペンキが体重をかけるたびにポロポロ剝がれ落ちていく階段を昇りきると、二階の角部屋「２０１号室」の前で川上がドアを開けて待っていた。部屋から洩もれる蛍光灯の明かりがコンクリートの廊下に影を落としている。

「こんな遅い時間にお家に上がって大丈夫なの？」

「かまわん、一人だからな。狭せまくて汚い部屋だが、適当に座ってくれ」

　スニーカーを脱いで玄関に上がると、住人が言うようにお世辞にも広いとは言えない部屋だった。右に台所、正面にちゃぶ台、左にふすま。１ＬＤＫの部屋である。しかし、広くはないものの掃除は行き届いており、少なくともわたしの部屋よりは綺き麗れいだった。

「汚くはないっしょ」

「世せ辞じは不要だ。ぼろい貧びん乏ぼう人にんの住み家だ」

　自分の家を卑下する川上。たしかにアパートの外観どおりに作りが古いけど、ちゃぶ台の下に敷かれた畳は青く、家具や電化製品なんかも新しく見える。ただ、黄ばんだ壁紙と平成の備品はアンバランスなのはたしかで、部屋にイギリス風メイドのカナが入るとアパートは異空間と化した。

「ご家族は？」

「仕事中。今日も遅番だから帰ってくるのは一○時だ」

「お母さんは？」

「だから母さんが仕事に行っているんだ。シングルマザーの家庭とか言えば、お前にでも理解できるか？」

　……高柳君の家とは逆だ。だから川上は洗濯機回したり、食事の用意をしていたのか。

「大変だね」

「たいしたことはない」

　意外にも川上は台所に立ってお茶を用意してくれた。少し身体からだが冷えていたので温かいお茶はありがたい。わたしはぺたんこの赤い座ざ布団ぶとんに腰を下ろし、川上は向かいに、カナはご主人様の隣に座った。最初に口を開いたのは川上だった。

「加奈について話があると言ったな。なんだ？」

「もう少し大切にして欲しい」

「なんだと？」

「あの子はメイドについて調べたりしている。もちろんあんたに好かれるためにね」

　ピクリと川上の眉が動いた。

「……加奈が？」

「そう。川上のために本物のメイドになりたいとまで言ったんだ。人の趣味をとやかく言うつもりはないけど、彼氏がメイド好きでもひかない女の子はなかなかいない。もう少し大切にしてやりなよ」

　お茶に視線を落としたまま動かない川上。この男にとって仲居加奈は得難い存在のはずだ。自分が妄想するカナのモデルが彼女になり、しかもメイド服オッケーなのである。これ以上何を望むのか。わたしは黙ったままの川上に続けて言った。

「あのさ。立ち入ったことを聞くけど、旅行で何か彼女があんたを怒らせるようなことをしたの？　それとも何か不満があるの？」

「不満はない」

　間かん髪はつを容れず答えが返っていた。

「ならさ。いっぺん向き合って話をしてくれよ。仲居ちゃんはあんたのことが大好きなんだ。川上もそうなら、もっと『好きだ』と言ってあげてよ。それだけでお前の彼女は楽になる」

　ここまで言えば川上もなんかしてくれるだろう。感触的にも仲居ちゃんのことを嫌ってないと思える。ちょっと踏み込みすぎな気もするけど、裕ゆう香かさんが言っていたように会話が少なくて気まずくなったのなら、二人の気持ちを伝える手伝いをしたい。そうすれば自然と良い関係を構築してくれるはずだ。

　川上はどう答えるだろうか。カナも隣でご主人様を見ている。すると川上はぽつりと呟いた。

「あれだけのことを言われても俺を嫌わないなんてな……」

「え？　なんの話？」

　しかし、わたしの問いに川上は答えず首を振ると、ちゃぶ台に両肘を乗せて言った。

「……付き合い始めてそろそろ三カ月だ」

「そうだね」

「正確には七○日」

「ほう」

「どうやら俺は自分の立場を理解していなかったようだ」

「ん？　そうなの？」

「だから別れたいと考えている」

「へぇ、そうなんだ……ってなんだって!?　お前みたいな奴を好いてくれるレアな娘と縁を切ろうってのか!?　馬鹿なのか、お前は！　一生結婚できないぞ!?」

「……夜に大声を出すな。隣の部屋に迷惑だ」

　隣の住人が壁越しにゴンゴンと叩いてきた。だけど、声を上げないではいられない。これぼど色濃く仲居ちゃんモデルの妄想少女を宿していて「別れたい」なんてありえないだろ。

「ど、どういうことなんだ。それなりに幸せを満まん喫きつしていたんじゃないのかよぉ？」

「無理だとわかったんだ。だから別れる」

　無理!?

「何が無理だって言うの？」

「……あいつは俺に釣つり合あわない」

　釣り合わない!?　こいつ何様のつもりだ！　イケメンが言ってもムカつかれる言葉なのに、こいつが言うと怒りを通り越して殺意さえ湧いてくる。ちゃぶ台をひっくり返して帰ろうかと思ったが、涙まで流してこいつに好かれようとしている仲居ちゃんを思い出し、どうにか気持ちを静めて理由を聞き出すことにした。

「なぜ、釣り合わないとか言うの！」

「釣り合わないから釣り合わない。あいつじゃ無理なんだ」

「無理!?　だから、なにが無理なの!?」

「無理だから無理なんだ」

「答えになってない！　ちゃんと答えろ！」

　しかし答えはない。

　隣家から抗議の壁叩きが続いている。うるさいので壁を蹴り返して黙らせた。

　川上昌まさ治はる。理想に近い彼女がいて何を不満に感じ、そして何を無理だと言っているんだ。

「もしかして、付き合ってみたら仲居ちゃんのイメージがまるでちがったとか？」

　首が振られた。

「じゃあ、性格の不一致!?」

　また首が振られる。

「いったい何を考えているんだ!?」

　川上はこちらを向くと言った。

「峰倉に頼みがある」

「……何？」

「加奈に俺が別れを望んでいると伝えてくれないか？」

　頭に血が上った。

　他人に別れの伝言を頼むなんて信じられない。こいつは女の気持ちをなんとも思わないメイド狂いだ！　人間のくずだ。腐くさったミカンだ！

「そんなこと自分で言え！」

　わたしは席を立った。こんな女心を理解しない男などメイドの妄想をしながら死んでしまえばいいのだ。仲居ちゃんはあんなにこいつのことを想っているのに、川上は自分と「釣り合わない」とか言って別れようと考えている。許せやしない。

　スニーカーの踵を踏みつぶしたまま玄関から出ようとするとドアが外から開かれた。中年の……いや、初老といっていい女性がわたしを見て驚いた顔をしていた。

「母さん、ずいぶん早いな」

　背後から川上の声が聞こえた。この人が川上のお母さん？　なんだか酷ひどく疲れた顔をしている。それにもかかわらずわたしの顔を見ると微笑んだ。

「あなたが『加奈』さんね？」

　突然だったので首を振ることしかできないでいると、「それじゃあクラスのお友達？」と聞き返してくれて、それでやっと返事ができた。

「わたしは峰倉と言って、川上の……いえ、昌治君のクラスメイトです」

「すみませんね。年格好から仲居加奈さんと間違ってしまって」

「加奈のことをご存知なんですか？」

　川上のお母さんは落ち着いた顔のまま微笑みを浮かべて言った。

「昌治とお付き合いしていただけているとか。勿もつ体たいないお嬢じようさんですよ」

　このお母さんは仲居ちゃんのことを知っているんだ……川上は彼女ができたことを親に話してる。学校では口数が少ない男子だけど、家だとその手のことも話すようだ。意外に思っていると、川上のお母さんがふらりと身体のバランスを崩した。

「だ、大丈夫ですか!?」

　咄とつ嗟さに身体を支えると、「平気ですよ」とすぐに返事が返ってきた。しかし、お母さんの顔は青白く、川上が駆け寄ってお母さんに肩を貸した。

「だから今日は休めって言ったろ……朝から調子悪かったんだから」

「……そうもいかないのよ。事業所に人が足りていないの。私が休んだら迷惑になるでしょ」

「ブラック企業に尽くしても見返りはないんだぞ」

　吐き捨てるようにそう言って、川上はお母さんを部屋の奥へ連れて行った。川上は一度こちらを振り返ると「……峰倉。すまなかった。加奈のことは自分でどうにかする」そう言って、ふすまが閉められた。わたしは玄関に取り残された。

　川上のお母さん。すごく具合が悪そうだ。病弱って感じではなく、疲れ切っているように思える。

『このところ、大奥様は残業が続いて疲れておいででした。お労いたわしくてなりません』

「カナ」

　メイドは肩を落としていた。

『明日は中番なので少しお休みになれるでしょうが、明後日あさつてからはまた遅番が続きます。このままでは川上様が高校に進学される前にお身体を壊しかねません……』

　カナは川上母の様子に心を痛めていた。いや、これはカナの心情でもあるけど、川上がお母さんを心配しているということだ。

『よもや、お屋敷の窮状が川上様の恋愛に波及するとは思いませんでした。峰倉様はお気づきだったでしょうか？　お昼にお会いした際、川上様が若奥様をメイドにするつもりだったと噓うそをついて嫌われようとしたことを』

「え？」

　たしかに川上は仲居ちゃんをメイドにしようとホテルに連れて行ったと言ってたけど……そう言われると、わたしをクンカクンカして仲居ちゃんがいることに気がついていた。あれは仲居ちゃんに嫌われようして言ったことだったのか？

　だけど、なぜ？

『川上様はご自身の境きよう遇ぐうに劣れつ等とう感かんを抱いておられます。この家賃四万五〇〇〇円のアパートにしか住めない身の上や、母上様がこれほど遅くまで働かれても年収三〇〇万円にも届かぬ実情に思い悩んでいるのです。ですから、加奈様との関係に苦く慮りよされ、別れようと考えておられます』

「どういうこと？」

『それは……』

　部屋のどこからか時報が聞こえた。九時……か。するとその途と端たん、カナの顔から表情が消え、スカートを脱ぎ始めた。

「カナ？」

『申し訳ありません。休憩時間が終わりました。私も大奥様の看病をしなくてはなりませんので失礼します』

　そう機械的に頭を下げて川上の部屋へ戻っていってしまった。




　　　　　＊＊＊




　川上のアパートを出た。

　カナとの話が途中で打ち切られてしまい、川上と仲居ちゃんのことが余計にわからなくなった。それにお母さんは大丈夫だろうか。この年になると人それぞれに事情があって、どこの家も大変なのもおぼろげながらわかる。うちの母はあんな子供っぽい性格だけど、骨身を削けずって原稿を書き、出版社に頭を下げてお金を稼かせいでいる。お父さんは中間管理職で上と下から板いた挟ばさみのサラリーマンだ。毎晩遅くに帰ってきて朝早く出かけてしまう。それなのにぶっちゃけた話、我が家も共働きでないとやっていけない。

　けれど川上ん家はお母さんが一人。大変なのはわかる。だけど、そのどこに恋愛が絡むのかわからない。カナは言っていた。『家賃四万五〇〇〇円のアパート』に住んでいることが仲居ちゃんと別れようと考えている原因だと。でも、それのどこに恋愛を疎そ外がいする要素があるか、さっぱりわからない。

　来た道をとぼとぼ歩き、家路につく。

　しかし、仲居ちゃんにはなんて言えばいいだろうか。川上本人との会話だけなら「別れて、もっといい男子を探そうよ」と言えるが、妄想少女カナが言いかけたことが引っかかってしまう。

　橋を渡ると、ふとポケットの携帯が震えた。見るとメールの差出人は仲居加奈だった。一瞬だけ躊躇して本文を開く。

「明日のために生まれて初めてファッション誌を買っちゃいました。これで川上君もいちころです」

　絵文字のついた、希望溢れるメール。

　なぜか、鼻の辺りがきゅっとした。

　どうすればいいんだろう。川上は彼女の友人であるわたしに「別れたい」という意思を漏らした。それなのに明日は仲居ちゃんと彼のために「オシャレな服」を買いに行く予定になっている。とても仲居ちゃんのメールに返事を打てず、ポケットに携けい帯たいを戻した。

　この足で仲居ちゃんの所へ行って、さっきの話をするべきか。いや、川上に未練があれば取り返しのつかないことになる。せめて、カナが言おうとしていたことを全部聞けていれば……。なんとも言えない袋ふくろ小路こうじにはまったような気がして、たまらず走った。

　わたしは持っているポテンシャルが低い。

　この状況にリサが置かれたらどう考える？　裕香さんならどう読み解く？　河内こうち利り沙さならどんな行動をする？　誰であっても、いい打開策を考えつく気がする。

　走り続けて、商店街に入った頃には肺が悲鳴を上げていた。リサに相談したい。だけど、すでに九時を過ぎている。佐さ島じま君家ちの前まで行けば出てきてくれるはずだが、さすがにこれから行くのもためらわれる。

　気がつくと家の前の道を走っていた。きっと、お母さんから帰宅時間について怒られるだろう。

　ドアに鍵かぎを差し込むのを躊躇していると隣の家から声をかけられた。

「あすみ、ずいぶん遅かったな」

「高たか柳やなぎ君？」

　隣家の玄関に汗をかいた高柳君が野球バットを持って立っていた。庭で素振りをしていたみたいだ。

「待っていたんだぞ。おかげでフルスイング千回目だ」

「わたしを待っていたんですか？」

　思いがけないことに高柳君がわたしを待っていたという。どういうことだろうか。昼前までなら跳びはねて喜んだだろうけど、今は川上と仲居ちゃんのことで頭がいっぱいなので喜びきれない。高柳君は道に出ると、もう一回素振りして、バットを玄関のポスト裏に立て掛けた。

「川上と仲居の間を動き回っているようだな」

「――え？　何で知っているんですか？」

「まぁ、風の噂うわさだ。それよりも、見直したぞ」

　へ？

「裕香姉さんを頼って仲居に手紙書かせる手伝いをしたり、沢さわ田だのライブに誘おうとか考えついたんだろ？　それに部屋で仲居にムチを打っていたのも、まさか理由があったとはな。しかも、こんな遅くまで川上の家に行って世話を焼く。あすみらしからぬ見事な働きだ」

　わたしが川上の家に行ったのまで知ってる……あ、佐島君か。リサが彼に『活かつ』を入れるとか言ってたし、このところ高柳君と微び妙みようなのを察して、フォローしてくれたんだ。かなり誇こ張ちようされているけど、あえて訂てい正せいせず好意を受けておこう。

「ええ。わたしなりにお節せつ介かいを焼いています」

「けど、その様子だと何かあったんだな？」

「な、何でわかるんですか!?」

「長い付き合いだろ……と、言いたいところなんだが、実のところあすみが仲居から相談を受けたように、俺も川上からしょっちゅう相談をされているんだ。ユニコーンホテルで自制心を働かせろと助言したのは俺だ」

　高柳君に川上が相談？　意外すぎるけど、彼のおかげで仲居ちゃんの純潔が守られたらしい。

「高柳君とメイド好きの川上が仲良しだなんて知りませんでしたよ」

「……あすみたち女子は川上を誤解しているようだな。別にメイド好きは恥はじることではない。あの『英國戀物語』のエマさんとか『小公女』のベッキーなど、メイドが登場する作品には名作が多い。メイドキャラに夢中になることはおかしいことではない」

　ああ。これが高柳君の視点なんだ。わたしは彼に恋をしていて良かった。

「メイドはともかく、これから用事はあるか？」

「お母さんから門限破りを怒られること以外はなにも」

　すると高柳君は「ならちょっと付き合え。川上と仲居のことで話があるんだ」と言い、歩き出した。そんな彼にわたしは骨せき髄ずい反はん射しや的てきについていった。

　家から九丁目公園を抜けて小お羽ば急きゆう線の方へ。高架下を潜くぐり、成せい条じよう方面に進む。

「どこへ行くんですか？」

「川上を苦悩させる元凶の地」

「え？」

「こればかりは口で説明するより見た方が早いだろう。川上が仲居と付き合い続けるのを逡しゆん巡じゆんする理由がわかるはずだ」

　あ、高柳君も知っているんだ……。

「……川上が仲居ちゃんと別れたいって話、高柳君も聞いたんですか？」

「ああ。お前が裕香姉さんと会っていた頃、川上にマッグへ呼び出されて話を聞いた」

　そう言えば、昼に彼を見た。高柳君の用事っていうのは川上と会うことだったのか。

「そこで川上から打ち明けられたんですね？　どんな理由であいつは仲居ちゃんと別れようと考えているんですか？」

「ああ。普通に聞けば情けない理由だ」

「情けない？」

「甲か斐い性しようがないというか、野望がないというか……まぁ、話を聞いた時はそう思ったけど、実物の前に連れて行かれて納得したよ。こりゃ、川上が悩んでも仕方ないってな」

　話が見えない。

　高柳君は川上から別れたい理由を打ち明けられたようだ。しかも、彼は「情けない理由」だと言っているのに、「仕方ない」とも言う。矛む盾じゆんしている。

　成条の煌きらびやかな駅前を過ぎて、高級住宅街へ入った。すでに九時を過ぎているというのに、わざわざわたしを連れ出してどこへ連れて行くのだろう。

「なぁ。あすみ？　お前は異性との交際に何を望む？」

「え？」

　いきなり何の話？　驚くわたしに構わず、高柳君はポケットに手を突っ込みながら話し出した。

「女がどんな理由で男を好きになるかわからないが、俺たち男は女の『顔』を見て好きになるんだ。そこから始まって、『どんな性格なのか？』、『自分と話が合うのか？』って見極めてから、こいつと『付き合いたい』に発展するわけだ」

　わたしは突然始まった高柳君の男女交際観に面食らいながらも、彼がこんな話をするのは初めてなので聞き入った。

「それはたぶん、女子でも変わらないと思いますよ。誰だって格好いい男子が好きですし」

「だよな。一ひと目め惚ぼれなんて昔からいくらでもあるし、そこから成じよう就じゆした恋愛もある。だけど、実際に付き合いだしてから性格の不一致で別れるケースは多い。ようするに決め手は性格なんだよ。野球部の先輩で言えば前の部長。あの人は面食いだったクセに、三年間無関心だったマネージャーと今になって付き合っている。しかもアツアツだ。部長曰く、顔より相性だってさ」

　うん。付き合ったことない歴が年齢のわたしにでもそれはわかる。

「けどな、俺らの年ともなると、そんな顔とか性格とか相性だけではどうしようもならない恋愛を阻はばむ壁が出てくるんだ」

　壁？

　話しているうちに高級住宅街、成条の最深部に入っていた。先程から長い生け垣が続いている。この辺りは企業の重役や芸能人が住む地域。我々一般庶民とは縁遠い場所だ。高柳君はわたしをどこへ連れていくつもりだろう。そして、何でこんな話をするのだろう。唐突に彼の歩みが止まった。

「ここがその壁だ」

　高柳君の足が止まったのは大きな門の前だった。背丈を超える門の脇には通用口。そのずっと先には大きな屋敷が広がっている。わたしたちが今まで歩いていた一区画すべてがこの屋敷の庭だったのである。世の中には仰ぎよう天てんするような家が存在するけど、この屋敷はまさにそれだった。

　そして、その門に掲げられた表札を見て、高柳君がわたしをここへ連れてきた理由がわかった。

「まさか、ここが仲居ちゃんのお家!?」

　大理石の表札には「ＮＡＫＡＩ」とローマ字で彫られていた。

　知らなかった。仲居ちゃんがこんなお屋敷のお嬢様だったなんて。それも本物のメイドを雇やとえるような上流階級のお嬢様。言われてみると仲居ちゃんの言葉づかいはやけに丁てい寧ねいで品がある。

　そして、わたしは理解した。川上はこの家を見て怖おじ気けづいたのだ。自分の「家」に劣等感を抱いている川上が、この豪邸を見れば考えることもあるだろう。というより、こんな豪邸を見れば普通の人間はびびる。玄関に車止めまである屋敷だ。無理もない。

「川上はユニコーンホテルへ行った後、仲居を『ここ』へ送って、自分は彼女とは釣り合わない存在だと知ったそうだ」

　だから別れたいってわけか……でも！

「だけど、家と恋愛は別ですよ！　仲居ちゃんは川上が告白してくれて喜んでいるんだから！」

　しかし、高柳君は首を振った。

「世の中には越えられない壁ってのがある。勉強でもスポーツでも才能の壁はあるし、一番わかりやすいのは金だ。こんな大きな家に住んでいる人は結婚なんかも自由にできないって聞く」

「でもでも、逆玉って考えれば……」

「川上はプライドが人一倍高い男なんだ。そういう考えで女と付き合える男じゃない。そして真面目だ。あいつは本気で仲居と『結婚』まで意識して付き合っていた」

「結婚!?　中学生なのに!?」

「だから真面目なんだよ。けど、俺たちも中三になる。あすみにだってわかるだろ？　この資本主義の国で、地位も名誉もない男が仲居家のお嬢様を娶めとれないって」

　そりゃわからなくもない。格式の違いを乗り越えてゴールインなんてお伽とぎ噺ばなしだけだ。だけど、それが現実だなんてあんまりだよ。現代社会にそんなのあって欲しくない。

「た、高柳君はこのことをわたしに教えてどうするつもりなんです？　仲居ちゃんに彼氏が別れたいっていう理由はお金持ちだからって言わせたいんですか!?」

　わたしは急に高柳君のことが只の男子に見えた。高柳君はこの豪邸を見せられて川上の心境を仕方ないと言った。わたしが好きな高柳君だったら「そんな壁を打ち破って愛に生きろ！」と言うはずなのに。

「高柳君！　どうなんです!?」

「……川上がだめなら、仲居に期待したい」

「え？」

「この時代、こんなことで恋愛が阻そ害がいされるなんて許したくねぇ。あすみ。仲居加奈ってのはどんな女だ」

「純情で惚れた男には尽くすタイプ。わたしにお尻を叩かれても川上のためなら耐える女の子」

「上等だ。川上が金持ちにビビッてんなら、その金持ちが自分にぞっこんだってしっかり気づかせればいい！　川上が勝手に諦めているって理解させるんだ。大人が勝手に作った壁に負けていい道理はねぇ！」

　た、高柳君！

　わたしは彼を見くびっていた。やはり高柳君はわたしの理想の人だ。わたしの好きな人はこうでなくてはいけない。

「あすみ、仲居からガツンと川上に好きだと言わせることはできねぇか!?」

「ちょうど明日、ラブレターを渡しに行くことになっています！　それに合わせて服を買いに行くつもりです」

「タイムリーじゃねぇか。その服を買いに行くの、俺も付き合っていいか？」

「何ですって？」

「だから、俺も一緒に行って、その服選びってのに協力したい。仲居に可愛い格好をさせるつもりなんだろ？　男の眼で選んだ方がいいんじゃないか？」

　たしかに女同士で服を選ぶより男子の意見が聞けた方がいい。高柳君が服選びに付き合ってくれるなら助かる……というより、嬉しすぎる。

「……俺が行くとやりづらいか？」

「そんなこたぁありません！　仲居ちゃんも喜ぶでしょう！　けれど、高柳君が何でそこまで？」

　ここまで二人に心を砕く彼が不思議に思えた。高柳君は一言。

「困ってる顔は見たくねぇから」

　彼はわたしの顔を見てそう言った。

　さすが高柳君だ。困っている川上や仲居ちゃんのことを見過ごせない男の中の男。やっぱり、あなたはわたしの好きな人だった。

「よし。そうと決まったら帰るぞ。一応、仲居に俺が行くってことを伝えておいてくれ」

「わかりました！」

　仲居ちゃんにさっそくメールを打った。携帯の電波が空へ飛ぶと、屋敷にいる仲居ちゃんの携帯電話へ送られていった。仲居ちゃんの部屋はどこだろうか。さすがにこんな遠くからでは受信音なんて聞こえない。だけど屋敷の角部屋に明かりがついた。

「行くぞ、あすみ」

「は、はい」

　彼の後を追った。行く時はなんか緊張してしまったけど、今は仲居ちゃんたちのことに解決の糸口みたいなものがみえてきたおかげで気分がよくなった。そして、彼の姿を見た時から気がついていることがある。

　あの妄想少女が色をなくして透明な幽霊みたいになっているのだ。昼に見た時はリサたちと同じくらいまで存在感を増していた身体が、輪郭すらつかめないほど薄くなっている。彼女の身体を通して街並みが見えるほどだ。

　これはわたしが友達のために動き回っていたことが彼の心証をよくしたからだろうか？　どちらにしろ吉兆にちがいない。

「あの、ひとついいですか？」

「なんだ？」

　高柳君が歩みを遅くして、わたしと並ぶ。

「この前の佐島君と生き埋めになった件なのですが……」

「沢田が絡んでたんだろ？　佐島から聞いたよ。一発ぶん殴なぐって和解した」

　あいつの腫はれた頰ほおは高柳君だったんだ……おかげで話が早くすむ。

「なんだか、佐島君と裸はだかで抱き合ったような噂うわさもありますが……わたし、佐島君とはなにもなかったですから！」

　意を決して言ったつもりだったが、高柳君は笑い出した。そして、「わかってるよ」と言ってくれた。彼の隣では妄想少女がこちらを見ている。しかし、消える気配はない。

　でも、心配なのは妄想少女を宿した彼の気持ち。こいつが生まれたこと自体、彼にとっての苦しみだと虚無僧が言っていた。

「今、苦しくはないですか？」

　突然、そんなことを聞かれても驚くだろう。だけど、高柳君はちょっと考えたような顔をした後、いつものお兄ちゃんみたいな口調で言った。

「バーロー、苦しくなんてねぇよ」

　まるで子供の頃みたいにそう言った。

「本当ですか？」

「そんなことより明日は忙しいぞ。新宿に行って仲居のイメチェン。それから川上ん家まで案内するんだ。遅刻しないように気をつけろよ」

「うん」

「期待してるからな」

　ん？　期待？

「高柳君がわたしに何を期待しているのですか？」

「まなに着せている服は悪くないと思っている。お前が選んでるんだろ？　明日はあすみのセンスに川上と仲居の将来が掛かっていると言っても過言じゃねぇ。頼むぜ」

「ぷ、プレッシャーをかける人だなぁ」

「プレッシャーに押し潰されるような柄かよ。ほら、走るぞ。あんまり遅いとお前ん家のおばさんに怒られちまう」

　そう言って走り出す高柳君。彼の妄想少女は眼を細めないと見えないほど薄くなっていた。わたしは彼の背中を追って夜道を走った。
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　爽そう快かいな朝だ。

　天も「ショッピングin新宿」を祝福しているかのような青空で、外の空気を求めて窓を開けると花粉が舞い込みクシャミが出た。花粉症の重じゆう篤とく患かん者じやであるわたしだが、春の香りを満まん喫きつすべくマスクを拒否させるほどの陽気である。

「あすみ、くれぐれもカブキチョーには立ち入らないのよ。麻薬漬づけにされて大陸に売り飛ばされるからね」

「はいはい。了解しました母上様。それより原稿やらなくていいの？　明後日あさつてが入稿日なんでしょ？」

「仕事より娘の方が心配よ。あ、また生き埋めになってはいけないから地下道も歩かないこと」

「その心配は真しん摯しに受けとるよ」

　母はわたしに携けい帯たいと交通費を持たせてくれ、シャツから飛び出した糸をみつけてハサミで切ってくれた。

　久しぶりの新宿である。このところ映画を見に行くにしても新しん百ゆ合り駅に行っていたし、服を買うのも近場にユニクルができたので普段着を買う分には不自由なかった。最後に行ったのは高たか柳やなぎ家がパソコンを買いに行くのについて行った時だったか。

　こうして買い物に心を弾ませられるのも高柳君のおかげである。

「あすみ。あの眼鏡めがねっ子こにも注意を喚かん起きするのよ。新宿にはウブな若者への誘惑が満ちているから……」

「わかったって。では行って来ます」

　瀬せ田たが谷や駅で一○時に待ち合わせだ。現在時刻は九時四五分。急いで家を出た。

　今日も虚こ無む僧そうから貰もらったコンタクトをつけてきている。枚数を調べたら毎日装そう着ちやくしても一年分あることがわかったので以前みたいに節約はしていない。妄想ウォッチャーとしては毎日しっかり彼女たちを見ていたいのだ。

『ん？　あすみさんじゃありません？』

『お、マジであすみだ。おーい』

　商店街に入ると、高飛車な声と快活な声がわたしの足を止めた。そして、彼女たちの宿主がわたしに声をかける。

「よう。峰みね倉くらじゃねぇか。修了式以来だな」

　ゴリこと郷ごう原はら剛つよ士し。ブルマ委員長こと宮みや里さと学級委員。それぞれに宿っている妄もう想そう少しよう女じよユイヒメとミウが商店街通りから出てきた。そう言えば、ゴリん家が経営している八や百お屋やはここを右に曲がった所にある。どこかへ行く途中だろう。

「やぁ、ゴリと宮里。君たちはプライベートでも付き合いがあったんだね。仲が良くて結構なことだ。どっか行くの？」

「まぁな。宮里と新学期への備えをしているところだ。具体的に言えば生徒会の選挙対策」

「そのとおり。五月の生徒会選挙に出馬することに決めた。後こう輩はいたちのために理不尽な校則に抗あらがうのだ」

「ほう。それは結構なことだ」

　宮里学級委員はクラス運営だけに飽あきたらず学校の運営にも手を出そうとしているらしい。わたしのイメージ的には区長選挙から都知事選への立候補。権力に何を求めるつもりか。金か女かそれとも虚栄心か。どちらにしろロクなことを企んでいまい。

『どれも違うよ。彼は正義を求めて生徒会長を狙っているのだ』

　と、ブルマのミウ。彼の正義はブルマである。おそらく中学生活三年間の集大成として短パンからブルマに学校指定体育着を替えるつもりだろう。欲望は妙な方向に男子を行動させるようだ。

　しかし、ユイヒメに頭を叩たたかれた。

『これだから愚ぐ民みんはいけませんわ。ダーリンの相談を受けて宮里君が立ち上がってくれたの。今は詳しく話せませんけど、時が来たら、あすみさんにも協力してもらいますから』

『そうそう。協力をしてもらいますから』

　ユイヒメとミウが仲良しだ。お姫様とブルマちゃんのカップリングは世界的に新鮮だけど、いったい何が二人を生徒会の出馬に結びつけたのだろう。

「こら、このゴリラ！　立ち止まってないで、進め！」

　怪け訝げんに思っていると第五の人物がゴリの後ろから現れた。ちっこい身体をゴリと宮里の間から出したのはハーフっぽい女の子。ウェーブした黒髪にきめ細かい肌をしたこの子はたしかゴリの従妹いとこちゃん……ユイヒメのモデルになっている子だ。

「やぁやぁ、こりゃあ可か愛わいい娘だ」

　ユイヒメロリータの頭を撫なでようとしたら、途と端たんに表情が険しくなった。

「――峰倉、あすみ！」

　名前を知られていて驚きつつも大感激。たまらず抱きしめようとしたらタックルされた。ひっくり返ってマンホールに頭を打ち意識が遠のく。それでも頭を抱えて起き上がると、キッと敵意剝むき出だしの眼めで睨にらまれた。

「あなた、には、負けないから！」

　いきなりの敵対宣言。意味、わかんねぇ！

「やい、ゴリ！　なんだ、この凶暴なロリータは!?」

「知らなかったのか？　俺の従妹。名前は……」

「ゴリラ！　こんな年とし増まの、チビに、名乗ることはない！」

　わたしをチビだと……？　さほど背丈は変わらないってのに、なんだこの生意気な娘は！

『あすみさん。悪いけれど、この場は抑えていただけないかしら』

『そうそう。あの模範的なタックルに免じて、な？』

　みぞおちにくらったタックルに耐えて起き上がると、すでに凶暴従妹はスタスタ商店街を歩き、唐とう突とつに振りかえるとこちらに舌したを出して挑発した。

「く、この小娘！」

　追っかけて報復しようとしたら、ゴリの巨腕で羽は交がい締じめにされた。それを見ながら凶暴従妹が「フンッ」と鼻で笑う。くぬぬ。

「……ご、ゴリよ。困った従妹を持ったものだな」

　どうにか年長者の落ち着きを取り戻し、かわりにゴリを非難すると、「すまんなぁ。気難しい年頃なんだ」と一応詫びてくれた。同じように宮里も「新一年生の戸惑いだと思って怒りを胸に怒りを収めてくれ」と言う。ブルマしか愛さない宮里が擁よう護ごするのは意外だが、あの凶暴従妹は新一年生として島中に入学してくると聞く。我が島しま村むら中学が荒れてしまいそうだ。

「ゴリラ！　早く行く！　その女に勝つための、コスチューム買いに行くん、だからっ！」

　コスチューム？

『制服の採寸をしに行くんですわ。もしかしたら、新学期からあすみさんと敵対するかもしれませんわね』

『いや、逆にゴリ君があすみをサポートする可能性もあるんじゃない？　蓋ふたを開けてみないとわからないけどな』

　そう言って二人はそれぞれはにかむ。意味不明。

「ふんだ。男二人凶暴従妹の初制服姿を拝むってわけか。どっちもツンデレ系が好きっぽいからな！　欲望に溺おぼれて試着室を覗のぞかないように！」

「ノン。目的は選挙活動だ。洋服店の前で制服を作りに来る新一年生にマニフェストを配る。清き一票の青田買い」

「ん？　そうなの？　なんだか、公職選挙法に違反しそうな活動だなぁ」

『正義の活動に違法などないのだよ。彼の熱意があたしの胸を熱くするぜ』

　宮里元学級委員の背中を押すミウ。何を目的にしているかわからないが、マジで生徒会長を狙っているらしい。あんなのになりたいなんて物好きな奴だ。

「そう言えば、峰倉はなんでふらふらしてんだ？　花見にでも行くのか？」

　おっと、こいつらに構っている暇はなかった。待ち合わせの時間が迫っているのを忘れてた。

「いけねぇ！　高柳君と服を買いに行くんだった！　あばよ！」

「なに!?　タカヤナギと!?　まて、年増」

　再びタックルしようとする凶暴ちゃんをゴリが止める。キーキー暴れていい気味だ。

「そういや、峰倉も明後日の沢さわ田だのライブに行くのか？」

「ライブハウスでまた会おう！」

　彼らに別れを告げてわたしは駅に走った。

　時間は一○時五分。ま、五分くらいの遅刻は許されるだろう。

　しかし、駅には二人の姿はなく、改札の前で途方に暮れていると携帯のメールが鳴った。

　高柳君からのメール！




　――友達の一大事に遅れるなんてけしからん奴だ。先に新宿へ行く。




　ついでに仲なか居いちゃんからもメール。




　――高柳君と二人っきりで電車に乗るなんて浮気を疑われてしまいます。早く来て下さい。




　わたしは急いで下りの各駅停車に飛び乗り、成せい条じよう駅で上りの新宿行きの急行に乗り換える禁じ手を使って高柳君たちを追った。どうにか乗り換え時間のロスもなく急行に乗ることができ、わたしは手すりにもたれかかった。

　ああ……大失敗。ゴリたちに関わったせいで時間に遅れてしまった。もっと早く家を出ていればこんなことにならなかったのに……。自己嫌悪にさいなまれているとポケットの中で携帯がバイブレーションした。

　開くと利り沙さからだった。

　毎日メールをしてくるのは相変わらずだけど、以前は高柳君についての質問ばかりだったのが、最近はわたしの個人情報を探るような内容が多い。

　今日のメールの件名は「エイプリルフール」。

　そして本文には「あすみをペロペロしたい」と書かれていた。エイプリルフールのネタだろうが、気持ち悪いので「あなたをチュパチュパしたい」と気味悪い返信をしておいた。すると「素敵なキスになりそうね」ときたもんだ。

　うぇへへへ。

　あいつは変へん態たいだ。あの変態美少女はどんな春休みを送っているのだろうか。きっと、春休みで高柳君と会えないから悶もん々もんとしているのだろうが、その捌はけ口ぐちをわたしに向けられても困る。携帯を閉じてドアが開くのを待った。

　というわけで新宿に到着。

　実はこの方法を使えば、先発した各駅停車より早く着くことが可能なのである。

　急行が停車する地上ホームから地下ホームへ降りて二人を待とうと階段を探す。さすが日本屈指のターミナル駅は混み合っており、ＪＲから乗り換える乗客に弾き飛ばされそうである。それに小お羽ば急きゆう線の沿線には桜の名所が多いので今日は特別に混んでるっぽい。

　人の流れに逆らって階段を目指していると、女性と正面衝突しておっぱいに吹っ飛ばされた。いてぇ。

「あら、ごめんなさい。あまりにもお子様体型過ぎて眼めに入らなかったわ」

　そして、失礼にもわたしを子供扱いする非常識な謝罪が返って来た。さすが、人の繋がりが希き薄はくな東京砂さ漠ばく。新宿には満足に謝ることのできない人間が集まるようだ。

「て、てめぇ、わざとぶつかったな。この変態美少女」

「あなたを見ると嗜し虐ぎやく的てき感情が湧いてしまうの。わたしのことが大好きな峰倉あすみ。どうか私を許して。そして、キスをして。噓うそだけど」

　わたしに手を差し出したのはなんと河内こうち利沙。春休みに入ってから初めての邂かい逅こうである。悔くやしいことに利沙の美しさはさらに磨みがきがかかり、神様が授けた肉体からはフェロモンを含んだ甘い香りが放散している。また、この黒い革ジャンと薄地のデザインＴシャツの組み合わせがいけない。利沙が持つイメージと相まってアンバランスで奇妙な色香を出しているのだ。どちらかというとお嬢様系の服を好んでいる利沙が、なんとなくシンガー・ソングライターを思わせる服を着ていて意外に思った。

「新宿へ行く時はそういうファッションをするのが暗あん黙もくの了解になっているの？　ダメージ入りのジーンズから肌はだを見せるのが流行なの？　そういう服を着ないと新宿に立ち入ってはいけないの？」

「ドレスコードがない限り個人の自由でしょう。ただし、この服装は私にとってコスプレの域にあるわね。そうでしょう？　沢田」

　沢田？

「よ、峰倉ちゃん。昨日に引き続きどうもっす」

　利沙にばかり気を取られていて眼に入らなかったが、彼女の隣にギターバッグを背負った沢田が立っていた。ルックスだけはいいので改札へ向かう若い女の子たちから注目を浴びているのだが、隣に利沙がいるものだから、黄色い声は上がらず、逆に彼女に向けて怨えん嗟さが籠こもった視線が送られていた。相変わらず利沙は同性から嫌われる。これは可か哀わい想そうだがそういう星の下もとに生まれているのだろう。

「珍めずらしい組み合わせだね、利沙よ。高柳君を諦めて、難易度の低い沢田に乗り換えたの？」

「下げ衆すな勘かんぐりしかできないあすみを愛らしく感じるわ。愚おろかすぎることも時には好意に繋がるようね。可愛いわ」

「峰倉ちゃんよ。オレの攻略は超難しいんだぜ。厳密に言えば祥さち子こさんと同時攻略する必要がある。無理ゲー。それは置いといて、今日、河内と行動しているのは超シークレットだからな」

「そのとおり。あなたに関わっている時間が勿もつ体たいないわ」

「おい、声をかけたのは利沙の方だろ。失礼な奴だなぁ」

「友達にあいさつをしないのはもっと非礼でしょう？　それはそうと、私が沢田と一緒なのを高柳君にばらしたら、明日の太陽が見られないと思ってね。ではごきげんよう」

　……ごきげんよう。

　沢田もギターを背負い直すと、「んじゃ明後日のライブでまた」と利沙の後を追って行った。雑踏に飲み込まれて二人はあっという間に見えなくなってしまった。

　どうして利沙と沢田が二人で新宿に？　相変わらず、利沙の行動が読めない。悪い奴じゃないのはわかってるけど、また突っ走ったことをしなければいいが……友人の動向に気を揉んでいると背後から頭をグリグリされた。

「あーすーみー！　遅刻するんじゃねぇ！」

「高柳君！　おはようございます！　サプライズを仕掛けるべく新宿でお待ちしておりましたわ！」

　高柳君と仲居ちゃんだ。

　今日はグリグリの後に頰をつねられ、首を絞しめられた。もしかして好感度が上がっていないか？　この痛さが嬉うれしい。

「この野郎！　何をニヤけてやがる。まずは仲居に遅ち刻こくを謝れ。お前が待ち合わせに遅れて急行を使ったことくらい見当がつく！　その行為は厳密に言うと不正乗車なんだぞ！　何で時間を守れないのか……！」

「お、お待ち下さい！　定刻に自宅を出ましたが、途中で郷原と宮里に邪じや魔まをされたのです！　ついでに凶暴な従妹にタックルを受けて大ダメージを！」

「そういうアクシデントに備えて、早めに行動しろと言っているんだ！　そもそも、由ゆ衣いのタックル如ごときに怯ひるむなんて、日頃の鍛きたえ方かたが足りないんだ！」

「そりゃないっすよ！　というより、あの凶暴な従妹を『由衣』だなんて名前で呼んでるのはどういうことでありますか？」

「野球部の次期マネージャーだからだ！　たしかに凶暴で変な娘だが、見た目より繊細な子なんだから、注意をして優しく接しろ！」

　遅刻したのはともかく、タックルされてダメージを負ったわたしが怒られてる。理不尽すぎるよ。しかも、たったこれだけのことで昨日は輪りん郭かくすら曖あい昧まいになっていた妄想少女が見えるようになってるし。

「まぁまぁ、お二人とも。そろそろ行きましょうよ。早く川かわ上かみ君をびっくりさせるような服を買って彼をライブに招待したいです。がんばりますよ」

　仲居ちゃんが張り切った様子で目指すデパートへ向けて歩き出した。その浮かれた姿に川上の「別れたい」と言った時の顔を思い出して不安になった。

「……あの、高柳君。仲居ちゃんに川上のことを知らせるべきなのでしょうか？」

　小声で尋ねると驚くことに「電車の中で伝えておいた」と答えが返ってきた。

「……それなのに仲居ちゃんの反応はあれですか？」

「仲居曰いわく『そんなことを川上君は考えていたんですか。家はぜんぜんお金持ちじゃないですよ』だとさ」

「あんな豪邸に住んでてお金持ちじゃない？　それがお嬢じよう様さまの感覚ですか？」

「わからんが、あんまり意識してもいけない。自然体で川上にせまった方がいいだろう。例のラブレターってのにも自信があるようだし」

　わたしたちが小声で話し合っていると「お二人とも早く！」と急せかされた。

　ま、ネガティブになるよりぜんぜんいい。さぁ、買い物だ。美しく着飾った仲居ちゃんとしっかり話をすれば川上の気持ちも変わるはず。元々仲居ちゃんを嫌いになったわけではないのだから。

　高柳君は「いい服を買って、川上を驚かせような！」と仲居ちゃんに向かって走り出し、いつもは気弱な彼女も、高柳君に合わせて「おー！」と握りこぶしを天に挙げた。

「あすみ。どの店に行くんだ？　どっかの百貨店か？」

「はい！　マルキレディース館へ行きます。今日はセールをしていると聞きました」

「セール？　そういうのって早く行った方がいいんじゃねぇか!?　よし、急ぐぞ、仲居！」

「はい！」

　仲居ちゃんの手を摑つかんで走り出す高柳君。ちょっと、嫉しつ妬と……なんてことはない。このところ、野球や生徒会で自己鍛たん錬れんに励んでいる姿ばかり見ていたので、先頭切って人の恋愛に手助けする姿は新鮮だった。

「あすみ、急げ！」

　わたしも後おくれをとるわけにはいかない！

　自動改札に入れた切符の読み取りが間に合わずバーが上がったけど、そこはジャンプ。駅員さんの制止を背に聞きつつ二人に並んで走った。
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　マルキレディース館。

　その名の通り、女性向けのデパートだ。

　この店の六階には子供服メーカーの直営店やセレクトショップがテナントとして入り、デパートの中に意い匠しようを凝こらした店が集まったような造りになっている。そして春休みのせいか、わたしたちと同じくらいの年頃の女の子たちが物欲に眼を輝かせていた。

「これだけあれば似合う服の一、二着はあるだろうな。どんなのがいいんだ？」

　高柳君は白い春物ワンピを突っつきながら言った。

「そうですね……仲居ちゃんに似合うっていうのが前提ですけど、川上をアッと言わせるようなイメチェンを図りたいですね」

「そもそも川上をあっと言わせる服ってなんだ？」

「そこは高柳君が『あっ』と言うのを基準にすればいいと思います。しかし、昨日仲居ちゃんのメイド服は失敗だったようなので、男性全般が綺麗だなと感じる服を選べばいいと考えます」

「すると黒いワンピースに白いフリルはＮＧというわけだな。そして、俺がするのは試着した仲居の姿を評価することか」

「そのとおりです。さぁ、仲居ちゃん。君を着せ替え人形の如く……ってどこ行った？」

　いつの間にやら仲居ちゃんは両手にシャツを持って真剣な眼で選んでいた。そして、テテテとシャツとスカートを持って来た。

「これ！　これはいかがでしょう!?」

　得意げに持って来たのは白いブラウスとサスペンダーがついた赤いスカート。この組み合わせと配色は「ちびまる子」である。たぶん、エイプリルフールのネタに違いない。

　そっと服を戻し、わたしは目の前に広がる無限の可能性に戦いを挑んだ。

　まず、似合う服というのはデザインより色が重要な要素である。

　人それぞれ肌の色が多様だからこそ、身を包む衣にも様々な染料が使われ、新しい色が作られてきた。日本人の肌でも白い黒いはあるし、血色や日焼けによっても様々な「肌色」がある。自分の肌色を知り、その色に合った服を選ぶ。これが似合う服への近道……そうラブチェキに載っていた。

　仲居ちゃんの場合は、利沙程じゃないけど色白なので、鮮やかな色より少しトーンを落とした暖色系の……ピンクみたいな色が似合うと思う。

「一応、仲居ちゃんが好きな色を聞いておこうか」

「緑！」

　即答。そう言えば、パンツの色はいつだって薄緑だった。でも、世の中、好きな色が似合う色って少ないのだ。わたしは麻マー雀ジヤンでたとえると「ピンズの青色」が好きなんだけど、日に焼けやすいたちなので実際に似合うのはオレンジ色とか暖色系と言われる。

「ピンクの服はどうだい？　仲居ちゃん」

「……えっと、彼……ピンクは下着の色だからアウターには着るなって。彼にはピンクの服を着た人が下着で歩いているように見えるようですね。彼は笑いをとる天才だと思います」

　あんま会話してないっていうクセに、すっげー話をしていやがる。それにあいつは笑いを取ったんじゃなくて素で言ってるんだ。しかし、好きな相手の趣味に合わせるのも重要だし、本人の好みも取り入れるべきだろう。

「まずは君の好みを尊重してペールグリーンでいってみようか。このチェニックに……下はロングスカートでどうだい？」

「おまかせします！」

　陳ちん列れつされている中から白地に花柄のスカートを選んで、仲居ちゃんを試着室に押し込んだ。薄い緑と花柄は相性が良い。特にこの桜が咲いている季節、周囲の空気にも映えるだろう。

「楽しみだな。わくわくしてきた」

「ええ。きっと似合うでしょう」

　高柳君はこうした女子向けの売り場が珍しいみたいだ。仲居ちゃんが着替えているフィッティングルームから少し離れてマネキンの着ている服を見たり、ハンガーに掛かっているシャツの値札をひっくり返し始めた。その様子を見て、ふと幼よう稚ち園えんの頃スーパーの二階にある婦人服売り場で二人でかくれんぼしたのを思い出した。陳列されたロングスカートの中に隠れていた高柳君を捜さがし出だすのに苦労した。そんな甘あま酸ずっぱい記憶が甦よみがえる。

「なぁ、あすみ。ここに面白いの貼はってある」

「ど、どれです？」

　高柳君が壁に掲けい示じされている写真パネルを見ている。行ってみると、モデルさんがオシャレをする変身前と変身後の写真があった。いわゆるビフォーアフター。この服を着ればこんなに可愛くなりますよ的なアレだ。

「これって、ぶっちゃけビフォーの方が可愛いな？」

「……いえ、アフターですよ」

　ビフォーはＴシャツにジーンズ。アフターはリボンつきのブラウスにミニスカート。この太腿のムニッと感がいいと思うのだが、どうやら高柳君はわかっていないらしい。すると、先程からわたしたちの様子を窺うかがっていた女性の店員さんがやってきた。

「この写真、実はビフォーの方が人気あるのですよ」

「ほれ見ろ」

　店員さんによる暴露。たぶん「アフター」の服を店で売り出しているだろうに、正直というか商売っ気がないというか。

　その美人な店員さんはそのまま高柳君と女性の服について話を始めてしまった。

　普通、こういう場面では店員さんが「あらまぁ、彼女の服を一緒に買いに来たんですかぁ？　アツアツですねぇ」なんてお節介なフォローをするのがデフォルトだと思うのだが、できていない店員である。

　しかし、高柳君は好奇心旺おう盛せいな男子。何にでも興味を抱いて、知識を自分の引き出しの中に取り込む男なのだ。そして、この美人店員はイケメン中学生が自分の領域に興味を持ったのに気がついて罠わなにかけようとしているに違いない。モテ体質の高柳君、おそるべし。

「あの、あすみさん。いかがでしょう」

　仲居ちゃんが試着をしてフィッティングルームから出てきた。春らしい組み合わせのグリーン系のチュニックにロングスカート……イメージ通りだと思う。けど、ひと味足りないような。ここは彼の意見を仰あおごう。

「高柳君どうですか？」

　店員さんと話していた高柳君は仲居ちゃんを下から上に観察すると、首を捻った。

「悪くないけど、もう一歩って感じじゃないか？　たとえば、この店員さんみたいな落ち着いた服はどうだ？　綺き麗れいでいいと思う」

　ほう。高柳君は落ち着いた服が好みだったんだね。というより、美人店員が綺麗と言われて年齢差を真面目に計算し始めている。敵性店員認定。

「この店員さんの服だと、年上過ぎて仲居ちゃんには似合わないんじゃないかなぁ」

　睨まれた。

「いや、イメチェンが目的なら試すべきだと思う。そうでしょう？　店員さん」

　店員さんは高柳君の言葉に営業用スマイル以上の笑顔で応じ、何着か持って来てくれた。それを次々に着替える仲居ちゃんだが、どれも一歩を踏み出せない感じで時間ばかりが経過した。

「……や、やっぱりわたしに似合う服なんか存在しないのでは」

「いや、それは違うよ。今着ている服だって似合ってる。川上を唸うならせるのが目的だから悩んでいるんだ。ですよね？　高柳君」

「お、おうよ」

　噓は言ってないけど、贔ひい屓き目めに見ても仲居ちゃんは服に着られているように見えてしまう。お金持ちのお嬢様ってことで、予算オーバー間違いなしの服でも結果は同じだった。たぶん、本人も自覚しているのだろう。表情に諦めが見える。それにしても似合う服を選ぶのって難しい。しかも、恋の行方が懸かった勝負服だからなお難しい。

　しかし、このまま希望通りの服が買えませんでした、というわけにはいかない。この後、川上の家にラブレターを渡しに行かなくてはいけないのだ。ここで高柳君を唸らせる服を選べないと彼の信頼が失われ、妄想少女が影を濃こくして完全に現れるはず。

　ふと腕を組んでいる彼を見たら、あいつがマネキンの台に座ってこちらを見ていた。

　それも今まで以上に姿を濃くして。

　服を選べないわたしに高柳君が失望したのだろうか……これは凶兆だ。

　苛いら立だちつつも妄想少女を睨みつけると、セーラー服が違う服へと変わっていった。

　大人っぽいデザインのヒョウ柄パーカーに鎖くさりのついたショートパンツ。高柳君がこの服選びで気に入った服をあいつに着せたようだ……悔くやしいほど綺麗。まるでセレブのお嬢様みたいで、高貴なオーラさえ漂っている。

「しかし、なんと言っていいか、似合いそうな服は頭の中にイメージできているんだが、言葉に表せないのがつらいな。絵にもできねぇし」

　高柳君がそう呟つぶやく。この際だ。彼が理想としている妄想少女が着ている服を真似てしまおう。とても仲居ちゃんに似合うと思えないが、彼が好きなファッションを生で見ておきたい。彼の後ろに浮かんでいるあいつを横目で見ながら、似た服を選ぶ。上下一式に被っている帽ぼう子しや靴下まで探して、仲居ちゃんに手渡した。

「これを着てみて。今までのとはテイストが違うけど、冒険をしてみよう」

　何度も着替えさせられてくたびれている様子の仲居ちゃんだが、服を受け取るとフィッティングルームのカーテンを閉めた。そして、しばらくすると「アッ」と声が上がった。

「どうした、仲居!?」

「仲居ちゃん!?」

　しかし、返事が返ってこない。不審に思ってカーテンに首を突っ込むと、そこには硬直した彼女が鏡の前に突っ立っていた。

「誰だお前は!?」

　当たり前だけど仲居ちゃんだった。

　しかし、振り向いた彼女はまるで別人で、あいつが着ていた服を着た途端、仲居ちゃんは驚くべき変化を遂げたのだ。絶対に似合わないと思っていたヒョウ柄のパーカーが彼女を肉食獣に仕立て、際どいサイズのショーパンが中学生とは思えない色気を出している。

「これだよ、これ。よく似合うじゃねぇか。間違いなく川上をアッと言わせられるぞ」

「へ、変じゃありませんか？　太ふと腿ももとか出して変態に思われませんか？」

「太腿出して変態なら、地球は変態だらけだ。安心しろ。可愛い。いや、どっちかというと可愛いじゃなくて綺麗だ。すげぇ綺麗」

　高柳君にここまで言わせるのなら間違いなく本物だ。さっきから落ち着いた系の服を試着させてもらっていたが、大人っぽい服が似合う属性を隠し持っていたのだ。さすがセレブの娘。そういう属性を秘めていたんだ。この仲居加奈は。

「……でも、これ……ちょっと、お高いですねぇ……」

　仲居ちゃんの襟元からタグを引っ張り出すとパーカーが六八〇〇円、ショートパンツが五八〇〇円、帽子が五〇〇〇円。靴下が一組で一〇〇○円なんて意味がわからない。

「いくら持って来たの？」

「一四年分のお年玉一万二〇〇〇円です……」

　あんな豪邸に住んでいるのに平凡な総資産だ。しかし予算を六○○○円以上オーバーしている。とてもわたしが貸せる金額じゃない。

「こういう時は交渉だな。仲居、ちょっと来い」

　デパートで値引き交渉？　それは恥ずかしいことだよ！　しかし止める間もなく高柳君は仲居ちゃんを連れてレジの方へ行ってしまった。そして、レジで何やら話しているかと思ったら、先程の店員さんが仲居ちゃんを見て仰ぎよう天てんしたのが見えた。そして、バックヤードから一眼レフを持ち出したかと思うと写真を撮り始めた。

「……何が始まったんですか？」

「ああ。さっき見ていたビフォーアフターの写真があっただろ？　あれに仲居を使ったらと売り込んでみたんだ。こんだけ印象変わるのも珍しいからな。その報酬として値引きを、と交渉。ニーズが合致して、この服は四割引になった」

　す、すげぇ。パシャパシャ写真を撮られる仲居ちゃん。なんだか、モデルになったみたいだ。

　代金を支払う時、美人な店員さんは仲居ちゃんに名刺とカードを渡しながら言った。

「あなたは私が見るところ化粧映えすると思うわ。この社員割引券をあげるから一階で口紅でも買ってみたらどうかしら？」

　熱心にそう勧める店員さんに見送られ、わたしたちは六階を後にした。もちろん、新しい服は着たままだ。すれ違う男の人が振り返るのがわかる。

　そして、世の中というのは、いったん追い風が吹き始めるとトントン拍子に物事が進むものである。

　衣料品売り場でもらった社員割引券は化粧品売り場で三〇％引き券として使えることがわかった。

　喜び勇んで香水の匂いが漂う化け粧しよう品ひん売り場へ行くと、店員さんは仲居ちゃんを見るなりファンデーションやアイシャドーが並んでいる椅子に座らせ、メイクを始めてしまったのである。化粧映えするという仲居ちゃんの素質を見抜き、メイクアーティストの魂たましいに火が点ついたのかもしれない。

　わたし自身、雑誌とか友達との会話でしか化粧の仕方を知らなかったので、良い機会だと見学をしていると、店員さんは興が乗ったのか解説をしてくれた。彼女の肌の色にはこの色がいいとか、シーンに合わせて口紅を変えるとか、肌の手入れの方法とかまで教えてくれた。そして、気がつくとわたしたちの周りには似たような年代の子たちが集まって話に聞き入っていた。

「はい、これで完成」

　こうして鏡と対面した仲居ちゃん。本人の驚きはわたしたち以上だった。

「これ……わたし？」













　そこには自他共に認めていた地味女はいなかった。誰が見ても綺麗だと言うだろうモデルみたいな女の子がいたのだ。しかも、それだけではない。妄想少女カナより上を行く美しさ。これはビフォーアフターのレベルじゃない。完全に変身。蛹さなぎから蝶ちようへ羽う化かしたかのように仲居ちゃんは変わったのである。

「……女ってのはすげぇな。服を変えて化粧しただけでこの変化だ……化粧映えするのは本当だが素材がいいんだよ。というより、仲居のポテンシャルが高いんだ。あらためて見ると顔立ちは整っているしスタイルも悪くない。多分、うちの制服が似合わない上、サイズがでかいのだろう。ようするに仲居は今まで損をしていたんだ」

　高柳君が仲居ちゃんの変化を絶賛し、ギャラリーたちも頷いている。

「ほら、見ろよ。この唇くちびる。ぷっくりして艶つややかな紅べにがのっている。どんな男だってキスしたくなる可愛らしい唇だ」

「うんうん」

「それにこの目元。一ひと重えのまぶたにこんなオリエンタルな魅力があると思わなかった。睫まつ毛げも上を向いてて、仲居の瞳ひとみが宝石みたいに見える」

「うんうん」

「たぶん、今の仲居って三年後くらいの顔なんじゃねぇか？　化粧で化けたんじゃなくてそんな風に思える。安心しろ、仲居。お前は美人だ。たぶんこれからもっと美人になる」

「わ、わたしがですか？」

「そうだ自信を持て。その美しさは世界レベルだ」

　大絶賛する高柳君に店員さんが笑みを浮かべた。

「あなたたちの世代は毎日が変化の連続ですよ。今はお化粧で足りないところを伸ばしましたけど、すぐに望む姿へ顔も成長する。きっと、一年もすれば今の姿になるでしょうし、その時またお化粧すればずっと綺麗な顔になるはずです。ですから、今後とも我が社の製品をよろしく」

　最後は宣せん伝でんみたくなってしまったが、店員さんは商売抜きの笑顔で化粧品のサンプルを紙袋に入れてくれた。
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　準備は整った。

　予想外の変化を遂げた仲居加か奈な。

　わたしたちは予定を切り上げ瀬田谷駅に戻り、万全を期すべく仲居ちゃんを美容院に押し込んだ。

　ここまで来たら、どこまで伸びるか見ておきたい。高柳君と相談し、お小遣いを出し合って仲居ちゃんを美容院へ連れて行くことにした。そして、ここでも風は仲居ちゃんに吹いていた。わたしたちがお金の相談をしているのを見ていた店主が、仲居ちゃんをカットモデルにすることで料金をタダにしてくれた上、才気溢れる若き美容師さんがこれ以上ないくらい良い仕事をしてくれたのだ。

　その結果、もうわたしは「仲居ちゃん」なんて呼べなくなってしまった。「仲居さん」と言わないといけないくらい大人っぽい魅力的な娘になったのである。半日前とはまるで別人。高柳君とわたしは何と言って良いか、競馬にたとえれば万馬券、麻雀でたとえれば四スー槓カン子ツをツモったような幸福と充足感に満たされていた。

　高柳君は川上の家の途中にあるコンビニで缶ジュースを三本買うとわたしたちに手渡した。

「いいか？　仲居。川上はお前ん家が大金持ちでびびっている。だが、仲居は川上が好きで、川上は仲居が好きだ。相思相愛。だから付き合っている。それは間違いないな」

「はい！　わたしは川上君が好きです」

「しかし、愚かにも川上はお前ん家と自分の家を比べて怯ひるんでしまった。仲居の口からそんなの気にせず、川上が好きだと言ってやれば、あいつも男だ。自分を阻はばむ壁なんてぶち壊して、仲居と付き合い続けるにちがいない」

「はい！」

「今、あいつん家ちには川上しかいねぇ。お前の胸の内にあるもんを全部吐き出してこい。伝えきれなくても一生懸命書いた手紙がある。安心して結果を出してくるんだ！」

「はい！」

「お前は綺麗だ。誰が見ても美しい！」

「はい！」

「世界で一番可愛らしい！」

「はい！」

「仲居ちゃんや。万一、夜になっても戻ってこなかったらアリバイ工作をしておくよ」

「よろしくお願いします！」

「な、な、な、何言ってんだ、二人とも。そういうのはいいから行ってこい。がんばるんだぞ」

　三人で缶ジュースを高く打ち合わせ、仲居ちゃんの成功を祈る。

　美麗に変化を遂げた仲居ちゃん。身を包む服は総額一万八六○○円。毛先にゆるふわのカールをつけた軽い黒髪は胸元に曲線を落とし、ほのかに香り立つ香水が全身を引き締めている。両手でラブレター兼ライブの招待状を持った彼女はわたしたちに軽く頭を下げると別人のような声で言った。

「おかげさまで生まれて初めて自分の顔に自信が持てました。これで川上君の前に立っても恥ずかしくありません。ありがとうございました。お二人とも」

　すでに仲居ちゃんは外見だけでなく内側も変化している。これが仲居加奈のポテンシャルを出し切った姿。川上のアパートに向かう彼女は廃墟に舞い降りた天使と見まごうばかりの美しさだった。

「……上手く行くといいな」

「ええ」

　必ず上手く行く。

　綺麗になった姿を褒められて、会話も弾んで、ラブレターを渡せる。気持ちが伝わり、川上も自信を取り戻して全部上手くいくはず。そうでなくてはいけない。高柳君とポストの陰に隠れながらそう願った。ペンキがボロボロ剝がれる階段を昇っていく仲居ちゃんの足取りは堂々としている。気持ちも清すが々すがしく前向きだ。自信を持てば美しくなる。美しくなれば自信を持てる。

　階段を昇る仲居ちゃんを目で追っていると、二階から下りてくる人影が見えた。黒いスカートを穿いた妄想メイド、妄想少女カナだ。カナと加奈がすれ違う。妄想少女に容姿で勝まさった仲居ちゃん。わたしは彼氏の妄想を超えた仲居加奈に思わず唸った。

　こんな美女に「好きです」と言われれば、川上も応えてくれるだろう。そして、この先二人にどんな逆境が待っていたとしても乗り越えられるはずだ。

　階段を昇りきって２０１号室の前に立つ仲居ちゃん。深呼吸している。代わりに階段を下りてこちらへ来るカナ。わたしはカナに心の中で言った。「どうだ、お前の若奥様は？　綺麗だろ」と。

　カナは一礼すると「妄想手紙」をポストに投とう函かんした。手紙なんて出さないで、もっと喜んで欲しい。それとも彼女の女としての心が邪魔をして喜べないのだろうか。複雑な妄想少女の感情は摑みきれないが、カナはどこか眩まぶしげに仲居ちゃんを見ている。

「ねぇ、スカート穿はいてるところをみると休憩中なんだよね？　少しここで待機しててよ。二人っきりにしてあげたいんだ」

　カナは妄想少女だけど、それが人情ってもんだ。そして、そこは忠実なメイド。ゲストの希望に沿って門の脇に黙って立ってくれた。

「なぁ、あすみ」

「何です？　高柳君」

　高柳君が郵便ポストに身体を預けて言った。

「よく仲居にぴったりな服を見つけられたな」

　どきりとした。「見直したぞ」と言外に褒めてくれている彼だけど、眼を合わせづらい。だって、あれはわたしの手柄ではなく、妄想少女の服を真似ただけだ。その妄想少女は彼の「好感度」がわたしへと傾かたむいたせいか、どこかへ行ってしまった。高柳君はなおも話を続ける。

「冗じよう談だんみたいに聞こえるかも知れねぇけど、仲居に似合うんじゃないかと思った服をあすみが持って来たんだ。もしかして、俺が発した電波でも受信したのか？」

「まさか」

　電波受信じゃなくて妄想を見ただけ。きっとあの時、妄想少女が仲居ちゃんに似合う服を着たのは、言葉では言い表せない服のイメージを高柳君が心の中で思い浮かべたからだと思う。

　高柳君は「だよな」と苦笑いした。

　だけど、もしも彼の意思ではなく、あいつが自分で考えて服を着替えたのだとしたら……妄想少女はそれくらいのこと簡単にできる。もしそうなのであれば、わたしは「助けられた」ことになってしまう。さっきの買い物でわたしが仲居ちゃんの手助けをできなかったのは事実だ。それが悔しい。

　しかし、高柳君の話は終わっていなかった。彼はポストの脇から正面へ移動すると普通郵便の差し入れ口辺りから真顔でわたしを見上げたのである。

「また右下見てる」

「え？」

「昔から、お前って噓つくと視線を右下に移すのな。ついでに隠し事をする時は胸の第一ボタン辺りを回すくせがある。全部するのは初めてだけど、それってどういう意味なんだ？」

　彼の眼は笑ってなかった。そして、わたしは右下を見ながら、第一ボタンを回していた。前に利沙からも指摘されたことだけど、なぜ今高柳君はそんなことを言うのだろう。

　わたしが隠しているのは妄想少女が見えること。噓をついているのは服のヒントを妄想少女から教えてもらったことだ。

　こんな非現実的なことを言えるはずもないし、気がつかれることもありえない。

「そ、そんなに服をピンポイントで見つけたことが不思議ですか？」

「まぁな」

「幼なじみだから同じ思考で服を選んだだけでは？」

「いいや、お前と俺の好みは全然違う。もしかして、お前さ」

　高柳君は考えを整理するかのように空を見上げ、唐突に言った。

「なにか視みえているんじゃないか？」

　息が止まった。

　そして、わたしは彼と見つめ合ってしまった。「なにか視えている」。高柳君はそう言った。

　まさかコンタクトレンズの秘密を知っている？　いや、そんなことはありえない。では、不可解な行動をするわたしを「電波女」扱いしているのと同じようにそう言ったのか？　どちらにしろ彼に不思議なコンタクトのことも妄想少女の存在も明かすわけにはいかない。そんなことが知られたら、どんな反応をされるかわからない。男子の好みや思考がストレートに現れる妄想少女を見れるというのは、心の中を覗いているようなものだ。わたしが覗き魔と彼が知ってしまったら、今まで通り接してくれるはずない。

「えっと、幽ゆう霊れいでも視えていると仰しゃるんですか？　わたしがお化け屋敷にも入れない怖がりなのは知っているのでしょう？」

　無意識に第一ボタンをいじらないように手を後ろで組み、彼の眼を見て噓をついた。

「そりゃ知ってるけど」

「多分、注意力が散さん漫まんに思えるのは、思春期的なアレで気が虚うつろなんでしょう。その代わりに直感力が増したのかもしれません。さっきの服選びも、長い付き合いの高柳君の気持ちを見抜いた結果かもしれません。そう、わたしは高柳君の思考を見抜けるのです」

「見抜けるのか？　じゃあ、見抜いてみろ」

　え？

　冗談で話を打ち止めにしようと言ったのに、彼はわたしに顔を近づけた。高柳君がわたしを見つめている。

　彼の瞳を間近に見てわたしは気後れした。高柳君は何を考えているんだろう。ただ、彼からはそんな秘密を解き明かそうというような様子は感じられない。それなのに真剣な眼をしている。

　ふと彼が、別の種類の会話をしているのではないかと思った。

　たとえば告白。見つめ合って、気持ちを当ててみろなんて、それくらいしか考えつかない。

　そして、もしこの場で「わたしのことが好き」と言えば、たとえ見抜いた答えが間違いでも当たりになるのでは？　そんな考えが頭の中に浮かんだ。今、彼に妄想少女は見えない。彼の瞳がわたしの答えを待っている。

「わたしのことが……」

「そこまでは合ってる。続きはなんだ？」

　鼓こ動どうが速まった。これはチャンスじゃないのか？　虚無僧がくれたインチキハガキは相手の願いを書けば叶うと言った。ハガキではないが、この局面も同じじゃないか？　好きだと言えば、叶うかもしれない。

「続きは？」

　胸がドキドキして苦しい。たった一言、それを言えばもしかしたら……。

　その時だった。

　アパートのドアが開かれた。そして、階段を駆け下りる音が辺りに響いたのだ。わたしたちは弾かれたようにアパートの方を見た。わたしの目前でメイドが倒れた。真っ青な顔で虚空を呆ほうけたように見るカナ。そして、彼女の前を仲居加奈が走り抜けた。一瞬見えた横顔は涙を流し、口元を抑えていた。

「あすみ！」

　何が起きたのかわからず動けないわたしの名前を高柳君が呼んだ。

「高柳君、一体何があったの!?」

「わからねぇが、お前は仲居を追っかけろ！　俺は川上から事情を聞き出す！」

　そう言って高柳君はわたしの肩を押すと、アパートの方へ走って行った。

　何が起きたんだ!?　カナに呼びかけても答えが返って来ない。門もん扉ぴを摑んだカナの手がずるずると下がり、地面に崩くずれてしまった。

「カナ、大丈夫!?」

「あすみ！　何してる!?　仲居を追え！」

　カナも仲居ちゃんを追うように身振りで伝える。何があったのか理解できないものの、高柳君に言われたとおり仲居ちゃんを追った。

　あれだけ頑張ったのに別れ話を切り出されたのか？　たった五分だ。そんな短い時間に何があったと言うんだ。橋を渡って表通りに出る。いない。どこへ行った？　もし家に帰るとしたら左に曲がるはず。だけどバスを使うとしたら右折して都道へ出ることになる。どっちだ。迷っていては見失ってしまう。

　わたしは左へ走った。しかし、コンビニまで走っても仲居ちゃんに追いつかない。都道へ向かったのか。それとも途中で曲がったのか。

「あすみちゃん？　息を切らせてどうしたの？」

　ふいにコンビニの自動ドアから買い物袋を持った鶴つるちゃんと亀かめちゃんが出てきた。

「鶴ちゃん！　亀ちゃん！　仲居ちゃんを……走ってる女の子を見なかった!?」

　二人は顔を見合わせると、ただ事ではないのを察してすぐ答えてくれた。

「さっき、あっちへ美人さんが走ってくのが見えたよ。すごい勢いだった。とても仲居ちゃんには見えなかったけど……」

　それだ！

「ここをまっすぐ行ったんだね!?」

　わたしが走り出すと、二人も追ってきてくれた。

「あの子、仲居ちゃんだったの？　あすみちゃん、何があったの？　何で仲居ちゃんは泣いてたの!?」

「それがわからなくて捜しているんだ。川上と何かあったらしい」

「それは大変！　わたしたちは右と左に分かれて捜すよ。環状線の方は亀ちゃん、水道道路の方はわたし。見つけたら電話するから」

　そう言って、二人は交差点をそれぞれ曲がって走ってくれた。二人ともありがとう。わたしはそのまま真っ直ぐ走った。走りながら仲居ちゃんに携帯で電話をかける。しかし、出てくれない。

　もしや川上が彼女を拒こばんだのか？　それとも一方的に別れ話を切り出したのか。アパートで何があったかわからない。どちらにしろ、あれだけ彼に好かれようとしていた彼女が泣きながら飛び出したというのは尋じん常じようじゃない。一生を捧ささげたいなんて言っていた。もしかして、突発的に自殺なんかを……

「そんなのない！」

　首を振って不吉な考えを振り払った。

　だけど、ないとはいえない。わたしたちは自分でも何をするかわからないんだ。失恋して人生に絶望するなんてよくあること。まして、仲居ちゃんは川上のことで頭がいっぱいの女の子だ。仲居ちゃんが首を吊つろうとしているところや、どこか高い所で靴くつを揃そろえている姿が次々と脳裏に浮かび、頭から離れてくれない。身体を震えが襲う。もし彼女になにかあったら……。

　鶴ちゃんと亀ちゃんからは電話がかかってこない。

「どこにいるんだよ、仲居ちゃん！」

　その時、メールの着信音がした。とっさに携帯を開くとそれは利沙からだった。




　――あすみの友達が九丁目公園で泣いてるけど？




　利沙が偶ぐう然ぜん、仲居ちゃんを見かけて連絡をくれたのか？

　そんな疑問はどうでもいい。今、わたしの友達で泣いているのは仲居ちゃん以外ありえない。

　急いで九丁目公園を目指した。

　公園に着いた頃には胸と足が悲鳴をあげ、冷や汗のような気持ち悪い汗をかいていた。日が傾いた園内には人の姿は見えず、公園に一本だけ立つ桜が風に揺れているだけだった。風で散っていく桜。花はな片びらがひらひらと落ちて、砂利の上にまだら模様を作っている。

　仲居ちゃんはどこに……メールをくれた利沙の姿も見当たらない。もう一度公園内を見回すと桜の陰に隠れたブランコがゆれているのに気づいた。正面に回り込むと仲居ちゃんがそこにいた。

「捜したよ、仲居ちゃん！」

　しかし、呼びかけても反応がない。わたしは俯うつむいている彼女の前にしゃがんだ。

「何があったの!?　川上に何を言われたの？」

　仲居ちゃんの顔を覗き込むと化粧が涙で流れ落ちていた。頰のファンデーションに涙の線がついている。綺麗にセットされていた髪も掻かきむしったのか乱れていた。とても見ていられなかった。

　きっと川上と会ってすぐ何かあったのだ。手にはラブレターが握られている。けれど仲居ちゃんは口を利いてくれない。彼女の頰にもう一筋の涙が伝った。

　言葉が浮かばない。リサならどう慰なぐさめる？　裕ゆう香かさんだったら？　利沙なら？　しかし、馬ば鹿かなわたしは慰める言葉を見つけられず、ただ隣となりのブランコに腰を下ろして、彼女が話しかけてくれるのを待つことしかできなかった。

　ポケットの中で携帯が鳴った。高柳君だろうか、それとも彼女を捜すように頼んだ鶴亀ちゃんか。携帯を取らず着信音が切れるのを待つ。誰であっても取れない理由を察してくれるはずだ。

　どれくらい経っただろう。日が落ちて、電灯がチカチカと点滅を繰り返して明かりを灯した。桜が青白く照らし出されると、足下を冷たい風が吹き抜けていった。風が出てきたようだ。

　寒々しい彼女の肩に上着を脱いで羽は織おらせると嗚お咽えつが上がった。

「川上君……」

　嗚咽に混じって口にされる名前。

　わたしは仲居ちゃんを後ろから抱きしめた。そんなことしかできない。だけどつらいことがあった時、リサはそうしてくれた。友達が悲しい顔をしていると自分もつらいと温もりで教えてくれるのだ。

「話してよ。全部聞くから」

　仲居ちゃんは声にならない声をあげた。ブランコが不安定に揺れてわたしは彼女を力一杯抱きしめた。

　ぽつりぽつりと話し始めた仲居ちゃん。川上は仲居ちゃんを一目見て「似合わない」と呟いたそうだ。彼女の顔、全身を見て、いつもの仏頂面でそう言ったという。そして、その言葉を聞いて、一生懸命がんばってきたことや今までの想いを全部否定されたように感じて、川上の家を飛び出したというのだ。

　似合わないなんてことはない。そんなこと絶対ない。化粧も服装も髪型も全部、元々彼女が持っていた魅力を引き出した結果だ。それが似合わないなどと言われたら、仲居加奈という個人に意味はなくなってしまう。「似合わない」という言葉がこの上なく残酷に聞こえた。

　そして、わたしは仲居ちゃんに慰めの言葉をかけられなかった。仲居ちゃんの頰にできた涙の線が亀裂に思え、その裂け目から空っぽになった彼女の心が見えるようだった。どんな慰めも届かない。そう思えて何も言えなかった。

　そんなだめなわたしの腕から仲居ちゃんの感触が消えた。彼女はふらつく足のままブランコから立ち上がり、そして、手に持っていた手紙を見ると奥歯を嚙みしめながら笑った。

「……無む駄だになってしまいました」

　手にした手紙が二つに破られていく。そして、その読まれることがなかった手紙は別れた二人のように風で別々の方向へ流されていった。

「……仲居ちゃん」

「上着、ありがとうございました。あすみさんに話を聞いてもらえてよかったです」

　仲居ちゃんは肩に掛かった上着をわたしに戻すと手の甲で涙を拭ぬぐい、歩き出してしまった。このまま、一人にできないと思って後を追いかけると「もう大丈夫ですから」と、また新しい涙を浮かべて公園から走って出てしまった。

　追えなかった。

　何でこんなことになったのか。

　川上が「似合わない」と言ったのが悪いのか、結果的に「似合わない」と言わせた格好をさせたわたしが悪かったのか。それとも今日のことは元々無意味なことだったのか。言いようのない虚脱感に襲われ、わたしはブランコから離れた。電灯の光が真っ黒い影法師をわたしの前に映し出し、それが浅はかな自分と重なった。

　仲居ちゃんを泣かせたのはわたしだ。

　だとしたら、この結果はわたしのせいだ。

　昨夜の時点で彼女と川上を対話させていればどうにかなったかもしれない。

　自分の影を見ていると、それが落とし穴のように思えて怖くなった。あんなに自分の変化に喜んでいた仲居ちゃん。自分の魅力を発見した仲居ちゃん。今日のことが彼女に影を落として、化粧をするたび涙を流すかもしれない。二度と着飾ろうなんて思わなくなるかもしれない。わたしは大変なことをしてしまったのだ。

　仲居ちゃんが乗っていたブランコが揺れるのをやめた。死んだように静かになった公園が怖くなって出ようとしたら出入り口で声をかけられた。

「お疲れ様」

「利沙……」

　なぜか利沙がギターケースを背負って公園の入り口でしゃがんでいた。利沙が偶然仲居ちゃんを見かけてメールをくれた。ずっとこちらを見守っていたのだろうか。

「……悲しい顔をしなさんな。あすみは悪いことをしてないよ」

　利沙はそう言ってくれた。

　たぶんわたしたちの様子から事情を察してくれているのだろう。そして、わたしはその言葉で心に巣くっていた罪悪感のようなものが少しだけ薄らいだ気がした。

「メール、ありがと……」

　利沙は軽く唇に笑みを作ると、

「エイプリルフールだからね。馬鹿を助けてやんないと」

　そう言った。たしかに馬鹿なわたしは助けられてしまった。このまま家に帰ったら何も考えられず落ち込んだままだったに違いない。利沙がここにいてくれてよかった。

「助けられた馬鹿はどうすればいいかな？」

「あすみはこのまま終わらすつもりはないんでしょ？　やりたいようにやればいい。行動力だけがあすみの取り柄だから」

「馬鹿の一つ覚えってやつか」

「そのとおり」

　そうだよ。このまま終わりにしちゃいけない。

　高柳君は川上と話をするって言っていたし、なによりカナが苦しんでいた。妄想少女は男子の本心。仲居ちゃんを悲しませた本人が苦しんでいることになる。そこから考えられるのは仲居ちゃんの気持ちが伝わっていないってことだ。

　わたしの顔を見ていた利沙は立ち上がると、ギターケースを背負い直して公園へ入っていった。

「その顔ならやるべきことが見えてきたわね？　さぁ、もう一回慰めに行くなり、彼氏のところへ行くなり、ここから立ち去りなさい。私はあなたたちのせいで公園での用事をすませられなくて困っているの」

　利沙はそう言うと公園のさっきまでわたしたちがいたブランコの方へ歩いて行った。利沙が腰をかけたのかブランコが揺れ始めた。このまま二人の関係を終わらせてはいけない。仲居ちゃんが傷ついたまま終わっちゃだめだ。その後押しをまさか利沙がしてくれるとは思わなかった。

　利沙に心の中で感謝する。

「ありがと」

　足が自然に駆け出した。

　携帯を開く。さっきの着信は高柳君からだった。走りながら彼に電話をかける。出てくれない。まだ彼は川上と話をしているのだろうか。携帯を閉じて川上の家へ急いだ。

　四丁目のアパート。

　再び川上のアパートへたどり着くと、カナが門前で蹲ったままだった。

「カナ！　川上は!?」

　しかし、メイドは「勤務中」のため、軽く会釈をするだけで答えない。だけど、その顔は仲居ちゃんと同じように、いやそれ以上に失恋の痛みを堪こらえているような顔をしていた。

　まだ高柳君は２０１号室にいるのだろうか。門を潜くぐりかけた時、背後から声をかけられた。

「あら、峰倉さんよね？」

　振り返るとそこには川上のお母さんが立っていた。仕事帰りだろうか。昨夜よりも顔色が悪い。

「おばさん、川上君はいますか？」

「家にいると思いますけど……ところで峰倉さん。最近、うちの昌まさ治はるの様子がおかしいのだけど、何かご存じない？」

　おばさんも息子が思い悩んでいることに気がついているようだ。けれど、このお母さんに「家の格」で川上が恋愛を終わりにしようとしているなんて言えるはずはない。

「……ちょっと、彼女とうまくいってないみたいで」

「まぁ……加奈さんと？　この前まであんなに嬉しそうにしていたのに……」

　川上のお母さんは我がことのようにがっかりしている。今二人の関係は危機を迎えている。このお母さんにそれを伝えたら倒れてしまうのではないだろうか、そう思えた。

「峰倉さんは原因を知ってらっしゃるの？」

「……いえ、わたしの口からは……」

　わたしは言葉を濁すしかない。だけど川上のお母さんは息子のことをよくわかっていた。

「まさか、うちに余裕がないから変なことを考えているんじゃないかしら。もしかして、おこづかいが足りなくて佳奈さんをデートに誘えなかったとか……」

「仮にそうでも仲居加奈はそんなこと気にしない女の子です。川上と一緒だったらそれだけで嬉しがる女の子です」

「あらあら。昌治にはもったいない子ね。できれば仲直りしてもらいたいけど……それにしても加奈さんの名字って仲居なのね。わたしが勤める会社と同じ名前だわ」

「同じ名前……ですか？」

「ナカイ不動産。いい会社なんだけど、お給料が少ないのが残念ね」

　そうだったのか。

　お母さんの勤め先が彼女のお家。川上は相手がお金持ちなだけでなく、お母さんが勤める会社の令嬢だってことを知ったから急に距離をとったんだ。夜遅くまで残業をしいる会社の娘が彼女。複雑に思うのはわかる。

　だけど、だけど、それは仲居ちゃんが悪いんじゃない。この社会の仕組みがおかしいだけだ。きっとナカイ不動産ってとこも意地悪で給料を低くしているわけじゃない。残業を無理強いしてるわけでもない。

　川上のお母さんは寂さびしげに話をする。

「親としてうまくいって欲しかったわ。あの子ったら彼女ができてからはりきっていたの。この前なんか加奈さんが一六歳になったら結婚すると言っていたのよ」

「……結婚ですか」

「おかしいでしょ？　なんでも、早く結婚して私に楽をさせるとか。炊すい事じ洗せん濯たくも妻にやらせるって。親の私が言うのもなんですけど、古臭いというか時代がずれているというか……妻をメイドか何かと勘違いしているのかしら。あらやだ。変な話をしてしまいましたね」

　メイド？

　このお母さんのために川上はメイドを求めていた？　川上のお母さんはどこか身体を壊しているのか顔色が悪い。あいつにとってのメイドってのは「妻」の代名詞だったんだ。川上が妄想少女にメイドの格好をさせていた理由がこんなところでわかった。

　母を労いたわり、自分で家事をする川上。いい奴なんだ。仲居ちゃんに相応ふさわしい男じゃないか。

「峰倉さん？」

　川上のお母さんが小首を傾かしげながらわたしを見ていた。

「あの、家に上がっても――」

「あすみ」

　家に上がらせてもらおうと言いかけた時、階段を下りてくる音と共に高柳君の声がした。高柳君は川上のお母さんに気がつくと挨拶をして、わたしを家路へ促うながした。それは拒めるものではなく、彼に従うしかなかった。

　振り返ると、お母さんの手を引くようにして階段を昇るカナの泣き顔が見えた。
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「仲なか居いと別れて清々した……奴はそう言っていた」

　二人になると高たか柳やなぎ君は川かわ上かみとの話し合いで交わされた内容を教えてくれた。わたしが仲居ちゃんと話していたのと同じ頃、高柳君も川上と向き合っていたのだが、話にならなかったという。

「あの綺麗な格かつ好こうをした仲居から、何度も好きだと言われたらしい。それなのに部屋から追い出したんだそうだ。いったい川上は何を考えているんだ」

　彼の口ぶりはいつもと変わらないけど、川上に怒りを覚えているようだった。しかし、川上が仲居ちゃんを拒こばんだのはお金持ちだからだけではなかった。お母さんが勤める会社の経営者だったからだ。

「あの、川上について見落としていることがあったんです」

「見落とし？」

「仲居ちゃんの家はどうやら川上のお母さんの雇い主みたいです。お金持ちだった上、母を苦しめる家だったんです」

「それならなおさら、仲居と付き合い続けて現状を変えていく努力をすべきだろう」

　いや。それは高柳君の考え方なんだ。

「川上はそういう風に思えないんでしょう。自分の彼女がお母さんを苦しめる会社のご令嬢。にもかかわらず、仲居ちゃんは彼にとって理想的な女の子。そんな二に律りつ背はい反はんな事態に川上は別れるという選せん択たく肢ししか導きだせなかったんじゃないでしょうか」

「仲居があんなに美人でもか？」

「それがいけなかったのかもしれません。イメチェンによって仲居ちゃんが美女へと羽う化かした。あのお屋敷に似合うようなポテンシャルが引き出されてしまった。だから川上は余計に自分との釣り合いを気にしたんです」

「つまり俺たちが仲居を綺麗にしすぎたから、事態がこじれたっていうのか？」

「そうです。仲居ちゃんは川上の嗜し好こうに応えてしまう女の子。それなのに『壁』が阻はばんでいる。川上は全てが嫌になった。そうは考えられませんか？」

　高柳君が腕を組んで考え込んだ。

　きっと彼が仲居ちゃんに言ったという「似合わない」は川上の呻うめき声ごえだったんだ。髪型や服が似合わないのではなく、「自分には似合わない」。そういう意味で言ったのであれば腑ふに落おちる。以前、「釣り合わない」と言ったのも同じだ。仲居家の家柄に自分が釣り合わないと言っていたのだ。

　カナが悲しんでいる姿を見なければ、この結論に達することはできない。表情の乏とぼしい川上からそんな思いを読み取るなんて不可能だ。高柳君は腕を組んで考えている。その彼の後ろには再び妄もう想そう少しよう女じよが色濃こく浮かんでいる。きっと、わたしみたいな失敗はせず、問題が起こる前に解決させてしまうだろう。

　けど、わたしは。

　しかし、わたしは。

「高柳君」

「なんだ？」

　このまま終わらせるわけにはいかない。自分が関わったのが原因で問題が悪化したのなら自分で解決しないといけない。

「仲居ちゃんの家に行ってきます。これからどうするつもりか、なにか手を貸せることがないか聞いてきます」

　突っ走るのがわたしの唯一の取とり柄え。利り沙さはそう言った。何もしないで立ち止まるわけにはいかない。

　何ができるかわからないけど走っていたい。

「よし行け、あすみ！」

　高柳君がそう言ってくれた。

　彼はわたしをわかってくれている。そして、「もう一度、川上の所へ行く」と高柳君は駆けた。

　これが今とれる最善の行動だ。

　自分を追い込みたくはないが、この問題を解決できないと高柳君との関係がおかしくなる気がする。

　高柳君はわたしに期待をしてくれていた。その期待が打うち砕くだかれればわたしの限界を知り、二度とわたしに何も望まなくなるにちがいない。期待もしない相手と恋をするなんてありえない。

　そんなのは嫌だ。

　仲居ちゃん家のある成せい条じようまで突っ走った。

　成条駅の駅ビルを通り抜けて駅前の広場へ。そこからマッグのある交差点を右に曲がり、ずっと直進。長い生け垣が続く道を走り、大きな門の前に立った。仲居邸てい。

　門構えにたじろがずわたしはチャイムを押した。

「はい、どちら様でしょう？」

　ほどなくインターホンから聞こえた声は幼い男の子の声だった。仲居ちゃんの弟だろうか。仲居ちゃんに取り次いでもらうようにお願いすると、弟さんから「まだ帰ってません」と言われた。

　公園で別れた後、家に帰っていないということか？　家に帰ってないとしたらどこへ？　不安がまたわたしを襲った。わたしは馬ば鹿かでどうしようもないから、失恋からとんでもないことを連想してしまう。

　捜さがしに行かないと。

　でも仲居ちゃんが行きそうな所なんて思いつかない。

　インターホンの前で途方に暮れていると、郵便の原付バイクが門の前に止まった。郵便配達の人がわたしを横目で見ながら郵便受けに何枚か封書を入れると、バイクのエンジンを響かせて遠ざかっていった。

　だが、ステンレスの郵便受けにゴトゴトと封書が落ちる音がしたものの、封書が地面に落ちたのが見えた。蓋ふたが開いていたらしい。気づかず行ってしまった配達員の代わりに封書を拾うと不思議にも落ちた封書は一通だけで、その手紙には見覚えがあった。

　これはカナがポストから出していた「妄想手紙」……。

　なぜ、あの子が書いた手紙が仲居ちゃんの家に届くんだ？

　落ちた手紙を手に取ると、不思議にも封をしていた蠟ろうがペロリと剝がれて中から便びん箋せんが滑すべり出でてきた。そして、三つ折りにされた便箋が広がると、信じられないことにわたしの瞳ひとみを通して達筆な文面が頭の中へ直接入り込んできた。いや、文章だけではない。川上の気持ちそのものがわたしの心とリンクしたかのように駆け巡ったのだ。

　宵よい闇やみを飛び越えて、わたしの心が川上の家へ移動する。

　仲居ちゃんが玄関の前で緊張した顔で立っていた。これは夕方の出来事だ。仲居ちゃんが「お久しぶりです」とぎこちない挨拶をしている姿が川上の視点で見える。

　そして、その光景に文字が重なって見えた。そこには仲居加か奈なの美しい姿に見み惚とれ、知らなかった魅力に気がついたと書かれていた。仲居ちゃんのために一生を捧ささげたい、ずっと一緒にいたい、そう手紙からは感じ取れた。

　これはラブレターだ。

　川上の気持ちが正直に綴つづられた妄想のラブレターだ。

　カナは気持ちを伝えきれない主人の代わりにラブレターをポストに出していたんだ。

　このラブレターには追伸があった。「似合わない……俺には似合わない。こんな美人が俺を好きでいてくれるはずはない」と。

　やはり、川上の真意はそれだった。

　あの男は勝手に自己完結して、彼女の気持ちを考えていなかったのだ。

　手紙がまた郵便受けからこぼれた。いや、一枚だけではない。数え切れないほどたくさんの手紙が舞い落ちる。地面に落ちる前に封が開き、その度にわたしの心へ川上の気持ちが伝わってくる。

　手紙は付き合い始めた頃から毎日書かれていた。学校での取り留めのない会話が面白かった、下校中に声をかけるのが気恥ずかしかった、そんな一日にあった何気ないことが綴られていた。そして、デートに誘いたい、もっと話をしたい、と言った願望が入り混じった切実な気持ちが手紙からは感じられた。

　やはり川上は仲居ちゃんのことを深く想っている。他の誰よりも彼女を愛している。しかし、大きな門の前に落ちた手紙たちは読まれることなく固い大理石の地面へ溶け消えようとしている。

「この気持ちが消えちゃいけないよ」

　川上の想いだけじゃない。仲居ちゃんの気持ちもだ。

　仲居ちゃんは川上のことが好きで、服を買いに行ったり、メイドになろうとして彼に尽くそうとした。川上も仲居ちゃんのことを深く想っている。それなのに二人は離れてしまった。こんなことってない。好き合っているのに、家の問題なんかで破局を迎えようとしている。まだ二人ともわかり合っていないのに恋を終わらせようとしている。

　郵便受けから溢あふれ出でた妄想の手紙が残雪みたいに見える。まるで積もり重なる前に溶かされる春の雪みたいだ。川上の押し隠された気持ちで胸が張り裂けそうになった。

　どうにかしないと。川上は妄想の手紙でしか気持ちを届けていない。胸にこれだけの気持ちを溜め込んだまま終わってしまえば、あいつだっておかしくなってしまう。

　伝えないと。この気持ちを仲居ちゃんに。どうにかして川上と会わせないと。

　でも、仲居ちゃんはどこに？

　彼女の携けい帯たいにかけてみた。しかし、繋つながらない。どうしてわたしはあれだけ憔しよう悴すいした彼女を一人で帰してしまったんだ。

　嫌な予感がする。

　自分自身がそうだからわかるけれど、「わたしたち」は突発的に何をするか自分でも予測ができない。自分もそうだし、仁に島しまさんや沢さわ田だ、佐さ島じま君だってそう。ふらりとどこかの屋上へ行って柵さくの前に靴くつを揃そろえることだって可能性の一つからは除外できない。

「あすみ！」

　名前を呼ばれて振り向くと、自転車に乗った高柳君が向かってきた。その後ろには川上がついてきていた。

「高柳君に川上！」

「川上の阿あ呆ほうを説得した。ようやく自分に正直になるってよ。そうだな？　川上」

　川上昌まさ治はるの自転車の荷台から妄想少女カナが飛び降りた。スカートを舞わせ、わたしの前に降り立つと、目の前にある邸宅を見上げながら言った。

『加奈様が好きです』

「俺は仲居加奈が好きだ」

　川上も言った。

『加奈様のご両親や家を知って、川上様は本気で恋愛をできずにいました。しかし、失って気持ちがはっきりしました』

「誰より加奈が好きだ。加奈は俺のためにだけ美しくなろうとした。俺はバカだ！　こんな豪邸がなんだ！」

　川上の中で何かが吹っ切れたのか、妄想手紙に書かれたことそのままに叫んでいる。

　そうだよ、それでいい。

「川上！　よく言った！　だけど仲居ちゃんが家に帰っていないんだ！　夕方に公園で会った後、どこに行ったかわからない！　行き場所の心当たりはないか!?」

「心当たり……？」

「そうだ！　彼女と公園で別れた時、普通の様子じゃなかったんだ。たとえば二人だけの思い出の場所とかないか!?　もしかしたら、そこにいるかもしれない」

　高柳君も言う。

「……ユニコーンホテル……いや、そんな遠くまでは……」

　あの状態で長野まで行けるはずない。他にはないか……。

　考えていると携帯が震えた。鶴つるちゃんからだ。まさか……。

「もしもし、鶴ちゃん!?」

『あすみちゃん！　よかった、電話通じたよ！　仲居ちゃんの居場所がわかったんだよ！』

　鶴ちゃん、亀ちゃん……！

　二人はあれからずっと捜し続けていたんだ。わたしが利沙からのメールで彼女を見つけてからもずっと。友達思いの彼女たちがまた助けてくれた。

　……大丈夫！　仲居ちゃんへの「風」はまだ吹き続けている。

「仲居ちゃんはどこにいるの!?」

『駅前で土ど井い先生と会ったの。そしたら、学校に仲居ちゃんに似た美人が入って行ったって。たぶん仲居ちゃんだよ！』

　わたしは携帯を耳元から離して叫んだ。

「川上！　仲居ちゃんは学校だ！」

「お前が告白したのはどこだ!?」

　高柳君の問いかけに川上は即答した。

「……屋上」

　ゾクリとした。川上との関係が始まったのが屋上……もし、「終わらせる」としたら同じ場所を考えるのでは。その終わらせ方は。

「行け！　川上！　とにかく、お前が告白したっていう屋上へ行って仲居を捜せ！　取り返しがつかなくなるぞ！」

　高柳君が川上に怒ど鳴なった。川上は「取り返しがつかない」という言葉で顔色を変えた。そして、すぐさま自転車の向きを変えると、学校へ向けて走って行った。

　手にした携帯から鶴ちゃんと亀ちゃんの声が響く。

「あすみちゃん、わたしたちはどうすればいいの!?」

「二人とも今どこいるの!?　土井先生は!?」

『まだ駅前にいる。先生も一緒だよ。それより仲居ちゃんは……』

　これから何が起きるかわからない。こんな時間に仲居ちゃんが学校へ入ったのなら、屋上しかありえない。土井先生が見かけてからどれくらい時間が経たったかわからないけど、もしかしたら最悪の可能性も考えられる。思い過ごしならそれでいいけど、不安しか感じない。

「二人とも土井先生を連れて学校へ来て！　仲居ちゃんが大変なんだ」

「あすみ！　後ろに乗れ！」

　携帯を切る間もなく、わたしは荷台に飛び乗り、間かん髪はつを容いれず高柳君は自転車のペダルに力を込めた。

　ここから学校までは全力疾しつ走そうさせた自転車で一○分ほどだ。もし、わたしの不吉な予感が当たっているとして、土井先生が学校で見かけた時間から逆算するとかなりの時が経っている。一刻の猶ゆう予よもない。

「高柳君、急いで！」

「わかってる！　振り落とされないようにしっかり摑まってろ！」

　彼のお腹に回す腕に力を込めた。猛スピードで走る高柳君の自転車。高架下を潜くぐり、坂道を下る。長い直線に入ると先行した川上の後ろ姿が遠くに見えた。

　間に合ってくれ。いや、ただの思い過ごしであってくれ。落ち込んでなんとなく思い出深い二年Ｄ組の教室に行ったとか、誰もいない校舎裏で泣いているとか、そんな理由で学校に行ったのであってくれ。

　成条方面から校門へ続く通りに入った。

　背後から自動車のヘッドライトに照らされ後ろを見ると、いつか乗せてもらった土井先生の黄色い軽自動車だった。後部座席の窓から鶴ちゃんと亀ちゃんが顔を出し、運転席の土井先生が前を指差している。その血相を変えた顔を見て、高柳君の背中越しに前を見ると島しま村むら中学の校舎。そして、その屋上には。

「……仲居ちゃん？」

　屋上に人影があった。

　月の光に彼女だけが仄ほのかに浮かび上がって見える。

　土井先生の車がわたしたちを追い越して、島中の職員通用門に入って行く。

「高柳君、急いで！」

　ペダルを漕こぐ足が速くなった。校門の前には川上の自転車が倒れていて、昇降口が開け放たれていた。

「峰みね倉くら！　あれは仲居なのか!?」

　土井先生と鶴亀ちゃんが車から降りて走ってきた。

「間違いありません、先生！　先に川上が向かっています！」

　高柳君はすでに昇降口へ入り階段を昇っている。土井先生も走り出し、わたしと鶴亀ちゃんも続いた。

　屋上の人影は間違いなく仲居ちゃんだ。そして、柵に摑まっている。それが内側なのか、外側なのかはわからない。いや、仲居ちゃんのシルエットは柵の格こう子しを背景にしていないか？　月明かりに照らされた柵は彼女の後ろじゃないか？

「鶴ちゃんと亀ちゃんは用務員室に行って！　それから下で最悪なことが起きないように声をかけて！」

「わ、わかった！」

　二人は踏み出しかけた階段から向きを変えて一階の廊ろう下かへ駆けた。

　急げ。階段を昇っているのに少しも進んでいないような気がする。足が縺もつれ、前を行く高柳君や先生にも遅れている。足が最悪の事態に遭そう遇ぐうするのを恐れて、勝手に立ち止まろうとしているように思える。

　二階、三階、踊り場……。

　いつもは施錠されているはずの屋上へ通じるドア。それが開いていた。立ち入ったことのない屋上のコンクリートを踏むとそこには。

　仲居加奈が立っていた。

　柵に寄りかかっている仲居加奈。吹き上げる風が彼女の髪を乱していた。

「……仲居ちゃん」

「みんな……どうしたんですか？」

「どうしたじゃないよ。仲居ちゃんを捜しに来たに決まっているでしょ。ほら、そんなところにいないでこっちに来て」

「大丈夫ですよ。風が気持ちいいんですよ」

　夜風を浴びに来たというのか？　噓だよ。わざわざ学校の屋上なんかに来て、足下に靴を揃えて風を浴びるはずないだろ。

「仲居。川上が話をしたいって言うんだ。とにかく、そこから下りて聞いてくれ」

「とりあえず、こっちに来るんだ仲居」

「加奈、頼む」

　しかし、仲居ちゃんはみんなの言葉に耳を貸さず、川上がそこにいても眼に入っていないかのように眼下を見下ろしている。

　さっきまで一緒にいた仲居ちゃんが一歩足を進めると先がない場所に立っている。わたしは悪夢を見ていると思いたかった。しかしこれは現実で、高柳君が止めようとし、土井先生は携帯で消防に電話をかけている。

　川上が仲居ちゃんに近づこうとすると悲鳴のような叫さけび声ごえが上がった。

「近寄らないで！」

　ビクリと足を止める川上。

「……けっきょく何をしてもだめだった」

　後ろ姿のまま仲居ちゃんは寂しげに言った。

「ずっと地じ味みだって言われ続けた。鼻は低いし、目は一ひと重えだし、そばかすも目立つ。ぜったいに彼氏なんてできないと思ってた。こんなわたしなのに川上君は告白してくれた。好きだって言ってくれた。あなたのために綺き麗れいになろうとした。素敵な服を買って、お化け粧しようをして、髪型も変えた。それなのに、わたしはあなたに認められなかった」

「ちがう……それは……」

「告白された時、すごく嬉しかった。だけど、気持ちだけ空回りして会話もうまくできない。川上君はしゃべってくれない。わたしのことを好きだと思っていたのに、『似合わない』と言った。わたしを見てくれなかった」

「だから……それは違う」

「違くないよ！」

　仲居ちゃんの身体が危うげに揺れた。ほんの少しバランスを崩せば地面にたたきつけられる。足の震えが止まらない。彼女はこちらの話を聞いてくれない。どうすれば、仲居ちゃんはこっち側に戻って来てくれる。

「……あすみ」

　高柳君の押し殺した声が聞こえた。

「このままだと仲居は本当に飛び降りかねない。あそこの室外機は見えるか？」

　エアコンの大型室外機がわたしたちの左側に設置されている。

「あれに隠れて近づけば仲居を刺激せず近づける」

「……うん」

「なんとか仲居を説得してくれ。こっちへ戻ってくれればそれでいいし、危なくなったら俺が飛び出してつかまえる。仲居の注意を逸そらすんだ」

「わかった」

　そう言うと高柳君は足音を立てず、室外機の方へ回り込んで行った。

　その間にも仲居ちゃんは独り言のように自分の不安や不満を呟き続けている。

「わたしの家がお金持ち？　ただ家が大きいだけ。会社は赤字続きだし、お父さんも仕事ばかり。わたしは弟の面倒を押しつけられて何もいいことがない。しかもあの家が原因で川上君は別れたいって言う。わたしは何も悪いことしてないのに幸せになれない」

　川上も同じように自分を取り巻く現状を口にする。

「俺ん家ちは元々貧乏じゃなかった。それなのに親おや父じが馬鹿やったおかげで、あんなボロアパート暮らしだ。母さんは悪くない。俺も悪くない。だけど金がない。そんな俺の告白でも加奈は受け入れてくれた。せっかく幸せになれると思った。でも加奈の家が母さんを苦しめてる会社を経営しているってわかった。俺は加奈のことが好きなのに。何でこうなるんだ。何で普通の家じゃなかったんだ」

　二人は互いに誰か別の人間と話しているように会話が嚙かみ合あっていない。思い通りにならない不満を口にしているだけだ。川上は彼女にどうあって欲しかったのか言い、仲居ちゃんは彼に何をして欲しかったか言う。互いが自分の事だけを言い合っている。

　会話じゃない。これではただの独り言だ。異常な状況のせいで二人がそれぞれ言いたかったことを言っているだけだ。このままではいけない……なんとかして、高柳君が近づけるまで時間を稼かせがないと大変なことになる。

『峰倉様』

　カナ。

『このまま仲居様が飛び降りでもしたら、川上様も後を追うでしょう』

　そんなのわかってる！

『お二人は相思の仲。それさえ通じ合えば落着します』

　それを伝えられないから困っている！

『言葉で伝えきれないなら補えば……そうすれば……』

　手紙か！

『どうか、彼の気持ちを仲居様に！』

　今の仲居ちゃんには言葉が通じない。ならば見せて理解させる！　何か書くものは……紙と鉛えん筆ぴつがあればそれでいい。川上に真意を書かせればそれでいい。

　カバンの中をさぐると厚紙の感触があった。

　これは虚こ無む僧そうから貰もらった年賀ハガキだ。願いが叶う年賀ハガキと言っていた。もう、これしかない。

「川上！　その馬鹿女に手紙を書け！」

「手紙だと……？」

　言い争う二人の間へ入り、川上に年賀ハガキと筆ペンを渡した。

「この年賀ハガキにお前の気持ちを書くんだ！　仲居ちゃんへの想いを書け！」

「何で、今そんなハガキに書かないといけない！」

「あんたが想っていることの一割も口に出せていないからだ！　急いでこのハガキに仲居ちゃんに伝えたいことを書け！　あんたの彼女に渡してやる！　だから書け！　お前の想いを！　妄想じゃない本物の手紙に！」

「あすみさん、わたしたちにはもうそんなもの必要ないんですよ？」

「うるさい！　黙ってろ！　こんな馬鹿なことしやがって、いったい何を考えてるんだ！　人の気持ちも考えろ！　川上が書き終えるまで絶対にそこから動くな！」

　つい叫んでしまうと仲居ちゃんがビクリとするのがわかった。柵を摑んでいる手が離れれば落ちてしまう。背筋に嫌な汗が流れる。だけど言い続けるしかない。川上が気持ちを書くまで。高柳君が助けられる所に近づけるまで。時間を稼がないと。

「そもそもなんだよ!?　ちょっと気持ちが伝わんないくらいで飛び降り自殺か!?　もし、わたしがお前だったら一〇〇回は自殺してるわ！　着てる服を似合わないと言われた!?　ああ、わたしは今まで何度も言われてる！　可愛くない!?　美人じゃない!?　そんなの上等だ！　相手がそう思うまで頑張ればいいだけだ！　可愛くなくてけっこう！　可愛くないから恋愛が面白いんだ！」













　もう何を言っているかわからない。口が止まれば仲居ちゃんが最後の一歩を踏み出してしまう、そんな気がする。

「高柳君だって言ってくれただろ！　お前は持ってるポテンシャルが高いって！　彼が人を褒ほめるなんて滅めつ多たにないんだ！　それがどんだけ羨うらやましかったかお前にわかるのか！　その顔を奪って自分に挿すげ替かえたいくらいだ！　なのに、なんだよ。その顔は！　その今している顔は！　最低だよ。せっかく綺麗な顔をしているのに勝手に袋ふくろ小路こうじにはまって絶望して酷ひどい顔をしてる。何で上を見ない！　何で自分を見ない。何で自分を否定する！　いい顔ができるんなら見せ続けろ！　この馬鹿野郎！」

　川上まだか!?　手紙はまだ書けないか？　わたしでは慰めも説得もできない。罵ののしるようなことを言って気を紛まぎらわすだけだ。声も嗄かれてきた。仲居ちゃんはこちらも見もせず、真っ暗闇の校外を向いている。

「川上も書きながら聞け！　そもそもお前が仲居ちゃん家に怯ひるんだのが元凶だ！　本当に好きなら相手が金持ちであろうとなかろうと関係ないだろ！　今、彼女を危険に晒さらしているのはお前のせいだ！　愛しきれないなら、最初から告白なんてするな！」

　背にしている川上の様子はわからない。だけど、これだけは言っておきたかった。途中で諦めるくらいなら告白する資格なんてない。そう言うと仲居ちゃんが初めてわたしの言葉に反応した。

「……そうですよ。告白されなきゃ、こんな苦しい思いしなくて済んだのに」

　告白されなきゃ？

「じゃあ、断ればよかっただろ！　でも仲居ちゃんは嬉しかったんだろ！　だから付き合いだしたんだろ!?　まだ三カ月だけど、この三カ月はつまんなかったのか!?　いいか、仲居加奈！　お前がそこに立ってるのは川上を諦めきれないからだ！　その本人がきっちり好きだって言ってる！　ただ言葉が足りなかったと言ってる。そのどこに不満があるんだ。川上と付き合ってみたらイメージと違ったってやつか？　彼が認めてくれなかったってか？　全部が理想通りの奴なんているはずない！　あんたの思い込みは男子のメイド好きと同レベルだ！　そんな妄想捨てちまえ！」

『そうです、仲居様』

　カナ。同じ顔をしたメイドが仲居ちゃんに歩み寄る。

『どうか川上様に相応しい女性でいて下さい。こんなことをする方では安心して彼をお任せできません。ですから、これを』

「この手紙を」

『彼の気持ちを』

「見て下さい」

　川上がわたしの脇を通り、仲居ちゃんにハガキを手渡した。彼が恋するメイドと一緒に自分の気持ちを。

　そこに何が書いてあるかはわからない。

　しかし、仲居加奈は受け取った。その文面を見ると彼女は自分の彼氏を見上げ、そしてかかっていた呪のろいが解けたかのように顔を歪ゆがめて泣き出した。

　その顔はどんな顔より美しく思えた。

　たぶん、川上は彼女が望む言葉をハガキに書いたのだろう。それは自分の気持ちと同じで受け入れられるべき願い。叶うのが当たり前の願い事。想いは通じ合ったのだ。

　もし、虚無僧がこの結末を予測して年賀ハガキをくれたのだとしたら感謝しないといけない。たしかに災厄からわたしたちを救ってくれたのだから。

「……さ、仲居ちゃん、こっちに……」

　これで終わった。

　また土井先生には怒られるだろうけど実害はなかったし、仲居ちゃんも叱しかられておしまいのはずだ。フェンスを乗り越えてこちらにくれば大丈夫。万一に備えて仲居ちゃんの身体を押さえようと近づいた。土井先生もこっちに来てくれている。しかし、その時だった。

　アルミドアが勢いよく開けられる酷い音が屋上に響き渡った。

「――はやまっちゃいかん!!」

　用務員さん!?　振り返った瞬間、後ろでズルッと血の気が引く音が聞こえた。それは足を踏み外す音だった。

　柵から手が離れる。

　仲居ちゃんの身体が大きく後ろへ傾いた。それがゆっくりとして見えた。用務員さんの声に驚いて、仲居ちゃんが落ちようとしている。

『加奈様！』

　カナの手が伸びた。川上の手が伸びた。しかし、カナの手はすり抜け、川上の手は間に合わなかった。わたしは一歩も動けない。まるでスローモーションのようにそれを見ている。

　風に押されるように離れていく仲居ちゃん。その手に受け取ったハガキが握られているのがなぜかくっきり見えた。

　だけどその時、ハガキを摑んだ手があった。

「仲居！」

　高柳君だった。

　室外機からダッシュした彼は柵の隙すき間まに腕を突っ込んでいた。そして、ハガキ一枚で仲居ちゃんはぶら下がっている。宙づりになっている。

「川上、手を貸せ！　仲居、手を離すな！」

　わたしも四人の方へ駆けた。川上の伸ばした手を仲居ちゃんが摑んだところだった。彼女のはるか足下で鶴ちゃんと亀ちゃんがこちらを見上げて悲鳴をあげている。わたしの背中を押し退けるようにして、土井先生が用務員さんからロープを引ったくって柵を乗り越えた。




　校内に消防車が入って来たのはそれから少し経ってからだった。
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　仲なか居いちゃんは助かった。

　けれど大変な騒ぎになってしまい、わたしたちは消防隊員から事情を聞かれ、「自殺未遂」がイジメの類たぐいじゃないことがわかると、警察の少年育成課という部署に連れて行かれて恐ろしい警察官からこっぴどく叱られた。わたしたちは学校に「無断侵入」したことを怒られたのである。しかも、みんなの親が呼ばれてそれはもう烈れつ火かの如ごとく叱しかられた。

「……大変なことがあったんだね」

『……話を聞くだけで鳥とり肌はだが立ってくるわ』

　今回、一連の騒動に関与していない佐さ島じま君＆リサは、高たか柳やなぎ君がする話を聞くとまず驚き、次に安あん堵どの溜ため息いきをついた。

「結局、この問題は俺おれたちが『屋上に忍び込んで馬ば鹿かやったあげく起きた事故』になったんだ。どうにも屋上に駆けつけた用務員さんに驚いて仲居が足を踏み外したのがいろいろまずいらしい。それに学校側としても『未遂』ですんだのであれば『事故』にしておきたいって事情もあるようだ」

　佐島君に説明をする彼が「もっとも……」と言葉を続けるとわたしの頭を摑つかんだ。

「こいつが『エイプリルフールのサプライズだったのです』なんて警察に言ったおかげで俺まで馬鹿のレッテルを貼られちまったがな」

　高柳君がわたしの頭をグリグリする。高柳君が最終的な「事故」の決着を佐島君に説明すると彼は苦笑いをした。そして、隣となりで吊つり革かわを握っている仲居ちゃんが「皆さん、本当にごめんなさい」と謝り、一人だけ座ってる川かわ上かみが「……迷惑をかけたな」と陰いん気きな声だが真しん摯しな態度で頭を下げる。

　わたしたちは小お羽ば急きゆう線、新宿行きの各駅停車に乗っている。昨日はしっちゃかめっちゃかだったけれど、どうにか今日はライブへ行くのを許されて、新宿のライブハウスへ向かっている。一応、仲居ちゃんは「謹きん慎しん中ちゆう」だが、愛する彼とのデートを取とり潰つぶされると何が起きるかわからないなどという恐ろしい説得をして出てきたようだ。彼女の内向的な性格は屋上から転落して死んでしまったらしい。

　そんな仲居ちゃんだけど一昨日の軽挙については深く反省している。電車が下しも北きた駅に入って停車すると、正面の窓ガラスが反射して彼女の顔が映った。

「……頰ほお、痛くないか？」

　川上が仲居ちゃんを気づかう。仲居ちゃんの頰は化粧で隠してはいるけど赤く腫はれている。川上は屋上の床ゆかに引き上げられた仲居ちゃんを平手打ちしたのだ。

　その意味は当人が一番よく知っているし、言葉で何度も言うよりずっと自然な気持ちの表れだった。あの場で一番彼女を心配していたのは川上だったのだから。

　そして、平手打ちをしたことで川上は自分の中に作っていた「壁」を打ち砕いたようだ。川上が膝の上に置いている本は、『外貨為かわ替せ証拠取引入門』に『お金の増やし方』である。

「川上君はわたしを家ごと買い取ってくれるんですって。女冥みよう利りに尽きます」

「いや、訂てい正せいする。加か奈なはプライスレスだ。家屋敷だけ買うことにする」

「はわん[image: ]」

　ま、値段のつかない喘あえぎ声ごえは無視すべきだろう。ただ、今回の件でわたしの中で陰気で根暗な川上への評価は上がった。しかし、座りながら仲居ちゃんの際どい丈のショートパンツから伸びる太ふと腿ももを凝ぎよう視ししているのはやはり気持ち悪い。ついでにその視線に気づいてモジモジしてる仲居ちゃんも気持ち悪い。うちの母の心配が的中しないことを切に願う。

『峰倉様。その心配はありません。少なくとも一六歳未満の出産は母子共にリスクが高いので、あと二年は愛を深め合う期間になるでしょう。どうか以後も変わらぬ、ご指導ご助言をよろしくお願いします』

　と、妄想メイドのカナが頭を下げる。今日は休日扱いらしく、普通に話すしスカートも穿いている。

「……そういう心配はともかく、君が普通に彼の隣に立っているのが驚きだ。川上は仲居ちゃんと気持ちを確かめ合ったんだろ？　ぶっちゃけ君が『消えて』しまうと思っていたんだけど、余計に影が濃こくなったんじゃない？」

　コンタクトレンズを通したわたしの眼めにはカナが本物のメイドと見間違いそうなほど色濃く映っている。

『はい。お答えしますと、川上様の目標は若奥様にメイドの格かつ好こうをさせて新婚生活をなさることですので私は今後数年消えないでしょう。つまり私はその間、彼に日夜尽くさなくてはいけないのです』

　ん？　川上の妄想ってそうだったの？　お母さんに楽をしてもらうために仲居ちゃんのメイド化を目もく論ろんでいると思っていたのだけど。

『いいえ？　ご主人様はこの黒いスカートと白いフリル、それと従順なメイド像に愛を抱いているだけでございます。具体的に言えば、加奈様が自ら望んでスカートを脱ぐのを目標にされていますね』

　この川上畜ちく生しよう。親孝行な側面があると感心していたのに一気に覆くつがされた。男子の妄想なんてそんなもの。だけどプライドの高い川上が「本心」をメイドに言わせるとも思えない。けっきょく川上のメイド偏愛の理由はよくわからない。わからないことにしておく。

　その川上が今度はわたしの胸元あたりに眼を移して口を開いた。

「峰みね倉くら。一つ確認しておきたいんだが……」

「なんだよ。変へん態たい」

「このハガキは本当に貰もらってよかったのか？」

　仲居ちゃんがカバンからあの時に受け取った虚こ無む僧そうの年賀ハガキを取り出した。何でも願いが叶う年賀状。仲居ちゃんの命を救ったハガキだが、人一人の体重がかかってよく破けなかったものである。

「そういや、なんて書いたの？」

　顔を赤くした仲居ちゃんに川上が見せるようにとアイコンタクトを送った。皆がクシャクシャにシワが入った年賀ハガキを覗のぞき込こむとそこには。

『ずっと一緒にいたい』

　そう書かれていた。もっとたくさんの気持ちを書き連ねたかと思っていたが、なるほど。この願いならハガキも破れるはずはない。この年で生しよう涯がい独身に恐怖する仲居ちゃんは当然それを望んでいるだろうし、願いが叶ったからこそ、彼女の命綱に成り得た。そして、おそらく虚無僧の仏法か、御仏の力か何かによって二人はずっと一緒だろう。絶対に別れることもなく、浮気することもなく、下手すりゃ墓の中まで一緒っぽい。まぁ、お似合いっちゃお似合いなので祝福すべきだろう。

「それで、このハガキ……貰っていいのか？」

　惜しいけれど、すでに川上が「ずっと一緒にいたい」と書いてしまったので「効力」は切れただろうし、おかげで仲居ちゃんが助かったのだから別にいい。

「あんたは妙なことを聞くね。そんな季節外れの年賀状なんていらないよ」

「やた」

　なぜか仲居ちゃんがキュッと拳を握り、川上がニタリと口を歪ゆがめた。なんだろ。この反応は。

『はい。お答えしますと、頂いた年賀ハガキは当選していたのです』

「は？」

『お年玉つき年賀ハガキでしたので一月二三日発表の当選番号と照らし合わせたところ、下六桁の番号が一等と一致しておりました。ただいま所有権が峰倉様からお二人に移りましたので「選べる海外旅行・国内旅行」は私たちのモノです』

「なんと!?」

　虚無僧の奴め。願いが叶うってこういう意味かよ……！

「これでユニコーンホテルにリベンジできるな……加奈、俺のために尽くせよ」

「はい！　今度は頑張ります！」

　なにが頑張るだ！　この変態カップルが！

「こんちくしょう。そのハガキを返せ！」

「わぁ、あすみさんが理不尽なことを言います！」

「こら、あすみ。電車の中で暴れるな。それに自分の発言には責任を持て。気持ちはわかるけど」

　仲居ちゃんからハガキを奪おうとしたが高柳君に止められてしまった。ただし気持ちだけはわかってくれているみたいで「いつ行くんだ？　色男」などと吊革に体重を預け、川上を追い込み始めた。

　だが口惜しい。彼との「千年王国」などと欲張らなければ、一等の景品を頂けたというのに！　旅行は無理でも、ハガキに「お腹一杯食べたい」と生理的欲求を書けば「選べるディナー」くらいなら一緒に行けたはず。

『峰倉様。貴女あなた様の慈じ悲ひ深さと幸運には感謝いたします。おかげで川上様と仲居様のご関係が親密になり、私は今まで以上のお世話をするために雑役メイドからハウスメイドへランクアップすることができました。ご覧下さい、このカチューシャを。餃子ぎようざからサニーレタスに変化しました』

　いつの間にかデザインが変わっているカチューシャを少し屈かがんでお披ひ露ろ目めするカナ。

　ま、いろいろとこのメイドの主人たちには迷惑をかけられたが、この嬉しそうな顔が報ほう酬しゆうだと思えば悪くないか。

　リサがわたしのところへフワリと飛んできて笑った。

『相変わらず、妄想少女と男子の気持ちは理解できないわね』

「あなたが言わないでよ、リサ」

　電車は進む、新宿へ。

　妄想と現実の折り合いをつけた川上。そして、少し大人になった仲居ちゃん。

　たぶん、二人の関係はずっと続くだろう。




　それはあの虚無僧がくれたハガキに書かれたのだから間違いない。
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　だが話は終わらない。

　わたしを苦しめる最大の問題は何も解決していないのである。

　つまり、高たか柳やなぎ君の妄もう想そう少しよう女じよは取とり憑ついたまま消滅していない。今も悠ゆう然ぜんと空いた席に座っているのだ。リサは仲なか居いちゃんの悩みを解決すれば、高柳君に見直されて妄想少女が消えるのではないかと言ったけど、時々薄くなったり、見えなくなったりはしたが、仲居＆川かわ上かみ破局危機が収まってもそのままだ。

「どうした、あすみ？　座席に座りたければ座ってもいいんだぞ？　それとも幽ゆう霊れいでも見えるのか？」

　彼の妄想少女をガン見していたわたしを高柳君が誤解する。またしても不思議の世界を覗のぞいているように思われてしまった。

「いいえ、幽霊など見えませんし、あえて立つことでバランス能力を養っているのです。ほら爪つま先さき立ち」

「巨人軍の二軍宿舎に行くつもりか？　ちなみにあれは電車ではなくバスだ」

「そうでしたっけ？　ふふふ。それよりライブが楽しみですね。もし沢さわ田だが黒い革ジャンに革パンツ、シルバーアクセをつけまくった姿で舞台に上がったら笑ってあげましょう」

「それはそれで格かつ好こういいだろ。というより、お前自身がそういう格好をしているのが笑えるんだが……ところで前髪を切ったのか」

　こないだ見た利り沙さの服装を真ま似ねたのは失敗だったみたいだ。

　だけど、おかしい。こうして高柳君はわたしの些さ細さいな変化にも気づいてくれるし、わたしの馬ば鹿かな会話にも乗ってくれる。それに一昨日おとといの屋上でのこともそれとなく褒ほめてくれたし、いつもよりずっと朗ほがらかだ。端はたから見れば凸でこ凹ぼこカップルかと思ってくれる人だっているかもしれない。しかし、彼の妄想少女はすぐ後ろに座り、眼を伏せて電車の揺れに身をまかせている。この数日、高柳君と接する時間も多かったけど、彼が片思いをしている片へん鱗りんは感じられなかった。もし、彼の妄想少女さえ見えなかったら彼との急接近に浮かれていたに違いない。

『あすみ、ごめんなさい。完全に予想が外れてしまったわ』

　リサがチラリと妄想少女を横目で見ながら言った。

「謝ることはないよ。あの虚無僧だって『謎なぞの存在じゃ！』とか言ってたしさ」

『……けれど、このまま正体不明っていうのは気持ちが悪いわ。だって、話を聞くかぎり仲居さんの件で二人の仲が接近したように思えるし』

「うん。特に川上ん家ちの前で中断した会話が気になるよ」

　川上邸ていの前でポストを挟はさんでしたやり取りだ。彼は自分が「何を考えているか当ててみろ」と言った。あの状況や雰ふん囲い気きで冗じよう談だんめいたことを考える彼じゃないのはわたしが一番知っている。あれは一種の告白だったんじゃないだろうか……？

『そう考えるのが自然よね』

「じゃあ、あの妄想少女は？」

　やはりリサもそこで考え込む。

　相変わらず眼を伏せたまま座っている妄想少女。彼がわたしへの評価を改めてくれたのなら、少しはわたしに天てん秤びんが傾かたむいて影を薄くしてくれるはずだ。それが一昨日の一件を乗り越えてもなんの変化もない。これまでのパターンであればもっと透けて、見えなくなるくらいの変化があってもいいはずなのに。

『あの妄想少女は彼の片思いから生まれたと思っていたけれど、もしかしたらカナと同じタイプかもしれないわね。たとえばセーラー服に恋をしているとか』

　リサは車窓に映り込んだ妄想少女を見ながら、そう言った。

「彼がセーラー服フェチになったってこと？　わたしがセーラーコスしたら万事解決じゃないか」

『……完全に仲居さんと同じ発想ね。あなたも経験を生かした方がいい』

「でもー」

「お！　珍しいな。地上ホームに入ったぞ。あすみ、小お羽ば急きゆうの各駅が地上ホームに停車するといいことあるって都市伝説知っているか？」

「そ、そうなんですか？　生まれて初めて聞きました」

「なら覚えとけ。今日いいことあるぞ！」

『なんだか高柳君のテンションが高いわね』

「低いよりはぜんぜんいいよ」

　無邪気に電車が停車するホームがいつもと違うことに喜ぶ高柳君。なんか機嫌が良すぎて怖い。

「さぁ、そろそろ新宿だ。ゴリたちが先に行っているから少し急いでライブハウスに向かおう」

　佐さ島じま君がみんなを促うながした。

「あすみ、なにしてんだ。行くぞ」

「待って」

　だけど本当にスッキリしない。

　自動改札に切符を通して、みんなの後をついて行く。頭の中は混み合った新宿の街みたいに混こん沌とんとしている。考えるのは妄想少女のことばかりだ。

　正体不明の妄想少女。

　リサは彼の好意がわたしに傾けば消えてくれると思った。それなのにいなくなってくれない意味がわからない。

「リサ。話の続きをしよう。あいつの正体って彼の『セーラー服妄想』だっていうの？」

『まるで自信はないけれど』

　リサは先を行く佐島君の後ろからトンと跳ねて、わたしの隣を漂い始めた。

「だけど彼がセーラー服フェチってどうなんだろ。高校の志望校を制服で選ばなくてはいけなくなるよ」

『もしそうなら、あすみは苦労することになりそうね。だってセーラー服の高校には偏へん差さ値ちが高い所が多いから勉強しなくてはいけない』

「茶ちや化かさないでよ。じゃあ、あの顔はなんなのさ」

　笑いながら話していたリサだけど、真顔に戻った。

『そうね……こうは考えられないかしら？　妄想少女には様々なタイプが存在する。たとえば宮みや里さと君のミウ。あの子はブルマに似合う快活な女の子から連想されてあの顔になった。なにも妄想少女は私みたいにモデルがいる存在だけではない』

「うん。それで？」

『その視点で考えれば、高柳君の妄想少女は彼の女性に対する理想像と定義できないかしら？　急に現れたのは謎だけど、今まで彼が出会い、人知れず憧あこがれてきた女の子が混ざり合って理想の女の子が現れたの。つまり、あの子には特定のモデルはいない。あすみとはちがうタイプの女の子にも関心が芽生えて、彼女が生まれた……そんな可能性はないかしら？』

　ないとはいえない。

　彼はこの数カ月で仁に島しま祥さち子こ、河内こうち利沙といった美少女から告白されて、年下の郷ごう原はら由ゆ衣いの世話まで焼いている。また、佐島君のお姉さんである佐島裕ゆう香かとは長い付き合いだ。なんとなくだが、あの妄想少女は彼女たちに似ていないだろうか。あの綺き麗れいなストレートの髪や知的な雰囲気は裕香さんに似ているし、あの自信に満ちた表情は利沙とそっくりだ。それに仁島さんみたいな大人っぽい感じもあるけど、たまに郷原由衣みたいな幼い仕草もする。

　複合型の妄想少女。

　誰か特定のモデルがいるのではなく、彼が出会った女性の長所が融ゆう合ごうして、一人の妄想少女が生まれた……か。

『もしそうだとしたら、消えたりする理由も答えを出せるわ。あすみへの好感度で影が濃くなるのではなく、彼自身の精神状態を反映しているの。妄想は満たされない欲求によって出現する。一昨日は、あと一歩が間に合わなければ仲居さんは屋上から転落していたわ。そんなギリギリの状況は彼にとってトラウマになりかねないことだった。だから彼は無意識に妄想少女を付き添わせて自分を慰なぐさめさせている。そんな解釈はできないかな？』

　たしかにそう考えれば納得できる。

　彼があの妄想少女を「究極の少女」と定義づけていれば、きっとそう思うはずだ。

　川上と仲居ちゃんの件で動き回っていた時は「究極の少女」はいらない。だけど、服選びの時は彼にとって未知の体験だから現れた。彼が言葉にできない服のイメージを着て表現するために必要としたのだ。

　納得できる仮説。これが正解かも知れない。いや、そうあって欲しい。

　彼があの妄想少女みたいな美人が好みというのは気持ちがモヤモヤするけど、片思いの相手でなければ安心できる。利沙や裕香さんは凄すごく綺麗だけど、あの妄想少女ほどではない。そして、現実的に彼女たちが合体することなどありえない。つまり、あの妄想少女にさえ眼を瞑つむっていれば、彼と接していて問題ないのだ。

　そんな結論に達すると胸のつかえが下りて気持ちが軽くなった。

『峰倉様。リサ様。皆さまから遅れています。お急ぎ下さい』

　考え事をしていたらみんなは南口の改札から出るところだった。ふとリサと眼が合うとどちらからともなく笑った。そして、高柳君たちを追いかけた。

　駅舎を出ると、夕日に染まった交差点が綺麗だった。通りを行き交う人々は様々に人生を楽しんでいるように思え、男性の隣には妄想少女がやはり飛び交っている。これから沢田のライブ。あれこれ考えても仕方ないし、また「彼女」に悩まされるのもごめんだ。今日は心ゆくまでライブを楽しもう。
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「ここだね」

　目指すライブハウスには新宿駅を出てから一五分ほどで到着した。

　佐島君の正確なナビのおかげで、大通りを外れてからの路地にも迷わず、「セントエルモ」という立たて看かん板ばんを見つけることができたが、古い雑居ビルにある地下への階段を前にして皆の足が止まってしまった。

　茶色がかった蛍けい光こう灯とうがジーと独特な音を立てて薄暗い階段の先を照らしている。この先が目指すライブハウスのようである。

　不意に派手な足音が地下から響き出し、誰だれともなく道の端はしに避難した。わたしたちの間をスキンヘッドの怖そうな男が通り抜けていった。

『……イメージ通りね。きっと中では怪しげな男女が退たい廃はい的てきな顔をしてクスリをやってるのよ。愛するあすみを危険に晒さらしたくないわ……』

「不吉なことを言わないで、リサ」

　佐島君の妄想はわたしと同レベルらしい。しかし、わたしだけでなく、他の面々も気後れしており、誰かが帰ろうかと言えば急行に乗って家に帰る雰囲気である。

　それでも佐島君が「ようし、僕が偵てい察さつをしてこよう」と勇気を見せ、大人への第一歩を踏み出しかけたが、地下から再び聞こえ出した足音にＵターンしてしまった。仕方ないので沢田を呼び出そうと携帯を開くと階段から上がってきた人物に声をかけられた。

「あすみさん。それに皆さん。お待ちしてましたよ……あの、どうしたんです？」

「仁島さんだぁ！」

　地下からはジャンキーではなく聖女が現れたのである。

　不良に耐性があるはずのない仁島さんが普通にしているのを見て、わたしたちは急に気恥ずかしさを覚えた。しかも彼女に先導されて地下フロアに下りると洒落しやれた看板とガラスドアがあって拍ひよう子し抜ぬけした。

「受付のレジでチケットを見せて下さい。その後、バーカウンターで好きな飲み物をオーダーする感じです」

　ドアを覗き見ると奥にバーみたいなカウンターが見えた。

「キューバリバーとかも平気なの？」

「それはアルコールだろ」

　高柳君に叩たたかれた。それを微笑ほほえみながら見る仁島さん。

「ソフトドリンクだけでも二〇種類あるようです。頼めばアイスクリームを載せたフロートも作ってくれるので、そちらの方がお得かもしれません」

「詳くわしいねぇ」

「準備などで昼過ぎからいますので。まったく沢田君は皆さんをお招きしたというのに、歌詞カードも作っていなかったのです。ライブハウスとの打ち合わせも適当で……」

「へぇ。沢田を手伝っていたんだ」

「いえ、彼を手伝ったのではなく、峰倉さんにつまらない思いをさせたくなかったので、仕方なく手を貸したのです。入りましょう」

　ドアを開けて店内に入ると受付からアウトローな店員さんが出てきた。その店員さんはわたしたちがライブ素人だと見抜くと、意外にも丁てい寧ねいな口調で説明してくれた。バーカウンターで飲み物を受け取ることや、未成年なのでアルコール、煙草たばこは禁止、それにステージ近くに椅子を置かないなどの注意を受けて店内へ通された。

　そして、わたしたちはライブハウスの空気に声を上げた。

「おお。これがライブハウスか。カラオケの発展系を想像していた俺が馬鹿だった」

　高柳君がステージを見て感嘆した。そして、わたしは場末の居酒屋にあるカラオケセットをイメージしていたので驚きは彼より大きかった。

　間接光で照らされているホールは予想以上に広い。立ち見なら五〇人くらい入りそうだ。一段高いステージにはドラムやキーボードが設置され、周囲にはたくさんのスピーカーが並んでいるところがライブハウスらしく思えた。

「沢田君たちの演奏は六時にスタートです。まだ三〇分ほどありますので、どうぞこちらを読んで待っていて下さい」

　そう言って仁島さんはわたしたちに手製の歌詞カードを差し出すと、ステージ横にあるドアへ行ってしまった。なんだか沢田のマネージャーみたいだ。

「おーい。こっちだ」

　店内に入ってキョドるわたしたちにホールの奥から手を振っているのはゴリと宮里。それにユイヒメとミウだった。

「やぁやぁゴリに宮里。凶暴従妹いとこは一緒じゃないのかね？」

「置いてきた。まだ中学生にもなっていない娘こにライブハウスは早ぇしな」

『ダーリンはそう言ってるけど、高柳君に会わせたくないってのが本音ですわ』

　ユイヒメが彼氏の本心を補足説明する。

「や、やっぱ、あの凶暴な従妹ちゃんも高柳君を狙っているの？」

『八割の確率でクロですわね。もっとも、あすみさんが高柳君をどうにかしてくだされば苦労しなくて済むのですけど』

「痛いところをつくなぁ。それにしてもユイヒメ様はずいぶん張り切っているじゃないか」

　ゴリの真意を教えてくれるユイヒメのドレスはパワーアップしていた。いつもはフリルのついた可愛らしい系を着ているが、今日はライブバージョンらしく胸元の大きく開いたフューシャピンクのドレスを着ている。アカデミー賞の授賞式で色気のある女優さんが着ているみたいなドレスだ。似合いすぎている。

『ありがとう、あすみさん。けれどあなたはもう一息ね』

『ユイヒメの言うとおりだな。シンガー・ソングライターになりそこねたみたいな残念な格好。期待してたんだけどさ』

　ミウにまでわたしの服装をダメ出しされた。そのブルマ娘は黒いブルマに陸上競技用の黒いランニングシャツを着ている。場違い？　そんなことはない。裾すそが長く、それでいてタイトなデザインのランニングシャツからブルマが見え隠れしていて妙に色っぽい。バーカウンターで足を組んで生足を伸ばす彼女の姿は新時代のファッションリーダーに思えた。キャミソールだって元は下着と定義されていたものだ。もしかしたら「見せるブルマ」も一般化するかもしれない。そう思わせてしまう着こなし。宮里のブルマセンスはハンパない。

『ミウ、ユイヒメ。久しぶりね。変わりはない？』

『リサさん！　ご無ぶ沙さ汰たしています！』

　リサもこちらにきて、ミウとユイヒメに挨あい拶さつのハグをした。高柳君と佐島君はゴリたちとドリンクを受け取りに行き、仲居ちゃんと川上はどっかへ行ってしまった。適当な椅子を見つけて座り、あらためてホール内を見回すと、元二年Ｄ組の面々以外にもけっこう知らない人が来ているのに気がついた。二〇人はいるだろうか。

「おい、あすみ。お前は何を飲むんだ？」

「あ、わたしは高柳君と同じのがいいです」

　高柳君はバーテンダーっぽい人に「ジンジャーエールを二つに」と訂てい正せいしてくれた。彼の所へ行くと、バーテンダーが銀色のホースみたいのをグラスに差し入れていた。何をするのか見ていると、バーテンダーが手に持ったトリガーを引いた途端、一瞬でジンジャーエールがグラスに満たされ泡が弾けた。

「ジンジャーエールが出てきたホースはなんですか？」

「あれはバー・ガンっていうもんだ。あの蛇じや腹ばらホースの根元に炭酸ボンベとか飲み物の入ったタンクがあって、トリガーを引くと出てくる仕組み」

「へぇ。部屋に一台あったら夢が広がりそうですね。将来買うことにします」

「お前は妙な物に興味を持つのな。ほら、むせないようにストロー使って飲めよ」

　受け取ったジンジャーエールは生しよう姜がの辛みが利いた本物の炭酸割りだった。このジンジャーエールといい、ライブハウスとは興味深いところだ。沢田がステージに上るのが楽しみになってきた。

「思いの外お客が入ってますね。沢田って有名人だったのでしょうか？」

「中一の頃からこういうことやっているからな。まぁ、今のバンド名は『アイランド・ヴィレッジ』なんて洒落た名前だが、元は『島中軽音部』っていう非公式で活動していた軽音部だ。お客の大半は島中の奴か、そのＯＢだろう」

「ほーう。さすが高柳君です。詳しいですね」

　なるほど。そう言われると客席にはどこかで見た顔もある。また、ＯＬさんっぽい人までいるところを見ると、中学関係以外にも固定ファンがいるようだ。大したものである。

「ん？　あれは……」

「いかがしました？」

「あの男、見覚えがある」

　わたしたちとは反対端のカウンターに座っているサラリーマン風の男性を高柳君は見ていた。誰だろう……。

「……箱はこ根ねに河内さんを迎えに来た人じゃないかな？」

　佐島君が眼を細めながらそう呟くと、高柳君が「ああ、そうか」と頷いた。あの時、倒れた利沙をお父さんの会社の人が迎えに来たって聞いた。あの人がそうか。

「推定年齢、二〇代後半。仕事ができそうな上、かなりのイケメンですね。もしかして箱根で沢田に一ひと目め惚ぼれしてライブに乗り込んだのでしょうか……男色の香り漂ういい男……」

　頭を叩かれた。

「馬鹿なことを言うな。聞こえたらどうするんだ。そう言えば佐島よ。お前のことだから、河内に声をかけたんだろ？　どうだったんだ？」

　イケメンスーツから話を変えて、ストレートなことを尋ねる高柳君。

「ああ。ちょっと都合が悪いみたいでね。一緒に来るのは断られたよ」

　なんか落ち込みそうなところなのに、佐島君はオレンジジュースのストローを咥くわえて平然としている。不思議な男だ。

　不思議と言えば、例の妄想少女もいなくなっている。高柳君が理想の存在にライブハウスは相応ふさわしくないと規制をかけたのか、その辺をフラフラしているだけなのか……行動パターンの摑めない女がこの先も目め障ざわりになりそうだ。いつか、彼とデートする日が来たらコンタクトを外す必要があるかもしれない。

　そんなことを考えていると佐島君がカバンからビニール袋を取り出した。

「峰倉さんは何色が好き？」

「赤」

　すると佐島君は使い捨てのケミカルスティックをくれた。よく音楽番組で観客が振っている光るアレだ。

「相変わらず用意がいい奴だな」

「高柳は何色がいい？」

「緑かな」

　佐島君は緑のスティックを手渡すと、席を立って他のみんなにも配りに行った。

『やっぱり、彼ってよく気が利く男よね。あらためて妄想の身が悔くやしくなるわ』

「せめてリサと同じ顔の利沙に見せてやりたいところだよ。あ、そういうのは複雑な気分？」

『そうね。あすみでなければ首を絞しめたくなるほどに』

「ごめん」

『まぁ気にしないで。それにこういう時は妄想なのを生かしてお酒を飲めるから便利でいいかもしれない』

　リサはいつの間にかウィスキーグラスを持って丸い氷を転がしていた。カナの妄想手紙といい、妄想少女ってのは不思議で一杯だ。というより、制服姿で普通にウィスキー飲まないでほしい。妙に似合っているからお持ち帰りしたくなってくる。

「……リサよ。大人になったらお酒を飲もう。べろんべろんに酔っぱらった君にいたずらしたいから」

『それは無理ね』

「何で？」

『わかるでしょ。私はそんな長く彼の隣にいるつもりはないんだから』

　リサの視線の先には佐島君がいた。ゴリや宮里、それに高柳君とジュースを飲んでいる。リサは彼らをずっと年下の子供を見るように眺めていた。リサだけでなく妄想少女は自分の存在が昇しよう華かされることを夢見ている。彼女たちにとっては嬉しいことでもわたしは寂しい。

「リサがいないと佐島君は寂しがるよ。できるだけ長くいてあげて欲しいな」

　しかし、リサはわたしの願望混じりの言葉には答えてくれず、『あすみとお酒を酌くみ交かわしたいのは私も同じよ』とだけ言った。

「あ、それなら佐島君とは大人になっても付き合いがあると思うから、リサが消えてしまっても一緒にいるつもりで飲むよ」

『そうあって欲しいわ』

　ニコリと笑うリサ。なんだか変な話をしてしまった。リサがいなくなるのを前提で話をするなんて。わたしはリサがいないと不安でならないし、大人になってからなんてどうなってるか想像もつかない。つい一昨日だって仲居ちゃんのことでギリギリだった。今回のこともリサがいてくれれば、あんなに追い詰められずスマートに解決したに違いない。

『そんなことはないわ。あすみが頑張ったからあの程度ですんだの』

「とてもそうは思えないな」

　少し間違えばこうしてリサとカウンターでジンジャーエールなんて飲んでいなかったはずだ。仲居ちゃんの遺影を前にして謝っていただろう。それにわたしの胸は未だに妄想少女のことでモヤモヤしている。お酒が飲める六年後にはこんな危なっかしい日常から脱却できているのだろうか。

『大丈夫だよ、あすみなら』

　リサが頰にキスしてくれた。いきなり酔っぱらってしまったようである。だけど嬉しい。それでも恥ずかしくなってカウンターテーブルに顔をうずめていると、ステージの方がにわかに騒がしくなった。

『さ、ライブが始まるわ。心配事もなくなったことだし楽しみましょう。まずは驚かないでね？』

「え？」

　突然、ジャガジャーンとエレキギターの音が鼓こ膜まくを打った。同時に今まで暗かったステージがスポットライトで照らされ、どこからともなく男が現れてステージへ飛び乗るとライトが追いかけた。スポットライトが追いつくと照らし出されたのは革ジャンに身を包んだ沢田だった。女の子たちの「キャー」なんて歓声が上がり、彼に続いてメンバーたちもステージに上がると大音響で曲が始まった。

　てっきり「これから始まるよ」的なアナウンスがあると思い込んでいたので、あまりにも突然始まって驚かされた。

　それにしても凄い大音響だ。

　隣で高柳君が何か言っているがぜんぜん聞こえない。すると、彼に袖そでを引っ張られてステージの正面に連れて行かれた。そこには仲居ちゃんと川上がいた。ライブハウスはそれまでのまったりとした雰囲気から一転して熱気で包まれ、ギターにベース、ドラムが鳴り響き、その中心で沢田が歌いまくっている。

　初めて聞くけど、沢田の歌には人を惹きつける何かがあるように思えた。

　それにこの雰囲気。この熱狂。

　こりゃすごい。胸が高鳴り、テンションが上がった。そのまま一気に二曲が歌われ、ドラマーの女子がスティックを止めた。そして、沢田が一歩前に出てマイクを握る。

「今日はオレたち《アイランド・ヴィレッジ》のライブに来てくれてありがとう！　俺の名は沢田和かず久ひさァァッ！」

　わぁっと歓声が沸いた。沢田からマイクが回され、ギターやドラムが自己紹介していく。メンバーそれぞれがトークするたびに、観客の一角でこれまた熱い応援の声が上がる。同じクラスの人かファンみたいだ。マイクがメンバーを一周して沢田に戻った。

「さて、一月にもニューイヤーライブを開いたわけだが、今日は新曲がある！」

「待ってました！」と誰かが応えて笑いが湧く。沢田はその声に笑みで応えるとおもむろに楽がく譜ふをこちらに向けて開いた。

「これから演奏する曲を自分たちで評価するのもなんだが、これは名曲だ！　そしてこの名曲をたった二日で仕上げたのは残念ながら俺ではない。なんと今日だけ参加のゲストだ！」

　歓声が上がり、沢田が左手でステージの端を差す。

「さぁ、スポットライトの用意はいいか？　《島中の妖よう精せい》の登場だ！」

　島中の妖精!?

　なんか、その渾あだ名なに似たのを聞いたことがあるような。つーか、ゲストって!?

　スポットライトがクルクル回り、沢田の指差す先に当たるとそこには……。

「こんにちは。こないだフラれて再アタック中の《島中の妖精》こと、私の名前は――」

「――利沙!?」

「そのとおり！　河内利沙です！　今日だけの参加ですけどよろしくお願いします！」

　突然現れた島中一の美少女、いや世界レベルの美少女の出現にライブハウス内が音をなくした。けれど一瞬後には男たちを中心に雄お叫たけびが上がった。

　なぜ、利沙が沢田のライブに!?　そう言えば、こないだ新宿で沢田と歩いていたし、公園でギターを持っていたけど……。だけど謎はすぐに解けた。マイクを持った利沙の視線が答えだった。高柳君ただ一点に向けられている。

　そうか！　この女はライブに高柳君が来ることを知って沢田を取り込んだのだ。なんつー行動力。それに「再アタック中」とかカミングアウトしやがった。完全に視線は高柳君にだけ向けられているし、わたしにまで「どうだ！」と見下すような目線を送っている気がする。そして、驚いている間もなく曲が始まると信じられないような美声が響いた。

　ありえないっしょ！

　美人な上、この歌声とか。

　完全にライブハウスは突如舞い降りた妖精に魅了されてしまい、熱狂とは別の種類の空気に包まれてしまった。

　それよりこの歌詞……。聞いたことある。わたしは知っている。まさか、これは。

「これって――」

　隣で仲居ちゃんが呆ぼう然ぜんとしていた。




　――わたしの気持ちをラブソングにできればいいのに――




　この歌詞は仲居ちゃんが佐島君家で書いたラブレターだ。あの想いをありったけ込め、そして二つに破かれたはずのラブレター。それが旋律に乗って歌われている。

　そうか。あの時、利沙は公園にギターの練習をしに来たんだ。そこで引き裂かれたラブレターを拾った。そして、それを元に詞を書き起こしたのだ。

　会場はその歌詞に酔い、仲居ちゃんは川上の手を握っていた。川上もこの詞が自分に当てられたものだと気づいている。

　曲が終わると火照った顔の利沙に皆の視線とスポットライトの光線が集まった。するとどこからか、しんみりとしたＢＧＭが奏でられ、利沙が観客の前で語り出した。

「今の歌はある人が書いたラブレターを歌詞に使いました。そのラブレターは読まれることなく、二つに破られていました」

　会場が歌詞の秘密に静まり返る。

「失恋は悲しいです。心が切り裂かれます。きっとこのラブレターの書き手も同じ気持ちになったと私は思いました。捨てられた恋文を勝手に歌うのは本当だったらいけないと思います。だけど、歌わずにいられませんでした。この歌は失恋した気持ちがわかる私にしか歌えません。なにより、このままラブレターの書き手の気持ちを消したくなかった。クレームが出たらステージから下りるつもりでしたが……心配はないようですね」

　そう言い切った利沙の視線を追うと、なるほどな光景が目の前にあった。

　スポットライトが観客席の一点を照らし出す。

　わたしの隣で二人がチューしてた。

　もうわけのわからないノリでライブが進行し、そのままの熱狂で幕を下ろした。




　　　　　＊＊＊




『うぅ！　凄かったねぇ！』

『本当ですわ。耳障りでしたらすぐに帰るつもりでしたが、なかなかどうして素晴らしい演奏でしたわ！』

　ミウとユイヒメが沢田のライブを褒めまくり、彼女たちのご主人様も同じように盛り上がる。沢田のライブは演奏を終えてもしばらく拍手が鳴り止まないほどで、アンコールの後にもう一度歌ってようやく終わった。わたしにとっても初めてのライブ鑑賞は病みつきになるくらい気持ちよく愉快なものだった。

　店内にＢＧＭが戻った頃、ようやく喉がカラカラなのに気がついた。カウンターに戻って置きっぱなしだったジンジャーエールを喉に流し込み、一息ついた。

　利沙の奴め。あいつはいつも見せ場をかっさらっていくんだ。それでもエンターテイメントとしてはしっかり楽しませて貰ったので文句は言うまい。

　そんな余よ韻いん冷めやらぬ中、ホールにいる人が帰り支度を始めていた。そして、仲居ちゃんたちも「では、この後、寄るところがあるので――」と、意味深な発言を残してライブハウスを出て行ってしまった。そのうちホールは人がまばらになってしまった。

「ねぇ、まだ三つもバンドが残っているのに、みんな帰っちゃうの？」

　仁島さんからもらった歌詞カードの裏には今日演奏するバンドのリストが書き添えられている。

「ライブというのは大抵、目当てのバンドが終わったら帰るものなんだよ。音楽性が似たバンドが合同でライブハウスを借りているなら別だけど、ポップスの次はロックとかバラバラな場合がほとんど。上手い下手もあるしね」

「へぇ。そういうものなんだ」

　佐島君がそう教えてくれた。次のグループは沢田と違って身内を呼んでいないためか、それとも活動を始めて間もないのか、わたしたちが出て行くと残るのは二、三人といった状態になってしまった。

『きっと、沢田君たちのバンドが特別に人気なのね。河内さんのゲスト参加は別としても、彼らの曲は口ずさみたくなるくらい素晴らしかったもの』

　たしかにそうっぽい。沢田たちの演奏した曲はどれもＣＤショップに置かれていても不思議ではないくらい完成度が高かった。利沙の歌に至ってはもしここに音楽業界のスカウトマンがいたら、その場で契約金を積んで土下座するレベルだった。美人で歌って踊れるなんて、悔しいというより呆れてしまう女だ。歌が下手っぴぃなわたしは彼女が羨うらやましくてならない。

「佐島。俺たちも一旦店を出ようぜ。お前のことだから、出待ちでもして隠し持っている花束を河内にやるんだろ？」

「ばれていたか。つくづく油断がならない男だね、君は」

『さ、あすみも行きましょう。河内さんのサプライズに一言くらいクレームを入れるつもりなんでしょ？　目の前でキスを見せつけられたのだから』

　まったくそのとおりだ。ついでに利沙に対しては隠し事をしていたことを謝らせないと。ドアへ向かう二人の後を追いかけるとリサが『あすみ、カバンは？』と注意してくれた。うっかりバーカウンターに置き忘れるところだった。

「あすみ、どうした？」

「ちょっと忘れ物をしました。先に行ってて下さい」

「店の前で待ってるぞ」

『私は一緒に行ってあげるよ』

　男二人はライブハウスを出て行き、優しいリサはついてきてくれた。危うくカバンを忘れて、この胸に残っている昂揚感を台無しにするところだった。

　Ｕターンしてカバンを取りに戻ると店内の照明が再び暗くなった。どうやら次のバンドが演奏を始めるみたいだ。お客の大半は帰ってしまい、なんだか次に演奏するバンドはカラオケ状態になりそう。歌い始めてから動くのは失礼だろうから、パッとカバンを取ってすぐに店を出た方がよさそうだ。腰を落として進もうとした。

　だけど、その時だった。

　ステージがスポットライトで照らされた。ギターの弦が弾かれ、アップテンポな前奏が耳を打つ。眩しいライトの光とギターの調べに眼が吸い寄せられ、壇上を見てしまったわたしの足は動かなくなった。足だけじゃない。身体が動かなくなった。そして、思考も停止した。

「……そんなことって」

　ハイテンポな曲に流麗な歌声が乗る。

　わたしはその歌い手の顔を知っている。あの子を知っている。

『……あすみ、あれは』

　リサも呻うめいた。

　眼を疑った。
















　――あれは高柳君の妄想少女……？




　スポットライトを浴びて歌っているのは、存在しないはずの女。

　あの妄想少女が、わたしの前で生き生きと歌を歌っているのだ。

　なぜ？

　目の前の光景をわたしは理解できなかった。

『まさか彼女が高柳君の宿した妄想少女のオリジナルかしら……？』

　リサが息を呑んでそう言った。いや、そんなはずはない。

　もしそうであれば高柳君がここで彼女の歌を聴いているはずだ。片思いだとしても、それくらいのチェックはするはず。

　ならば、あそこで歌っているのは天文学的な偶然で存在していた理想通りの女の子ってことになるのか？　頭がパニックを起こしている。

　存在しないと結論を出した「本物」がいるのだ。

　あの子の歌は続いている。洋楽だ。英語の曲を歌っている。洋楽を聞いたことがないわたしにでも彼女の歌声が非凡なのがわかる。凄まじい才能を感じさせる歌い手。

　わたしはたまらず、ライブハウスから飛び出した。しかし、地下ホールで足が止まった。このまま彼の顔を見ることなんてできない。

　動どう悸きが酷くて胸を押さえた。

『どうするの？　あすみ』

　リサがわたしに尋たずねる。どうするもない。高柳君の好みに合致する女の子が本当にいただけだ。ライブハウスにカバンを忘れて、たまたま才能ある女の子の歌声を聞き、少し足を停めただけ。そして、高柳君はほんの数分の時間差であの子と出会わなかった。それだけのこと。そう、それでいい。

『いいの？　それで』

　リサ？

『あの子のことを高柳君に知らせなくていいの？』

「何を言ってるの、リサ？　あそこで歌っている子のことを彼に知らせろと言うの？」

　せっかく、高柳君との関係が良くなりつつあるのに、自分から「あそこに君好みの女の子がいるよ？」なんて言えっていうのか？　そんなことできるはずない。

『だけど、あすみは「彼女」と出会ってしまったわ。そして、高柳君の妄想少女は願望として存在し続ける。きっと、彼と会うたびに自分と妄想少女を比べてしまうよ？　それでいいの？』

　何を言っているんだ。リサは。

『高柳君が「彼女」を見ても、あすみのことが好きなら大丈夫。ただの願望だと見切りをつけて妄想少女が消えるかもしれない。いいえ、きっとそうなるはず。今があの妄想少女を倒すチャンスなんだよ』

　意味がわからない。

　きっと、彼はわたしなんかより綺麗なあの子に関心を持つはずだ。だって、利沙より裕香さんより由衣ちゃんより、ずっと綺麗なんだから。しかも、あんな美声まで持っている。彼の好みだって長い付き合いだからわかっている。絶対にあの子を見たら恋に落ちてしまう。なにより妄想少女とそっくりなんだ。あの子は彼の理想の全てに合致する。いや、それ以上だ。こんなわたしじゃ勝ち目はない。

『あすみ、そんな初めから負けるなんて考え方じゃ……』

「いいでしょ!?　わたしはリサと違って美人じゃないんだ！　かといって歌を歌えたり優れたところもない。わざわざ彼にあの子を見せたりなんてできるはずないでしょ！」

『でも……！』

「いいの！　こんなわたしじゃ勝てるはずないんだから、ほっといてよ！」

　わたしは今、自分のことを「こんなわたし」と言った。この前、仲居ちゃんにネガティブな思考はやめようと偉そうなことを言ったくせにこの通りだ。リサが悲しい顔をしている。

「おーい、あすみ！　そこでなにやってんだ!?　カバンあったのか？」

　高柳君がわたしを呼ぶ声がする。

　彼の所に行かないと。階段に足をかけた時、高柳君の姿が見えた。そして、彼の後ろには妄想の「あいつ」がいた。わたしの心を読んで笑っているにちがいない。きっと、見下している。妄想にすら勝てないのに、彼と付き合おうとしていたことを嗤っているはずだ。リサの言ったことが理解できた。あいつに見下されながら、彼と話をできるはずはない。

　だけど、こうすれば……

『――あすみ？』

　階段の上から眼をそむけると、リサの驚いた顔が見えた。

「ごめん、リサ」

　眼に指を入れてコンタクトレンズを摘つまんだ。

　途端にリサが消え、彼女の声も聞こえなくなった。そして、高柳君の後ろにいる妄想少女も見えなくなった。

　わたしの視界は妄想少女が見えない元の世界へと戻った。

　元々コンタクトがないと視みえない子だ。あの子のそっくりさんがいてもわたしには関係ない。最初からこうすればよかったんだ。

「あすみ」

　ほら、高柳君が呼んでいる。彼の後ろには誰もいない。これでいいんだ。

「これから沢田たちの打ち上げに紛まぎれ込こむことになったんだが……どうした？　カバンなかったのか？」

「え？　あ、あのね。どっかいっちゃった。持ってこなかったのかも」

　ステージに驚いて、カバンを取り忘れていた。だけど、引き返すとあの子がいる。取りになんて戻れない。

「噓つけ。ここ来た時持ってたじゃないか。店のどっかにあるんだよ。あすみのことだから見落としているんだ」

　高柳君がわたしの手を引っ張って階段を下りようとする。

「だめ！」

　高柳君が驚いてわたしの手を離した。彼をライブハウスに入れるわけにはいかない。彼女に出会って恋に落ちてしまう。

「あすみ、これあなたのカバンでしょ……って、どうしたの？　高柳君とケンカでもしているの？」

　階段から利沙が上がってきた。ライブを終えて満ち足りた顔をしている。そんな充実した姿に、自分がすごく惨めに思えた。

　そして、わたしは彼の顔も誰の顔もまともに見られなくなっていた。自分が情けなくてどうしようもない。わたしは負けたのだ。ステージで歌っていた「あの子」や妄想少女、なにより自分自身に負けた。

「あすみ、どうしたんだ？」

「峰倉さん、いったいどうしたの？」

　高柳君が、佐島君が、利沙が、みんながわたしを見ている。

「……ごめん。ちょっと身体の調子が悪いんだ。先に帰るよ」

　自分の愚かさに耐えられず、気がついたら走り出していた。

　脆すぎる。

　わたしは弱すぎる。たかが妄想通りの女の子がいただけだ。彼がわたしのことを好きだと信じているなら、あんな子がいてもいなくも気にする必要はない。それなのにコンタクトを外してしまった。見たくないものは見ない。そんな無意味なことをしたのだ。

　偉そうに仲居ちゃんに説教していた自分が情けない。顔の美び醜しゆうを気にするな？　わたしが一番気にしているじゃないか。

　看板がギラギラ光る大通りを走り、人混みを掻き分けて新宿駅に入る。逃げ込むように電車に乗った。

　電車のドアがすぐに締まり、車輪が動き出した。

　車窓を見ると新宿の高層ビルの灯りが遠ざかっていった。あそこにはまだ高柳君がいる。

　それに名も知らないあの子も。

　一人みたいだった。歌手を夢見てライブハウスで歌っているのだろうか。たった一人で自分の才能を信じてステージに立っているのか。

　勝てやしない。

　カーブに入ってドアのガラスに額が押しつけられると、高架下の道に桜が咲いているのに気がついた。

　車窓から見下ろす桜は少し風が吹くだけで全部の花はな片びらが散ってしまいそうなほどピンク色に膨らんでいる。あの街路を歩いていなくて良かった。今、あの桜を見上げていれば幹を叩いて手当たり次第に散らそうとしていたはずだ。

　なにもこんな時に満開じゃなくてもいいだろうに。

　余計自分が惨みじめに思える。

　街路の桜は駅に入ると見えなくなり、わたしは電車を降りた。

　電車は降車客を吐き出し終え、次の駅に向けて走り始めた。帰宅客がエスカレーターでホームから降りてしまうとわたしは取り残された。

「リサ、怒っているだろうな」

　それに佐島君も。

　せっかく彼との関係を気にかけてくれているのに、裏切るようなことをしてしまった。本当だったら今頃開かれている打ち上げで利沙と佐島君のフォローをするのがわたしの仕事だというのに。

　これからどうしようか。家に帰って布団ふとんを被って現実逃避するのだろうか。

　ホームに各駅停車が入って来た。

　行き先も決めぬままわたしは帰宅客に混じって瀬せ田たが谷や駅を出た。
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　足が向かったのは九丁目公園だった。

　家に帰ると落ち込んでしまいそうで、とても戻る気にはなれなかった。なんだか、悪いことをして家に帰れず、途と方ほうに暮れて泣いていた幼よう稚ち園えんの頃を思い出した。

　あれから八年以上経っているというのに何も変わっていない。

　夜の公園は静まり返っている。

　もし、あの頃と変わったとしたら、高たか柳やなぎ君が迎えに来てくれないことだ。しかし、今のわたしは悪いことをして逃げているのではない。自分の弱さから逃げ出しただけだ。

　わたしは全然ダメだ。

　口を利いたこともない女の子を見ただけで負けを認めて逃げてしまった。

　公園に一本だけ咲く桜の木がわたしを見ている。

　夜だというのに月光を浴びて咲き誇る桜。可か憐れんに力一杯、明日は散ってしまうかもしれないのに花開いている。みんな一生懸命だ。利り沙さもギターを持つのも初めてだろうに、この短期間であれほどの曲を仕上げた。仲なか居いちゃんは彼のために着飾った。そして、あの子もスポットライトを浴びて一生懸命歌っていた。わたしは何をしていた？　この春休み、あの妄もう想そう少しよう女じよに怯おびえて何もできなかった。そのあげく、そっくりなあの子を見ただけで逃げ出した。

　こんなんじゃ、高柳君の隣に立つ資格なんてない。

　誰だれかどうにかしてよ。




　――諦めてしまえばいいだろ。




　ふと、そんな男の人の声が聞こえた。けれど、公園には誰もいない。

　背中の辺りがぞわぞわした。もしかしたら、わたしに取とり憑ついているという「妄想少年」が「諦めろ」と言ったのかも。高柳君のことが好きなせいでこんなに苦しんでいる。だから諦めろと。




　――そうだ。好きなのをやめれば楽になるぞ。




　また聞こえた。




　――もっと優しくて、自分だけ見てくれる男を探せばどうだ？　妄想通りの彼はいるはずだ。




　何だよ。この声は何だ!?




　――佐さ島じまはどうだ？　あいつは優しい。




　なにをわたしは考えている。彼は利沙が好きだから高柳君との仲を応援してくれているだけだ。




　――本当にそう思ってるのか？　じゃあなぜリサは優しい？




　佐島君が優しいリサを妄想しているからだ。




　――じゃあ、あいつは洞どう窟くつでなんて言った。わかってるんだろ？　あいつの気持ちを。気がつかないふりをしているんだろ？




　知らないよ！

　わたしの頭はどうしてしまったんだ。次から次へと変な声が聞こえてくる。耳を塞ふさいでも聞こえる。わたしは高柳君が好きで振り向いてくれるように努力するって誓ちかった。今はちょっとだけ失敗しただけだ。佐島君は関係ないだろ。

　耐えきれずベンチに蹲うずくまった。

「峰みね倉くらさん！」

　今度は佐島君の声か。しかし、もう一回呼ばれると、肩を摑つかまれて起こされた。

「よかった。やっぱり峰倉さんだ」

　……佐島君？　わたしを安あん堵どした顔で見ているのは息を切らした佐島君だった。

「なんで佐島君がここに？」

「君の様子があまりにもおかしかったから捜さがしに来たんだよ。顔色が真っ青だったし、カバンも持っていかなかったから心配したんだ。大丈夫かい？」

「うん……」

「なら良かった。あ、そうだ。みんなに連絡しないと」

　そう言うと佐島君は携けい帯たいを開いてメールを打った。たぶん、宛先をＣｃにして送ったのだろう。すぐに返信のメール音がいくつか聞こえた。

「まさか、みんなでわたしを捜してたの？」

「仲居さんの件もあったからね。携帯はカバンの中だったし、家に電話しても帰ってないっていうから不安になったんだ。高柳たちは新宿で捜して、僕は河内こうちさんと瀬せ田たが谷や駅と成せい条じよう駅を捜さがしてたってわけ」

　迷惑ばかりかけてどうしようもない女だ、わたしは。

　でも、なぜ佐島君はわたしが公園にいるなんてわかったのだろう。自分ですら意識せずたどり着いたというのに。

「よくここにいるのがわかったね」

「囁ささやき声ごえが聞こえたんだよ」

「囁き？」

「守護霊かな？　僕が困っているといろいろ教えてくれるんだ。峰倉さんはどこだろう？　『公園にいるよ』って具合にさ」

　……リサ。今も彼の後ろにいるはずのリサが佐島君をここに呼んだというのか。わたしが困っているのを知って、佐島君に教えてくれたのだろうか……？

　だけど、佐島君はわたしの顔を見て笑った。

「噓うそだよ。いつか高柳から聞いたことがあるんだ。君は家に帰りづらい時、公園に隠れるってさ。だから来てみたんだ」

　冷静に考えればそうに違いない。だけど、何気ない会話から心当たりをつけて、ここに来てくれたんだ。リサを形作っているのは彼だし、もしかしたら守護霊の囁きというのもあながち間違っていないのかもしれない。

「それで何があったんだい？　ライブハウスから出る時、何かあったんでしょ？」

　佐島君はベンチに座ると切り出した。なんて答えればいいのだろう。迷惑をかけた彼に曖昧な返事はできない。

「……さっきカバンを取りに戻った時、ステージで女の子が歌っていたんだよ」

「沢田の次のバンドだね？」

「そう。一人でやってる子みたいだった」

「その子がどうしたの？」

「……高柳君の好みにピッタリな子だった」

　そう言うと佐島君と眼めが合った。

　そして大笑いされた。

　もう、それは盛大に。あまりにも笑われたので不快になったけど、彼の笑い声を聞いていると心のつっかえが吹き飛んだように感じた。

「君はよっぽど高柳が好きなんだねぇ。彼の好みまで研究しているんだ」

「そ、そういうわけじゃなけど、間違いなく見た途端、彼が惚ほれてしまうような子だったんだよ」

　さすがに妄想少女とそっくりなんて言えない。そう反論すると佐島君は笑いを収めてメガネを外した。

「それなら、あいつに見せれば良かったんだ。絶対に見向きもしないはずだから」

　佐島君はリサと同じように断言した。その強い言い切り方に違和感を覚えた。

「どうして、そう思うの？」

「その前に確認させて欲しい。君は高柳のことが好きなんだよね」

　何を今さら。答えはイエスに決まってる。

「だから悩んでいるんでしょ」

「それなら教えるよ。あいつは今日、君に告白するつもりだった」

　……は？

「告白!?　どういうこと!?」

「どうもこうもないよ。ライブの帰り道、あいつは告白するつもりだったんだ。言ったでしょ？　高柳は中三に向けて準備をしているって」

「そりゃたしかに聞いたけど……ちょっと待って、頭の中が整理できない……」

　えっと、中三っていうのは彼女が必須なのか？　わたしにとって願ってもないことだけど、いきなりすぎやしないか？

「どうやら、川かわ上かみと仲居さんを見ていて決心したみたいだよ。あいつは峰倉さんのことが好きだ。あの川上でさえ壁を乗り越えて、仲居さんと愛を確かめあった。きっとそれに触発されたんだと思う。バラしてしまえば、昨日の夜にそんな相談をされた。真っ青な顔で帰った君を見て、あいつは相当慌あわてていたよ」

「待って。わたしがあの女の子に怯えて逃げ出さなかったら、今頃告白されていたというわけ？」

「たぶんそうだろうね。君はこれからどうするつもりだい？　あいつにライブハウスの女の子のことを知らせてみる？」

　それはしないといけない。高柳君からすれば意味のわからないことになるだろうけど、わたしには必要なことだ。

「高柳君には言う。もし、告白してくれるとしても、あの子のことを黙っているわたしでは彼の好意を受ける資格がないと思う」

「じゃあ、これを渡しておくよ」

　佐島君は思いついたようにバッグから折りたたまれた紙を出した。それは今日のライブのプログラムだった。コンビニのカラーコピーで刷ったＡ４のバンド紹介。受け取って開くと沢田のバンド「アイランド・ヴィレッジ」が写真入りで載っていて、その一つ下には。

「これって……」

「君が言っているのは彼女のことでしょ？　この際だ。あいつを試してみるといい。それとも怖い？」

　鳥とり肌はだが立った。佐島君が持っていたプログラムには、あの子が歌っている姿が写っていた。遠目だけど、しっかり顔がわかる。言葉で説明するより直接的だ。もし、これを見て彼が目を奪われたら……またも躊ちゆう躇ちよしている自分に気がついた。

　佐島君がわたしを見ている。ここでためらったら、リサは許してくれない。きっと次にコンタクトをつけてもわたしを相手にしてくれないはずだ。

「ありがとう佐島君。これを見せて高柳君にこの子とわたしのどっちが可か愛わいいか問い詰めるよ」

　佐島君が微笑ほほえんだ。

「それでこそ峰倉さんだ」

　そう言ってくれた佐島君の顔がリサの笑顔とかぶった。

　彼はいつもリサと同じようにわたしを助けてくれる。このパンフレットを見せて、高柳君が意に介さなければ心のモヤは晴れる。そもそも、ただ妄想に似ていただけだ。妄想少女が見えるから混乱しているだけで、冷静になって考えればグラビアアイドルのそっくりさんがいた程度にすぎない。男子がテレビでアイドルに眼を奪われていて誰が嫉しつ妬とする？　何も恐れることはなかったんだ。

「やっぱり、君は頼りになる男だよ。おかげで闘志が湧わいてきた」

「たぶんこれが最後のお節せつ介かいになるはずだ。できるかぎりのことをしておかないとね」

　最後……？　ああ、つまり彼がここに来て「あすみ、好きだ！」で、ジ・エンドという意味か。

「そうなるように願いたいな」

　そう返すと、佐島君はベンチから立ち上がった。しかし、ふと見た彼の顔は今までと打って変わり、怖いほど真剣な顔をしていた。

「けど、あいつは君に告白できるかな？」

「え？」

「こういうことは時の運も重要な要素だ。もしかしたら、僕がここにいること自体、すでに『風の流れ』が変わっている証拠かもしれない。あとは天任せ、いや女神次第かもね」

「女神？」

「そう。僕の心の拠より所どころ。じゃあ、僕は行くよ。がんばって」

　佐島君はまるで独ひとり言ごとみたいにそう言うと砂じや利りを鳴らして公園から出て行ってしまった。親友である高柳君に気を利かせたのか……それとも。

　わたしは何もわからない。だけど彼のことはわからないままにしておきたい。

　そして今は高柳君が来るのを待つしかないのだ。

　それから二〇分くらいベンチに座っていただろうか。

　パンフレットを握りしめる手が痛くなった頃、公園の入り口に人の気配がした。

「あすみ！」

「――高柳君」

　高柳君が走ってきた。

　彼は本当に告白なんて考えているのだろうか？　駆けてくる彼の様子からは微み塵じんもそんな雰囲気は感じられない。気になってしまうけれど、まずは高柳君に「あの子」を見せないと。あの子が写ったパンフレットを持つ手が震える。これには綺麗な女の子が写っているだけだ。そう思おうとしても震ふるえが収まらない。もしこれを見せて、彼が関心を持ってしまったら告白なんてありえないのだ。逆に理想の女性を見て反応がなければ本当にわたしのことを想ってくれていると考えられる。そうなれば彼からの告白があるかもしれない。まさか、こんな状況に置かれるとは思わなかった。

「おい、あすみ。心配したんだぞ。調子が悪かったんなら言えよ。途中で倒れたら大変だろ」

　彼がわたしの前に立った。わたしを心配してくれている。

「すみませんでした。身体は平気です。それより、あの、これ」

「なんだ？」













「この写真を見ていただけないでしょうか」

　意を決してパンフレットを差し出した。彼はどんな反応をするだろう。怪け訝げんな顔をしながらも高柳君の手がパンフレットに伸ばされる。

　その時だった。

「あすみ、大丈夫!?」

　公園に美少女の声が響いた。入ってきたのは利沙だった。彼の手がビクリと止まり、わたしはパンフレットを落としてしまった。

「り、利沙？」

「いったい、どうしたのよ！　急に走り出すから驚いたでしょ」

　髪を振り乱して走ってきたのは利沙。ギターを背負った利沙がわたしにカバンを投げた。

「な、な、何で利沙がここに……」

「佐島から聞いたの。それより身体の具合は？　調子悪かったなら私が送って行ったのに。あなたは危なっかしい子だから心配なのよ」

　そう言いながらわたしの額に手を載せる利沙。突然現れた利沙にわたしも高柳君も、つい互いから距離を取った。

「心配かけてごめん、利沙」

「本当に身体は大丈夫？　熱はないようだけど、どこか痛いの？」

　利沙が本気でわたしの心配をしてくれている。以前、入院した時や生いき埋うめになった時も利沙はわたしの身を案じてくれた。どうやら、彼女を不必要に心配させてしまったようだ。

「大丈夫。ちょっとライブハウスの熱気に当てられただけだよ。今はもう大丈夫。それよりライブの打ち上げとかどうしたの？」

「何言ってるの。そんなことよりあなたの方が大切でしょ」

　……利沙に惚れてしまいそう。

　もう、なんと言っていいか……利沙の予想外の優しさに様々な意味で大ダメージを与えられた。雰囲気が「告白」って感じではない。利沙が来た時点で告白フラグがあるとしたら完全に折れたような気がする。これが佐島君の言う風の流れってやつだろうか。わたしは時の運を逃したのか。

　だけど、なぜか安心してしまった。

　もし本当に告白されていたら、利沙とのこんな関係も壊れていたに違いない。彼の口から「好き」って聞いたらそりゃ嬉しいけど、彼のために頑張っている利沙を見ているのは清すが々すがしくて気持ちいいのだ。自分の気持ちに矛盾しているけどそう思ってしまう。わたしは利沙も好きなんだ。

「なによ、人の顔をジロジロ見て」

「ん？　やっぱ、あんたが一番可愛いと思ってさ」

「やっぱり熱があるのね」

「利沙ほどじゃないと思う」

　顔がなぜか真っ赤になっている河内利沙。額に当てられていた手が頰ほおに移動して、軽くつねられた。いてぇ。

「おーい！　峰倉ちゃん！　大丈夫かぁ？」

　夜だというのに大声を公園に響かせたのは沢田。見ると入り口から仁に島しまさんに、仲居ちゃん、川上、それにゴリや宮みや里さとまで走ってきて、よってたかって「心配かけるな」とか「大丈夫か」などと叱しかられたり心配された。

　これだけの友達に心配させているようでは、彼の告白を受ける資格はまだないのかもしれない。

　高柳君だって苦笑いするだけだ。今、彼は拾ったパンフレットを手にしている。それなのに、わたしを見てくれている。

　今は彼が告白を考えてくれただけで十分だ。少なくとも現時点ではわたしが彼の一番なんだから。

　ほら、あそこで彼の妄想少女も笑っている。妄想少女は消えていないけど「あの子」とも和解ができればいい。

　そうすれば風の流れとやらが、わたしに吹いて味方することもあるだろう。その予兆を捉え損なわなければいい。自分に自信を持って堂々としていればいい。

　妄想少女に負けなければいいだけなんだ。

　こうして、桜が満開の四月のとある日は終わった。あと少しで春休みも終わる。きっと中三は毎日がハードになるだろう。始まる前からこうなのだから。

　だけど期待が高まる。高柳君がまた告白を考えてくれるかもしれないし、利沙がまた邪魔をするかもしれない。「あいつ」がしゃべりだす可能性だってある。心配や不安はあるけど、わたしは一生懸命がんばるのみ。

「ネガティブな女に惚れる男なし」だ。




　しかし、この時のわたしは何も気づいていなかった。

　コンタクトレンズを外していたことを。見えるはずのない「妄想少女」を見ていたことも。

　そして、高柳君がパンフレットの写真から「あの子」を見つけて衝撃を受けていたことにも気づいていなかった。








あとがき




　こんにちは、やのゆいです。

　この度は『わたしと男だん子しと思し春しゆん期き妄もう想そうの彼かの女じよたち　３　ラブメイドですが何なにか？』をお読みいただきありがとうございました。こうして三回目のあとがきを書くことができるのも、ひとえに皆さまのおかげです。

　さて、今作は「わたかの」の中で作者お気に入りのカップル、仲なか居い加か奈な＆川かわ上かみ昌まさ治はるの両名にスポットを当てて書きました。地味っ子な仲居ちゃんがメイド妄想の川上君に尽くすとどうなるか？　……答えは。




　眼鏡めがねなメイドさんの誕生。




　そうなんです。やはりメイドと言えば眼鏡です。眼鏡と言えばメイドです。そんな勢いで黒髪ロングに眼鏡を掛けたメイド服の女子中学生が現れました。作者でありながら、川上君を「うらやまけしからん！」と一いつ喝かつしたくなります。

　しかし、告白というビッグプロジェクトを果たした彼に恨うらみを抱くことは許されません。告白は早い者勝ちです。もし、中学生の読者様で好きな人がいるのに告白を躊ちゆう躇ちよしている方がいらっしゃいましたら速攻でアクションをとることをお薦すすめします。うまくいけばメイドを、女性でしたら執しつ事じを手に入れられるかもしれません。ただし、不純な気持ちで想いを告げてはいけません。絶対に失敗します。私がそうでした！




　……そんなわけで今回のサブタイトルは「ラブメイドですが何か？」です。

　前回の「外がい泊はくですが何か？」と同じく突っ込みどころがあるタイトルなのは自覚しております。

　それにしても、作中で仲居ちゃんたちが果たした外泊するという行為。中学生ではけっこう大変だと思います。私が高校生だった頃でさえ苦労しました。

　京都に一人旅行した時のことです（リア充じゆうではありませんでした……）。ルンルン気分で京都に降り立ち、幕末ツアーをした後、民宿にて事件が起こりました。

　あらかじめ民宿の予約をして行ったにもかかわらず家出を疑われ、親の同意書がどうとか言われて追い返されたのです。未成年を一人で泊まらせたくない向こうの言い分もわかります。しかし、新しん撰せん組ぐみの羽織を手て提さげに入れて家出する人はいないと思います。ただ言えることは中高生の旅行は警戒されるということですね。もし、旅行を企画されている中高生の方がいらっしゃいましたら、親公認の同意書とやらを懐中に入れておきましょう。ついでに観光地によく売っている木刀は買わないで宿へ行った方がいいかもしれません。今になって思えば、新撰組の羽織と木刀を持っていたことが追い出された原因ではないかと疑っています。もしかしたら、それが真相だったのかもしれません。

　そんな一件以来、民宿はＮＧですが、旅行は大好きなままです。

　ちなみに泊まるのはもっぱらホテル。と言ってもユニコーンホテルみたいな高級なホテルに泊まっているわけではなく、大抵は安いビジネスホテルです。ついでに言うと三泊の旅行であれば一泊はホテルで、残りの夜は道の駅や適当な所の軒先で夜が明けるのを待つ感じです。

　そう、野営。

　絶対におすすめはしませんが野営は面白いです。

　夏場ですとバイクでテントツーリングしている人と情報交換をしながらコンビニ飯を食べたりなど非日常を楽しめます。ただし、世の中はいい人ばかりではないので屋根のないところで寝る際には自己防衛が必要です。

　また、野営には寝ね床どこのポジショニングに注意を払わなくはなりません。夏場は虫が怖いです。ヤブ蚊や羽虫共の群れに襲われれば、寝ることなどできません。そこで探すのは殺虫灯です。あの青白く光るアレ。もし、殺虫灯の近くで野営できる場所があれば虫など恐るるにたりません。たまにビシッという音がして驚きますが、虫共はあの光に誘引されて人間の肌はだをスルーします。

　まさに夏の救世主。では、野営における冬の救世主はなんでしょうか？

　それはエマージェンシーブランケット。

　宇宙開発の過程で生まれた、表が金色で裏が銀色の薄いアルミホイルみたいな代物です。最近ではアウトドア専門店だけでなくホームセンターでも見かけます。使い方は簡単で身体からだに巻き付けるだけ。一見すると薄くて頼りないのですが、しばらく身体を覆っていると真価を発揮します。風を通さず温もりを逃さない。つまり全身を覆えば外気から身体を遮断できるため、体温を奪われずにすみます。さすが人工衛星にも使われている宇宙素材。

　それに「エマージェンシー」の肩書きも伊だ達てじゃありません。このブランケットのおかげで、春先の群ぐん馬ま県榛はる名な湖この湖こ畔はんで凍とう死しせずにすみました。氷点下五度に耐え、無事に朝日を見ることができました。本当に人類の科学力は偉い大だいです。おかげで命拾いしました。

　話が野営から宇宙へ行ってしまったのでついでに書くと、私が旅行をする目的のひとつに星空の観察があります。いや、観察というより天体写真を撮る方がメインでしょうか。そのため野営することが多くなるのです。

　天体写真と言っても色々あります。夜空を背景にした風景写真や、望遠鏡にカメラをつけて惑星や星雲を写すタイプなどなど。私が撮っているのは北極星を中心に星がグルリと円を描いている写真です。よく理科の教科書に載のっているアレ。

　しかし、教科書みたいに撮るのは難しいです。

　撮り方自体は割と簡単で、カメラを三脚に載せてシャッターを開けて夜空に向ければいいのですが、少しの光があるだけで写真が真っ白になるためライトは厳禁。車のヘッドライトに照らされればアウトです。そのため人里離れた所で星空を撮ることになります。

　つまり、真っ暗で人気のないところに一晩……。

　心細いことこの上ありません。また、撮ることよりも当日の天候を調べたり、周囲の暗さなどをチェックするなど事前調査も大変です。しかし、万全の体制が整っても天気予報に反して、曇くもってしまったり靄もやがかかることがざらにあるので本当に難しいです。特に湖の湖畔などは霧が出るので夜中にずっと晴れていることが珍めずらしいくらいです。そのため、榛名湖の湖畔ではエマージェンシーブランケットをかぶって眠ることしかできませんでした。

　ただ、苦労して撮れた写真は上う手まい下へ手た問わず心に残る一枚になります。写真と言えば決定的な瞬間を切り撮ることが作品の善し悪しになるのが一般的ですが、一枚の写真を何時間もかけて撮るのもまた一つの楽しみです。

　しかし、このスタイルで写真を撮っていても、スクープを狙いたくなるのが人というもの。そこでお手軽なのは日食や月食、流星などの天文ショー。専門誌を読めば簡単に情報を得られるので、あとはその日に合わせて出掛ければいいです。スクープがわかっていて撮りに行くというのも妙な話ですが、何十年ぶりの皆既日食などは宇宙スケールでのスクープとも言えますので気持ちが盛り上がります。

　そんな天文スクープで一番の期待はオリオン座のベテルギウスです。知っている人も多いかもしれませんが、なんとこの星が爆発して消えてしまうかもしれないのです。

　ご存知の通り、この世界でもっとも速いのは光です。ペテルギウスまでは六四〇光年離れているので、すでに超新星爆発をしていても地球に閃せん光こうが届くのは六四〇年後。世界中の天文学者がいつ爆発するか調べていても、その日はわからない。つまり、空を見上げたらいきなり爆発するかもしれません。

　もし、その瞬間を写真に残せたら素敵だとは思いませんか？

　空を見ていると今か今かとドキドキします。

　おそらく、峰みね倉くらあすみも同じような気分で自宅から天体望遠鏡で眺めているのではないでしょうか。

　今回、初めてあすみルームをカラーでイラスト化していただけました。そこにはきちんと望遠鏡が置かれていたので嬉うれしかったです。そして、窓際にはぬいぐるみ、高たか柳やなぎ君のポスターが壁に貼はってある異空間。文字にするとカオスな部屋ですが、みやびあきの先生の手にかかると澱よどんだあすみ部屋が可か愛わいらしくなるので驚かされつつも嬉しいです。

　イラストと言えば、読んで頂いた方々から妄想少女の素敵なイラストを貰もらいました。二巻の時と同じく本文に使わせて頂きましたので、この場で彼女たちを紹介いたします。

　まず大学生の周りを歌い回っていたボカロちゃんはＹ・Ｔさんの考案です。あの人気ボーカロイドをオマージュした彼女の名前は「リンゴ」ちゃん。私はめったに音楽を聴かない人間ですが、ボカロ大好きです。

　次は高校生の護衛をしている兵隊ちゃん。その名も「アイカ」さん。こちらはＤさんが考えて下さいました。自分より主人を優先する「条件付け」が施された設定は私も好むところです。彼女のサブウエポンとしてＵＳＰ ＣＯＭＰＡＣＴを贈ぞう呈ていします。

　三人目の若おかみちゃんはＹ・Ｙさん。泊まった旅館の若おかみが小学生だったら、こちらが恐縮してしまいそうですね。

　綺き麗れいなイラストや設定、本当にありがとうございました。

　どの子にも物語があって創作意欲が刺激されました。そういえば、お手紙下さった方の中で「自分は女ですが妄想少女を書いてもいいのでしょうか？」というご質問がありました。

　全然オッケーです。

　妄想少女は憧あこがれの存在なので女の子に宿っていても不思議ではありません。むしろ自然で健康的です。また、「百ゆ合り」を心配なさっていた方もいらっしゃいましたが、こちらも同様の理由で心配無用です。ガンガン妄想して彼女たちと対話すれば、自己改革や発想の転換などプラスに繋つながると思います。




　それでは紙し幅ふくも少なくなってきたので、あとがきを終えさせていただきます。あらためて、この本を読んで下さった方、ありがとうございました。そして、わたしと男子と思春期妄想の彼女たち三巻に携わった全ての方に感謝しつつ筆を置きたいと思います。

　ありがとうございました。
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